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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　闇やみの中、五ご方ほうに置かれた篝かがり火びが、巫み女この足下の石いし畳だたみに星形のおぼろな影を造り出している。

　篝火が据すえられているのは、床に血で描かれた最さい内ないの円の上だ。正せい五角形を形作っている。その円を囲む五角があり、その五角を囲む円がさらにあり、その外にまた五角が描かれ──そうして重ねられた印いんは、広大な石いし室むろの床を埋め尽くしている。

　壁かべ際ぎわに等とう間かん隔かくで坐ざす十数人の詠よみ手の女達が、わずかに詠えい唱しようの声を高め、高い天井に反はん響きようして人の声とも思えぬ響ひびきとなる。

「……謹而つつしみて奉勧請かんじようしたてまつる御み社やしろなき磐境このところへ降かう臨りん鎮ちん座ざ仕し給たまひて　神じん祇ぎの祓はらひ可か寿ず可か寿ずを平たいらけく康やすらけく聞きこ食しめて　願ねがう所ところ感かん応のう納なう受じゆなし給たまへと　誠せい恐きよう誠せい惶こう降こう烈れつ来らい座ざ　敬白うやまつてもうす　大哉おおいなるかな　賢哉けんなるかな……」

　その響きの上にちらちらと浮かぶのは、巫女が手にした鈴の音だ。

　やがて、半はん裸らの身体からだに衣ころもと縄なわと鎖くさりを巻き付けた男二人が、幼おさな子ごの背丈ほどもある大きな素す焼やきの瓶かめを、印の中央、巫女のもとにまで運んできた。

　巫女は、置かれた瓶を前に神楽かぐら鈴すずを鳴らし、白衣びやくえの袖そでを打ち振る。煌きらめく長い白はく髪はつが闇に踊る。複雑な様よう式しきの礼を四度済すませると、巫女は瓶をのぞきこんだ。いっぱいにたたえられた油の中に沈む、いくつもの鈍にび色いろの断だん片ぺんを見て、うっとりとした表情をつくる。

「……霞かすみ御ご前ぜん。ようやく、おお、ようやくお帰りなさいましたな」

　感かん極きわまったようにつぶやく。

　巫み女こは瓶かめに手を差し入れ、油の中から一つずつ、破片を取りだしていった。二人の男がそれを受け取り、印いんの中央の円内、石いし畳だたみの上に並べていく。

　骨であった。

　ひとそろいの人じん骨こつが、油を満たした瓶に収められていたのだ。

　脊せき柱ちゆう、あばら、骨こつ盤ばん、四し肢し──小こ柄がらな子供のものらしきその人骨は、二にの腕うでと大だい腿たいの真ん中から切断された形けい跡せきがあった。他にも、大きな骨は叩たたき砕かれている。

　男達によって、骨の残ざん骸がいは印の中に円形に並べられていく。

　最後に頭とう骨こつが、巫女の手によって油の中からすくい上げられた。

　巫女はしばらく、片手に載ってしまうほどに小さなその灰色の塊かたまりと向かい合う。頭骨にだけは傷も欠けつ損そんもない。黒ずんだ古い油が虚うつろな眼がん窩かから瓶へと伝い落ちる。涙のように。

「霞御前。なんと、なんと麗うるわしい」

　油で濡ぬれた髑どく髏ろの額ひたいに、巫女は口づけした。脇に控えた二人の男が、ぞっとした顔を見合わせる。巫女は恍こう惚こつとした表情で、なめるような接せつ吻ぷんを続けた。

　唇くちびるを離した後も、髑髏を両手で包んで、しばらくじっと見つめている。

「いかがなさいました、千ち木ぎ良ら様」

　男の片方が訝いぶかしげに巫女を見上げて囁ささやいた。

「なにゆえ霞御前は、火ひ目めになることを選んだのか。不ふ思し議ぎではないかえ？」

　頭骨を高く掲げ、目を合わせる。

「それは帝みかどだけがご存じでありましょう」

「あるいは帝も、おわかりにならなかったのであろ。そのせいで我らは三百年も回り道をした」

「悔くいておられるので」

　巫女は冷たく笑った。

「なにを言うかや。長は谷せ部べの三百年はこのためにあった。妾わらわが千木良としてここにおることを嬉うれしゅう思う」

　髑髏を捧ささげ持った巫女の手が、二の腕が、打ち震える。

「……連れてまいれ」

　二人の男は平へい伏ふくすると、立ち上がって瓶を持ち上げ、円えん陣じんを横切り闇やみに姿を消した。

　しばらく、大おお勢ぜいの祭さい文もんが石いし室むろの中にわんわんと響ひびく。

　二人はじきに戻ってきた。瓶のかわりに、純白の簡素な衣ころもを身につけた一人の女を連れている。年の頃三十半なかばほどの目立たぬ顔立ちの女で、祭文や床の印、篝かがり火びだけが照らす暗くら闇やみにおびえているのか、首をすくめてあちこちに目をさまよわせながら男達の後をついてくる。

　やがて篝かがり火びの光の輪に入り、巫み女この姿をみとめると、ほうと表情を崩した。

「……千ち木ぎ良ら様。お、お呼びでしたか」

　女が上うわ擦ずった声で言い、床に膝ひざをついた。

「もそっと寄れ。そこに並べられているものを踏むでないぞえ」

　女はおそるおそる印いんの最さい内ないの円に踏み込んだ。巫女の目の前で再び平へい伏ふくする。

　巫女はしばらく、女のうなじをじっと見下ろす。髪の下、日焼けした肌はだに、かすかに浮かび上がった五つの星──火ひ目め式しき。

「茜あかねが火垂ほたる苑えんに入ってからだいぶたつの」

　巫女が言うと、女はこわごわ顔を上げた。

「そなた、前々から一度は逢あいたいと言うておったのではないかえ」

「……で、でも、御み明あかしは外には出られないと」

「もうすぐ逢える」

「まさか。……娘が、なにか粗そ相そうをいたしましたか」

　女の顔が青ざめる。巫女は笑った。

「そうではない」

「あの、では」

「いずれ逢える。みな一つになるのだから」

　巫女は右手を高く掲げ──その手しゆ刀とうの甲こうで、青白い五つ星が燃え立ち──振り下ろした。

　鋭く空を裂く音がして、くぐもった女の声が響ひびき、その身体からだがどうと石いし畳だたみに倒れた。

　肩口から首、胸にかけてをばっくりと斬きられた女の肉体から、血があふれ出し、円えん陣じんの中に広がっていく。

　巫女は一歩さがり、恭うやうやしくかしずくと、血の海の真ん中に頭とう骨こつを置いた。

　褐かつ色しよくの骨を、鮮せん血けつがひたひたと濡ぬらしていく。

　じきに血の広がりは円陣の縁へり、並べられた骨の破片にまで届く。

「……やはり火の血が弱いのでは」

　脇に控えた男の一人が不安げにつぶやいた。

「案ずるな。腐っても茜の母親ぞ。呼び水には──これで十分」

　巫女が囁ささやく。

　やがて──

　血に浸ひたされた頭骨が、かすかな光を放ち始める。

　そして、地の底からわき上がるような、天の高みから降り注そそぐような、数千人、数万人の高い声を束ねた楽がくの音が──古い、遠い歌が、響き始めた。
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　歌が聞こえていた。

　いくつもの幼い声が重なり合った、高く澄すんだ節である。

　一人一人の歌声は少しずつ拍はくをずらして揺らぎ、また寄り添い合い、それらが大きな流れを成し、風に乗って高い空を渡る鳥の群れのような旋せん律りつを形作っている。

　豊とよ日ひはしばらく、池いけ縁べりの茂みの中に立ちつくして、その歌声に聞き入っていた。

　水面には、白い狩かり衣ぎぬを纏まとい太た刀ちを佩はいた童どう子じの姿が映っている。もう何百年も変わらない己おのれの姿だ。

　目を上げる。池と庭を隔てた向こう、板張りの広い廂ひさしに、揃そろいの白衣びやくえを着た数人の娘達の姿がある。みな床の上に脚あしを投げ出して座り、曇り空に向かって細く澄んだ歌声を差し伸べている。豊日のいる場所からでは、だれがだれだか見分けもつかない。

　池を迂う回かいし、庭に出て廂に近づく。じきに顔は見てとれるようになるが、どうせ一人も名前を憶おぼえていないことを豊日は思い出す。

　娘達が豊日の姿に気づき、歌うのをやめた。

「豊とよさま」

　中の一人、背が低く、髪を左右で二つの輪に結ゆった童どう女じよが、手を振ってくる。名はなんといったか。

「邪じや魔ましたかの」

「豊さまでよかった。他のだれかに見られたら、叱しかられてしまいますもの」

　その童女が言い、他の五人もくすくすと笑い合う。

「良い歌じゃな。だれに教わった？」

「んん。教わってはいません。なんとなく」

　童女は首を傾かしげる。

　なんとなく。では、この娘が作った歌か、とも思う。

「歌うのがお前様達の役目ではあるまいに」

「でも、千ち木ぎ良らさまも、楽がくの心は大切にした方がいいって」

「他の者にも、そうやって稽けい古こを怠なまけていた言い訳をするつもりか？」

「ひゃぅ」

　童女は頭を抱えた。他の五人が、今度は声を立てて笑う。

　たしかに巫み女こにとって楽の音は必須ではあるが、生きているうちにそれを愉たのしむ心は必要なのだろうか、と豊日は思う。

「子供のうちは役目もなにも気にせず、遊ぶがよい。わしのように歳としを取れば、いずれ歌などどこかに置き忘れる」

　どのみち歳を取ることもなく、贄にえとして生せいを終えるのだから。

　豊日は胸中で、そう続ける。

「豊とよさまだって子供じゃない」

　童どう女じよはそう言って笑った。笑うたびに、頭の左右に細く結ゆった髪の輪がふゆり、ふゆりと揺れる。蝶ちようの羽のようだと豊とよ日ひは思う。短い春を歌いながら過ごす蝶だ。

「そう見えるかの」

　背丈も娘達といくらも変わらない、自分の身体からだを見下ろす。豊日の時は十三から止まったままだ。娘達の中には、見た目だけを考えれば歳とし上うえの者さえいる。

「あたしと背丈あんまり変わらないんだぞ」

　髪を豊日と同じように高く結った娘が、そう言って背中合あわせに立つ。

「あ、ほんとだ」

「豊さまちっちゃいなあ」

　娘達が群がってくる。豊日の長い髪の先や太た刀ちの鞘さやを、まるで猫でも愛めでるかのように触る。言われてみれば、前に見たときよりも、みな少しずつ背丈が伸びているような気がする。そうして人は育ち、自分を追い抜き、老いさらばえて、死んでいくのだ。豊日はそう思う。

　だから自分は、この娘らを殺すのだろうか。ふとそんな考えが浮かんだ。

　民たみの生存のためでも、自分の孤こ独どくを紛まぎらわせるためでもなく──純粋に、自分の止まった時を置き去りにして追い越していこうする幼い女達を、留めようと──

「豊さま」

　沈んだ声がして、手を握られる感かん触しよくがあった。

　ふと我われに返ると、あの蝶の髪の童女がすぐ隣となりに立っていて、豊日の手に両手を重ね、夜の水面みなものような色をした目でこちらを見上げている。

「どうしたのですか。そんな顔して」

　沈ちん痛つうな声で言う。豊日は少しの間あいだ驚き、やがて口元を歪ゆがめる。

「どんな顔をしていたかの」

「なんだか、お寂しそうでした」

「そうか」

「また、遠くへ行ってしまうのですか？」

　豊日は息をつき、目をそらす。遠くへ行くのは豊日ではなく、娘達の方だ。

　手に触れる温かみがあり、見ると、蝶の髪の娘が豊日の左手を握って、思い詰めたような瞳ひとみで見上げている。

「どうしたのじゃ」

　目を合わせると、童女の顔は夕ゆう陽ひのように赤く染まる。

　娘がなにかを言おうと口を開きかけたとき、戸の外で足音が聞こえた。

「わ。わ。だれか来た」と、後ろで他の娘が焦った声をあげる。

　蝶の髪がくるりと振り向き、豊日から離れていく。

「稽けい古こに戻らないと」

「叱しかられちゃう」

　娘達はそれぞれの道具を取りに納なん戸どの中へと消え、豊とよ日ひはひとりになる。

　あの、蝶ちようの髪をした娘。名はなんといったか。このところ立て続けにひどいことばかりが起きて、物忘れが激しい。思い出そうとして、豊日はしばらく頭を巡らせ、それから視線を板張りの床に落とす。

　足音が戸の外で止まった。豊日は気配を消して、するりと庭に出ると、そのまま茂みの中に戻り、振り返りもせずに歩き出す。

　思い出さぬ方がよいだろう。

　あの娘がいちばん力がある。おそらくはひどい殺し方をすることになるのだ。

　名は、知らぬままに──殺あやめるのがよい。




　　　　＊




　伊い月つきが弓ゆ場ば殿どのの戸を開くと、幼い御み明あかし達が弓を手にばたばたと走り回っていた。弓場殿は広い板張りの間で、右手の壁はなく、そのまま庭につながっている。そのせいか実じつ際さい以上に広く見えるのだが、紅白の巫み女こ装しよう束ぞくを着た童どう女じよが六人も、あわてた様よう子すで動き回っていると、むさ苦しく手て狭ぜまな火ひ護もり衆しゆう組くみ詰づめ屋を思い出してしまう。

　御明かし達は試し射しや用の俵たわらが載った台車を納戸から引っぱり出したり、弓ゆみ道具の入った布ぬの袋ぶくろを探ったり、弓に弦つるを張ったりしている。伊月は、先ほどまで聞こえていた歌声を思い出し、なにがあったのかをおぼろげに察した。

「茜あかね。稽けい古こ、見に来たぞ」

　すぐそばにいた、見慣れた顔に声をかける。茜はびくりとして振り向いた。幼い顔の左右で、二つに結ゆった髪の輪が跳ねる。

「あ、あ、ねえさま。来てくれたのですね」

　まるでたった今いま伊月が来たことに気づいたような素そ振ぶりで答えながら、弽ゆがけ──弓弦ゆづるから指を保護する革かわ手袋──をはめようとしている茜に、伊月は思わず噴ふき出しそうになる。

「弽、裏返しだぞそれ」

「ふゃっ」

　言われて気づいた茜は、あわてて弽を取り落としてしまう。今度こそ伊月は笑い出した。

「わ、笑わないでください」

　茜は顔を紅あかくする。

「なんだ、伊月姉ねぇだったの」

　そう言って駆け寄ってきたのは、茜と同じくらいの年とし頃ごろの幼い御明かしだった。長い髪を頭の後ろの高いところで一本に束ねてぼさぼさに垂らしているので、茜あかねより少しだけ背丈が高く見えるが、それでも伊い月つきの肩くらいである。

「ごめん、すぐ始めるよ。ほら茜、せっかく伊月姉ねぇが来てくれたのにぐずぐずするな」

「待って待って桐きり葉はちゃん引っぱらないで」

　──そうだ桐葉だっけ。

　茜の襟えり首くびをつかんで引きずっていくその御み明あかしの背中を見ながら、伊月はようやく名を思い出す。廃はい火かの儀ぎが終わってからここ一ヶ月、火垂ほたる苑えんには何度も弓の稽けい古こを見に来ていて顔かお見み知しりになっているのだが、どうにも名前を憶おぼえられないでいた。

「伊月さま、すぐ準備するから女によ官かんには黙っててね！」

「今日はずっといてくれるの？」

　他の御明かし達も弓の用意をしながら声をかけてくる。

　いち早く準備を終えた桐葉が、巻まき藁わら射しや礼れいを始める。台の上の俵たわらに至し近きん距離から射いて、姿勢を整え射しやの感かん触しよくを確かめる基き礎そ稽古だ。

　──懐なつかしいな。

　──わたしのときも、これくらいたくさんいれば、もっと楽しかったのかな。

　自分が火垂苑にいた頃のことを、伊月はぼんやりと思い出す。もう二度と逢あえぬ常和ときわの顔が浮かんできて、頭を振ってそれを打ち消した。

「ねえさま、ひょっとしてお勤めからそのまま来たんですか？」

　弽ゆがけとたすきをつけて戻ってきた茜が、伊月の弓と矢や筒づつを見て訊たずねてくる。

「ああ、うん。汚れててごめん」

　夜を徹しての化け生しよう討とう伐ばつから、今し方がた戻ってきたばかりだったのである。装しよう束ぞくの白衣びやくえは煤すすで黒ずんで、くたびれきっていた。

「お疲れではないですか」と、茜が心配そうな目をする。

「ううん。陽ひが昇っちゃうと眠れないたちなんだ」

　曇り空でよくわからないが、もう昼前である。

　伊月は矢筒を床におろし、包みから自分の弓を取り出す。

「さっきの歌、どこかで聴きいたような気がするんだけど、なんて歌？」

「え。あ。あの」

　茜が言い淀よどんでいるところに、桐葉が戻ってきて言った。

「昨日、聞こえたんだ。どっからか」

「どっからか？」

「うんそう。空から降ってきたみたいに。でも、女官に話したらだれもそんな歌聴いてないって言うの。あたし達だけ。それで、こんな歌だったな、とかみんなで言ってるうちに合唱になっちゃった。なあ、伊月姉ぇもひょっとして聴かなかった？」

「いや、わたしは昨日は東とう国ごくに出てたから」

「あ、そか」

「でも、聞こえたもんね」「ねー」と御み明あかし達はうなずきあう。

　伊い月つきは、先月のことを思い出していた。空から聞こえてきた──火ひ目め式しきに直接響ひびいた、歌。佳よし乃のと二人で聴きいた、あの歌だ。そうだ。歌っている人数が少ないせいで、とっさにそうとはわからなかった。

「あの、ねえさま。茜あかねは、あれを聴くの、二度目です」

「火ひ摺すり巡りのとき、か」

「ああ……じゃあ、あのときはねえさまにも聞こえてたのですね」

　──間違いない。

　──佳乃は、霞かすみ楼ろうの……初代正せい護ご役やくの鳴めい箭せんの音だと言っていた。

「茜はずるいな、一人だけ伊月姉ねぇと一緒に出かけて」

「ずるくないもん、豊とよさまの言いつけだもん。それに、大変だったんだから」

　桐きり葉はと茜の言い合う声も、伊月の耳にはほとんど入らない。

　──どういうことだろう。また聞こえたというのは。

　──無む名めい陵りようが、また開いたのか。

　ともかく豊日に後で訊きいてみよう、と思う。

「でも、いい歌だよね」

「ずうっと聴いてたくなっちゃうよね」

「また降ってこないかな」

　御明かし達が囁ささやきあうのを聞いて、伊月は複雑な気持ちになる。時とき子こは──半なかば化け生しように堕おちた先代の火目は、あの歌に惹ひかれて御ご陵りように向かったのだ。

　──火の血を、引き寄せる歌……？

　茜と目が合う。火目式を通じて、微び細さいな感情の揺らぎが伝わってくる。

　──茜はどこまで知っているのだろう。

　一月前、時子を追って無名陵にまでやってきた茜は、この国の中ちゆう枢すうを取り巻いている忌いみ事のほとんどを知ったはずだった。けれど、そのことについて、ことさらに問い質ただす気にはどうにもなれない。

　ひうっ、と空を裂く矢や鳴なりが聞こえ、伊月の思し考こうを断ち切った。顔を上げると、桐葉が射しやを始めている。茜も無言で踵きびすを返し、射い場ばの際きわに向かった。







「伊月さま、鳴箭を見せて」

「あ、見たい見たい、見せてくださいな」

　伊い月つきも射い場ばに立って手て本ほんを見せたりしていると、御み明あかし達がそんなことを言い出した。

「近くで何度も見た茜あかねちゃんが、すごいすごいって言うんです」

「お願い、伊月さま」

「んん」

　伊月は弱ってしまう。

「自分が出せないうちに、他人の鳴めい箭せんを聴きくのはよくないよ」

「そうなのか？　どうして？」と、桐きり葉はが食いついてくる。

「……自分の音がわからなくなるから」

　かつて、佳よし乃のと常和ときわの鳴箭に圧倒され、危うく自分の楽がくの音を見失いかけた伊月は、深刻な口く調ちようで答える。

「でも、あたしも姉ねぇの鳴箭を見たいぞ」と桐葉は頰ほおをふくらませる。「ずるいじゃないか、茜ばっかり」

　なにがずるいのか、伊月にはよくわからない。

「じゃあ、桐葉ちゃんが鳴箭やってみせたら、伊月さまも見せてくれる？」

「あ、そうだね。こないだできたもんね」

　他の娘達がそう言い出すので、伊月は少し驚いて桐葉の顔をのぞきこむ。

「できるの？」

　桐葉の顔は真っ赤になった。

「あの、あれは、あれは、まぐれで一回できただけだから。あれから一度も出ない」

　顔の前で手をぶんぶん振って言う。

「でも、いっぺんでも出せたのはいいことだよ。その音、憶おぼえてる？」

「たまたまだったから……よく憶えてない」

　桐葉は目を伏せて、弓を握った両手をもじもじさせる。

「んん。そうか。茜はあれから鳴箭出せた？」

　茜も首を振った。

「でも、でも、茜、やってみますね。見ててくださいねえさま」

「待て、あ、あたしもやる」

　射しや位いに向かった茜を、桐葉が意気込んで追いかけた。

「桐葉ちゃん意い地じっ張ぱりなんだから」

　御明かしのだれかがくすくすと笑った。

　並んで甲こう乙おつの矢を手にし、弓ゆみ構がまえした茜と桐葉を後ろから眺ながめた伊月は、ほう、と息を漏らした。弓ゆ場ば殿どのの空気がいきなり熱く息苦しくなったように感じられる。二つの紅白の装しよう束ぞくがすっと射位に立ち、二張の弓が呼吸をそろえてぴんと天を突き上げ、引き下ろされて弓弦ゆづるが張りつめる。

　茜あかねの火ひ目め式しきの鋭さは知っていたが、桐きり葉はの後ろ姿から発せられる火気もまた劣らず烈はげしいものだった。陽かげ炎ろうが生まれ、水面で波は紋もんがぶつかりあうように、二人の背中が揺らめく。

　──いけない。

　──力みすぎだ。

　伊い月つきは脇わき腹ばらの火目式に鈍どん痛つうのような熱を覚える。しかし、今さら止められない。

　茜の二つに結ゆった髪の輪が蝶ちようの羽のように、桐葉の一本に束ねた髪が鷹たかの尾お羽ばねのように、ふうわりと浮き上がる。

　二人の熱と力がせめぎあい、やがて──

　離れた。

　閃せん光こうが散り、爆はぜる音が響ひびく。「きゃあっ」と、後ろで見ていた御み明あかし達の間から声があがった。矢が放たれてすぐに燃えて弾はじけたのだ。焦こげ臭いにおいが漂ってくる。

「徹とおしッ」

「徹しッ」

　茜と桐葉の、童どう女じよとは思えぬほど鋭い声が飛ぶ。弓を倒して姿勢を正した二人は、再び的まとを見み据すえて乙おつの矢をつがえた。止めようとした伊月も、気け圧おされて近づけない。

　二人が乙矢を放った。

　二ふた筋すじの炎ほのおが疾はしり、どちらも途中でぱっと火花を散らして潰つぶれる。向かい風に黒い煤すすが舞った。
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「徹とおしッ」

「徹しッ」

　二人が唱しよう号ごうし、矢や筒づつから次の一いつ手て──甲こう乙おつ二本の矢を引き抜いた。まるで見えないだれかの両手に操あやつられているかのように、茜あかねと桐きり葉はは呼吸を同じくして弓を打ち起こし、引き絞しぼり、火を乗せた矢を放つことを繰り返す。ほとんどの矢は宙で燃え尽き、矢や道みちの庭には多量の灰が散らばる。楽がくの音も、まばゆい赤しやつ光こうもない。ただ矢が燃えていくだけだ。

「もうよせ！」

　矢筒の矢が尽きかけた頃、ようやく伊い月つきは叫んだ。

　茜が打ち起こしかけていた弓を下ろし、肩で息をしながら振り向く。

　桐葉はしゃがみこんでしまう。

「伸のび合あいも詰つめ合あいもできてないじゃないか。射しやを鳴らすことばっかり考えてるからだ」

「ううう……ごめんなさい」

　茜はしゅんとしてうなだれた。

「……前に鳴らせたときは、徹し百ひや手くての最中だったんだ、だから……」

　桐葉も萎しおれた声で言う。震える髪はおびえた仔こ馬うまの尻尾しつぽのようだ。

　徹し百手とは、気合いを一切抜ぬかぬまま射と礼れいを何度も何度も繰り返す稽けい古こ法である。実際に百手射いるわけではないが、礼れい式しきを略すことも息を入れることも許されないため、稽古としては非常に厳きびしい。おそらくその厳しさの中で、無む心しんになった一瞬が鳴めい箭せんを引き出したのだろう。

「火ひ目め式しきを内から意識しちゃだめ。十文字の規き矩くが崩れるだろ」

「でも、でも、そうしないと矢に火が乗らないです」

「外から意識するの。式は出口じゃなくて入り口なんだから」

「姉ねぇ、なに言ってるのかわからないぞ……」

　茜と桐葉が、そろって泣きそうな目で見上げてくる。伊月はううんとうなって頭を搔かいた。弓は心に負う部分が多い。鳴箭ともなればなおさらである。口で説明するのは難しい。

「茜、ちょっとこっち来て」

　ちょこちょこと寄ってきた茜の、額ひたいにある赤い五つのあざ──火目式に、伊月は手を添えた。

「えっ、あっ、あの、ねえさま」

　伊月の手の下で茜は顔を紅あかく染める。

「このまま射てみろ」

「ふゃ」

「わたしの手は気にしなくていいから、ほら」

　矢を渡す。茜はしばらく戸と惑まどっていたが、やがて伊月に背中を見せて身体からだを開くと、弓構ゆがまえの姿勢に入る。伊月は茜の小さな身体の真ま後うしろに立って、視線を遮さえぎらないようにそっと茜の額にある火目式に触れ続ける。

　桐きり葉はも他の四人の御み明あかしも押し黙って、その奇き妙みような射しやをじっと見つめている。

　茜あかねが彼方かなたの的まとを見み据すえ、弓を高く掲げた。伊い月つきの指先から、とぎれとぎれの熱が流れ込んでくる。伊月はそれをただ受け入れた。漏れ出た水を紙が吸い取るように、やがて火気の流出がおさまる。同時に、茜の両手が弓と弓弦ゆづるを等とう分ぶんに引き分けながらゆっくりと下ろされる。

　──来た。

　吸い込まれるような感かん触しよくが始まった。

　矢や束つかいっぱいに開かれた茜の両手の間で、しかし矢に流れ込んだ力はなおも外へ、外へと伸びていく。押し開かれた空くう隙げきに、伊月の指先から溶けだした熱が──否、弓ゆ場ば殿どのじゅうの熱が注そそぎ込まれていく。

　伊月の目の前で、茜の身体からだはぼんやりとした赤い光に包まれる。

　やがて、その光が真っ二つに割れた。

　火のほとばしりとなった矢が大気を穿うがち、数百もの鐘かねを一いつ斉せいに打ち鳴らしたかの如ごとき楽がくの音が弓場殿を満たす。

　矢道の庭を隔てた彼方、霞かすみ的まとに突き当たった矢が幾いく千せんもの光の粒つぶになって飛ひ散さんし、こだまのように鐘の音を返す。

　鐘の余よ韻いんが消えてしまった後も、弓場殿はしばらく静せい寂じやくに包まれていた。

　──やりすぎた……

　伊月はおそるおそる茜の額ひたいから手を離す。と、弾はじかれたように茜は振り返った。蝶ちようの羽のような紙が頭の上で弾はずむ。

「ねえさま、今のっ」

　伊月が答えようと口を開きかけたとき、ようやく我に返った御明かし達がわっと茜に駆け寄ってきて取り囲んだ。

「茜ちゃん、すごいよ！」

「鳴めい箭せんだよ鳴箭、できてたよ！」

「あの、でも、今の音、ねえさまの」

「ああ、うん、ごめん」

　伊月は少し気まずくなって視線をそらし頰ほおを搔かいた。

「わたしも力入れすぎた。今のはわたしの音だ」

　火ひ目め式しきから力が流れ込む──その感触を確かめさせるだけのつもりが、引きずり込まれてしまったのだ。内ない心しん、伊月は茜の資し質しつに改めて驚いている。

「でも、なんとなくわかった？」

「え……あ……なんとなく」

「伊月さま、あたしにもやって！」

「あたしにも！」

「わたしじゃなくてもいいんだ、だれでも。触ってると外からの流れを意識できる。みんなもやってみるといいよ」

　伊い月つきが言うと、御み明あかし達はきゃいきゃいと騒ぎながらも、肩や背中、首くび筋すじの火ひ目め式しきに触れあって、ぎこちなく弓構ゆがまえをし始める。

「なんかくすぐったいよ、これ」

「あんまり強く押さないで、弓引けないよ」

「ねえさま、これって直接さわらないとだめなのですか？」

「うん。できれば、じかに」

　やがて手を触れる役と射いる役の二人ずつにわかれた御明かし達は、普段よりもずっとゆっくりした動作で射しやと礼れいを始めた。楽がくの音はさすがにまだないが、矢にはほどよい火が乗っているのが後ろから見ていてもわかる。

　ふと伊月は気づいて振り向いた。

　桐きり葉はが射い場ばの端はしにまだしゃがみこんだままだ。

「桐葉もやらないのか」

　近づいていって訊たずねると、桐葉は伊月に背を向けたままぶんぶん頭を振る。束ねた髪が箒ほうきのようにざばざばと揺れる。

「あたしはいい」

「どうして。桐葉は力が強いわりに安定してないから、一度でもやった方がいいよ」

「いい」

「なんで。ほら、立って。わたしがやってあげようか？」

「いいったらいい！」

「ねえさま、あの」

　後ろから茜あかねが寄ってきて言う。

「桐葉ちゃんの火目式は、あのね」

「わあっ」桐葉がいきなり立ち上がって振り向いた。「ばか茜！　言うな！」

「お尻のとこにあるのです」

　桐葉の顔がほおずきのような朱しゆ色いろに染まった。

「ばか！　茜のばか！　ばかばか！」

　平手で茜の頭を何度も何度も叩たたく。「ふゃっ」と茜は声をあげて縮こまった。しばらく言葉を失っていた伊月だが、あわてて止めに入る。

「やめろって桐葉！」

　細い手首をつかんだ。伊月を見上げた桐葉の顔はますます紅こう潮ちようし、目元に涙が浮かんでいる。

「いや、あの、ええと」

　なんと言葉をかけていいかわからず伊月がしどろもどろになっていると、桐葉は伊月の手を振り払って駆け出し、そのまま戸を開けて弓ゆ場ば殿どのを出ていってしまった。

「おい、桐きり葉は！」

　伊い月つきもすぐに後を追って廊下に出る。しかし、すでに足音は消えていて、長い廊下のどこにも桐葉の姿はない。

「捜しに行ってくる。みんな稽けい古こしてて」

　廊下を歩き出すと、すぐ後ろから小さな足音がついてきた。振り向くと、茜あかねである。

「あの、あ、茜も一緒に捜します」







　二人は桐葉を苑えん外がいで見つけた。火垂ほたる苑えんと、隣となりの淑景しげい舎しやとをつなぐ廊下の曲がり角である。しかも桐葉は一人ではなかった。

「なにやっとるのじゃ。苑を抜け出すと女によ官かんがまたうるさいぞ」

　火ひ護もり装しよう束ぞく姿すがたの豊とよ日ひは、仔こ猫ねこを捕まえるときのように桐葉の襟えり首くびの後ろをつかんで言う。桐葉はむっつりとした顔でむくれ、伊月とも茜とも目を合わせようとしない。

　伊月はなぜか、桐葉のその横顔を見て、息苦しいほどの懐なつかしさを覚えた。

　火垂苑で、佳よし乃のと、それから常和ときわと過ごした日々。

　──なんだろ、これ？

「なにがあった。こっちのべそかいとるのに訊きいてもだんまりじゃ」と豊日が言う。

「ええと、その」

　伊月は茜と顔を見合わせる。どうにも説明しづらい。

「まあよい。早う稽古に戻れ」

　桐葉を伊月に向かって投げた。

「わ」

　どん、と桐葉の小さな身体からだが伊月の胸にぶつかる。

「伊月。お前様、たしか狩りから戻ったばかりではなかったか」

「ああ、う、うん」

「少しは休まなくてよいのか」

「なんだか眠れなくて。それに、ここのとこあんまり稽古を見に来られなかったから」

「そうか」豊日はにっと笑う。「あまり御み明あかしをいじめるなよ」

　そう言い残して踵きびすを返し、廊下を歩き出そうとする。

「いじめてなんか……あ、豊日、ちょっと待って」

「なんじゃ」

　呼び止めた後で伊月は、桐葉と茜がいることを思い出す。あまり聞かせたい話ではなかった。

「先に二人で戻ってて、すぐ戻るから」

「あ、はい。桐きり葉はちゃん、……ごめんね？　行こ」

「引っぱらなくても歩ける」と、桐葉はむすっとした顔のまま言う。

　二人の幼い巫み女こ装しよう束ぞく姿すがたは、廊下を曲がって消える。ほんの一瞬、茜あかねの横顔を見た伊い月つきは、どきりとした。髪型のせいもあるのかもしれない。それに、背丈も、声も──そっくりだ。

「ますます似てきたの」

　豊とよ日ひがぽつりと言う。

　──豊日も、やっぱりそう思うのか。

「もうすぐ、常和ときわの歳としに追いついちゃうな。そしたら、もっと……」

　烽ほう火か楼ろうの頂いただきにいる、火ひ目めとなった童どう女じよのことを、伊月はどうしようもなく思い出す。茜と逢あうたびに、もう二度とまみえることのないあの顔が浮かんできて、少しつらい。

　常和はもう歳を取らない。やがて茜が、追い越していく。

　いや、もしかしたら、茜もまた──

「……常和？　ああ、そうか。常和か。たしかに、常和にも似ておるな」

　豊日の言葉に、伊月は振り返る。

「常和のことを言ってたんじゃなかったのか」

「ああ、うむ」

　童どう子じは言いづらそうに目をそらす。豊日にしてはめずらしい仕草だ。

「……霞かすみに、似ておるような気がした」

　霞。

　最初の火目の名だ。

「お前様に話をしてから、なぜだかよく思い出すようになった。かわりに、ここしばらくのことが憶おぼえられぬので困る」

「呆ぼけが始まったんじゃないのか」

「かもしれぬな。わしもたいがい爺じいじゃ」

　そう言って白しろ装束の童子は、哀かなしそうな目で笑う。伊月も思わず視線を床に落とす。豊日から聞いた霞楼ろうの話を、思い出してしまったからだ。

「ところで、なにか用があるのではなかったか」

　言われて、はっとして顔を上げた。

「あ、うん。そうだった」

　伊月は、弓ゆ場ば殿どので御み明あかし達が歌っていた歌のことを話した。とたん、豊日の顔がさっと暗くなる。

「そのことか」と、声を落として言う。

「知ってたの？」

「いや。歌のことは知らなんだ。霞の在ざい位いち中ゆうは国くに中じゆうに聞こえたというが、今は骸むくろよ。火の血を持つ者にしか聞こえぬらしい。──ふむ、これで腑ふに落ちた」

「なにが」

　豊とよ日ひは人ひと気けのない廊下を見回す。

「ここでする話ではないな」

「あ、そうか。火垂ほたる苑えんに行くか」

「いや、あそこも……」

　豊日はしばらく口ごもり、やがて伊い月つきの顔を下からのぞきこむ。

「お前様、今日はこれからどうする」

「どうする、って、日暮れ前に組くみ詰づめ屋に帰るよ」

「泊まっていけ。《と》組には使いを出しておく」

「ええ？」

「たまには宮きゆう中ちゆうの飯を懐なつかしむもよかろ」

「でも、どこで寝るんだ。わたしの局つぼねなんてないだろ。火垂苑でか？」

「夜よるの御お殿とどに来るがよい」

　伊月は固まった。

　しばらく、頭が豊日の言葉を理解できないでいる。

　夜御殿とは、帝みかど、つまり豊日の寝しん所じよである。これまでにも何回か訪れたことがあるが、それは昼間の話だった。夜に寝所に呼ばれるということは──

「なにを驚いておる。お前様もわしの妻じゃろが、なにも問題はないぞ」

「え、や、で、でも」

　顔が火ほ照てっているのが自分でもわかった。舌がうまく回らない。たしかに伊月は更こう衣い──帝の側そく室しつの一人だ。しかしそれは宮中での便べん宜ぎを図る名めい目もく上のことではなかったのか。

「女によ官かんに言っておくから、湯を使うとよい。皇こう宮ぐうの風ふ呂ろも、組詰め屋ほどではないが、なかなかよいぞ」

「ちょ、ちょっと待って」

　豊日は聞かず、踵きびすを返してさっさと歩き去ってしまった。伊月は廊下の真ん中に呆ぼう然ぜんと立ちつくす。頭の中では豊日の言葉と、そこから生まれた様々な想像がぐるぐると巡っていて、自分がなにをしに来たのかも意識の隅すみに押しやられていた。




「聞きましたわ、外と槻つきの宮みや様」




　いきなり背後から声をかけられ、伊月は跳び上がって振り返った。

　廊下の角からしずしずと姿を現したのは、壮そう麗れいな藍あい色いろと卯うの花色いろの五いつつ衣ぎぬ唐から衣ぎ裳ぬで装った女によう御ごである。無人の廊下の暗い空気がぱっと華はなやいだように感じられる。女御の後ろには、桜さくら色いろの衣ころもを着た二人の女によ官かんが付き従っている。

「た、為ため子こ様」

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、外と槻つきの宮みや様」

　後こう宮きゆうで最も帝みかどの寵ちよう愛あいを受けているといわれる、弘こ徽き殿でんの局つぼね──為子は、艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

《外槻宮》とは、為子が付けた、帝の側そく室しつとしての伊い月つきの名である。最近ではこの呼び名が伊月の同どう僚りようである火ひ護もり衆しゆう《と》組の者達にまで伝わってしまい、よくからかいの種たねにされている。

「まずはお祝いを言わせていただきますわ。おめでとうございます」

　薊あざみの花のように意い地じ悪わるく可か憐れんな笑みを浮かべて為子が言う。

「……お、お祝い？　ですか？　ど、どうして」

「ようやく外槻宮様も帝の寵をお受けになるのですもの。これよりめでたきことなどございませんわ。この為子、羨うらやむ気持ちを抑えきれそうにありませんけれど……帝は外槻宮様をそれはそれは大切になさっているのが、端はたから見ていてもわかりますもの」

「あの、為子様、なにを、おっしゃってるのか、よく……」

　にじり寄ってくる為子から逃げるように伊月は後ずさる。

「まあ、おとぼけになって。この日がいずれ来ることは外槻宮様もお覚かく悟ごなさっていましたでしょう？」

「か、覚悟なんてしてませんっ」

　思わず伊月は声を高くする。知らぬ振りをしていたのはたしかだが、認めたくない。

「案ずることはございませんわ。帝は大変お優しい方です。とくに御ご寝しん所じよの中では」

「あのっ、だからっ」

　自分でもなにを否定しているのかよくわからないまま、伊月は顔の前で両手を振った。

　今まであまり考えないようにしてきたが、ここは後宮、帝の妃きさき達が住まう場所である。豊とよ日ひは月のうち半分を《い》組の詰め屋に寝ね泊とまりし、もう半分はここ後宮で夜を過ごしている。当然、独り寝ではあるまい。

「御み明あかしから後宮に上がられた方は、心こころ得えがございませんから必要以上に恐れるといいます。ご安心召めされませ、恐れるようなことではないのです。むしろ素晴らしいことですわ」

「こ、心得、ですか」

「ええ、閨けい房ぼうの中にはまた外とはちがう礼れいがあり法があります。そうですわ、よろしければわたくしがお教えしましょう」と、為子は伊月の両手を取る。

「為子様……」

　さすがに困った様よう子すで女官が後ろから声をかけるが、為子は甘かん味みを前にした童どう女じよのように目を輝かせていて聞く様子もない。

「え、ええと」

　房ぼう中ちゆうの心得。

　──できれば、聞いておいた方がいいんじゃないか。

　──いや、なにを考えてるんだ、わたし。

「それ知ってるとお妃きさきになれるのですか？」

　女によ官かんのさらに後ろから声がした。ひょっこりと茜あかねが顔を出したので、伊い月つきは驚く。

「あ、茜？　戻ってろって……」

「なかなか帰ってこないから」

　茜は眉まゆを寄せ、伊月の横まで寄ってくる。

「ねえさまが豊とよさまのお妃だというのは、ほんとだったのですね」

　頰ほおをふくらませ、伊月の袖そでをぎゅっと握りしめて、茜は不ふ機き嫌げんそうに言う。

「為ため子こさまみたいに、お公く家げのお姫様でないとだめなのかと思ってました」

「あの方は身分など気になさいませんわ」

　為子は身を屈かがめ、目を細めて茜の頭をなでる。

「豊さまはそんなに、ねえさまがお気に入りなのでしょうか」

　──なんでそんなこと気にする？

「ええ、それはもう……。けれど、茜様にも縁えん遠どおきお話ではありませんのよ。そうですわ、茜様にも宮きゆう女じよの夜の心得をば」

「え？　あ、あの」と、茜は目を白黒させる。

「待って、待ってください為子様」

　伊月は泡あわを食って、間に割って入る。

「この子まだ十一ですよっ」

「茜に聞かせられないようなお話なのですか？」

　思い詰めたような瞳ひとみで見上げられ、伊月は言葉に窮きゆうした。

「豊さまとねえさまは、そんな、そんな、言えないようなことを」

　──ちょっと待て、なに言ってるんだ。

　返答に詰まったままでいると、茜はべそをかきそうな顔になり、ぱっと振り向くと、女官の脇を走り抜けて廊下の角に姿を消してしまった。

「茜……？」

　呼び止めることすらできなかった伊月は、呆ぼう然ぜんと曲がり角を見つめる。

　くす、と為子が袖で口を隠かくして含み笑いをした。

「あんなにお小さいのに、可愛かわいらしい悋りん気きですこと」

「ええ？」

　茜が妬やいている？　だれに？

　──わたしに、か？

　──って、茜が豊とよ日ひを……ということ？

　驚いていいのか笑っていいのかもわからない想像だった。たしかに見かけの年ねん齢れいは近い二人だし、豊とよ日ひは火垂ほたる苑えんによく出入りしているが、いや、しかし、それでも……

「外と槻つきの宮みや様は、女の心の機き微びには明るくないところがございますのね」

　為ため子こが眉まゆをかすかにひそめ、首を傾かしげて言う。

「え、いや、でも、茜あかねが……ええ？」

　もはや困こん惑わくの極みにあった。そんな伊い月つきを見て、為子は柔らかな笑顔をつくる。

「やはり、宮きゆう女じよとしての心こころ得えをお教えしたく思いますわ。ね？」

　為子に迫られた伊月は、その後ろに控える女によ官かんに助けてくれるように視線で懇こん願がんするが、二人の女官もまた困り果てた苦く笑しようを浮かべて立ちつくしているだけだった。

「難しいことではありませんわ。お互いを慈いつくしむ心が肝かん要ようなのです」

　伊月の両手を優しく包むように握って、為子は言う。

「……はぁ」

　なんとなく含がん蓄ちくのある言葉に聞こえてしまう。

「はじめてなのですから、恥じらいが過ぎるのはしかたのないことです。恥じらう様よう子すを見て殿との方がたはいっそう感じ入ると申します。けれど、怖がってはいけませんわ」

　──なんの話？

「それに、帝みかどは大変お上手じようずでいらっしゃいますから、外槻宮様もはじめてだからといって固くならずに、すべてお任せしてしまえばよいのですわ」

　──上手？　上手ってなにが？

　伊月はもうほとんど限界だった。

「あの御お歳としでいらっしゃいますから、それはもう数え切れないほどの女によ人にんと臥所ふしどを共にされています。その御み業わざの妙たえなることといったら、わたくしも……あら？」

「伊月様っ」

　女官が悲鳴に近い声をあげるのが聞こえた。足音が近づいてくる。いつの間にか伊月の目の前は真っ暗になっている。なにが起きたのか、とっさにはわからなかった。

「まあ、まあ。お顔が真っ赤ですわ」

　為子の声が上から降ってくる。

　のぼせた伊月は、為子の胸に倒れ込んでいたのである。




　　　　＊




　夜。

　清せい涼りよう殿でん、藤ふじ壺つぼの上うえの御み局つぼね──帝の寝しん所じよに隣りん接せつした小部屋である。

　四つの燭しよく台だいが照らし出す中、坐ざした伊月の前後に二人の女官が膝ひざ立だちになり、髪を梳すき、化粧を整えている。伊い月つきはがちがちに固まってされるがままだ。

「伊月様はお肌はだもみずみずしくていらっしゃいますわ」

「御髪おぐしも、毎日わたくしどもがお世話できたら、それは艶つややかになりましょうけれども」

　女によ官かんがうっとりした目で囁ささやく。

　衣ころもに焚たきしめられた香こうの匂においで、伊月の意識は次第にぼんやりしてくる。夢ではないのか、とさえ思える。

　──なんでこんなことになってるんだろう……

　豊とよ日ひの言うことなど無視して、さっさと組くみ詰づめ屋に帰ってしまえばよかったのだ。しかし、気分を悪くして為ため子この局つぼねに世話になったり、御み明あかしと一緒に夕ゆう餉げをもらったり、湯を使ったりしているうちに夜になってしまった。流されている。

　──今から、やっぱり帰る、とか言ったら怒られるかな。

　とてもそんなことを言い出せる雰ふん囲い気きではない。

　やがて女官は二人とも伊月から離れて、平へい伏ふくした。

「本来ならわたくしどもはこちら上うえの御み局つぼねに控えたままなのでございますが」

「伊月様のお支し度たくが済みましたら、退さがれ、との主しゆ命めいですので」

　そう言って、部屋を出ていってしまった。

　伊月は、夜の静せい寂じやくとむせるほどの白びやく檀だんの香りの中にひとり取り残される。

　だれもいなくなってしまうと、自分の鼓こ動どうがどくどくと耳に聞こえてくるほど高まっているのがわかった。

　衣ころもの袖そでの中で、拳こぶしを強く握る。

　──やっぱりだめだ、逃げよう。

「伊月。人は払ったか」

　戸の向こう──夜よるの御お殿とどから、童どう子じの声がした。伊月はびくりと肩を引きつらせる。

「あ……ああ、うん」

「入れ」

　逃げる機会すら失った伊月は、立ち上がることもできず、固まったままになる。

　す、と木戸が細く開いた。伊月は跳び上がりそうになる。

「なにしとる。夜が明けてしまうぞ。早う入れ」

　開いた隙すき間まから豊日が顔を出して言った。すでに髪をほどき、白しろ無む垢くの寝ね着ぎになっている。伊月が膝ひざに視線を落としてためらっていると、豊日は上御局の中にまで入ってきて、伊月の手を取って立ち上がらせた。

「あ、ちょ、ちょっと待って」

　遮さえぎる声もむなしく、伊月は夜御殿の中に引っぱり込まれる。後ろで戸が閉じる音がすると、伊月の動どう悸きはいっそう速くなった。暗い寝しん所じよの四よ隅すみには燭しよく台だいが灯ともされ、御み張ちよう台だい──四し方ほうを帷とばりに囲まれた寝台が闇やみの中に浮かび上がっている。

　──ああ、わたし、なんかもう、だめだ。

「そのへんに座れ。だれもおらんから楽にしてよいぞ」

　豊とよ日ひがそう言って、寝具の上に腰を下ろし脚あしを投げ出す。伊い月つきもへなへなとその隣となりに膝ひざをついた。頭の中は完全に真っ白だった。

「さて」

　豊日が伊月の方へ体の向きを変えた。「あっ」と伊月は反射的に身体からだを浮かせ、枕まくらの方へと後ずさった。

「あ、あの、わたし、まだ心の準備が」

「さっきからお前様はなにをうろたえておるのじゃ。顔も真っ赤にして」

「だ、だって、その」

「少しは落ち着け。だれにも聞かれたくない話じゃからここに呼んだというのに、そう声を高くするな。どうしたというんじゃ、まったく」

「……え？」

　伊月は口を半はん開びらきにしたままぽかんとなる。豊日は眉まゆをひそめた。

「御み明あかし達が昨日、そろって歌を聴きいたのであろ？　その話をしにきたのではないのか」

「あ……」

　頭が急激に冷え、のぼっていた血が引いていく音が聞こえたような気がした。

「だ、だって、その」

　伊月は口をぱくぱくさせる。言葉がうまく出てこない。

「よっ、呼ばれたから、わたしは、てっきり、その」

　今度は豊日が呆ほうけたような顔をする番だった。しかし、すぐにこらえきれなくなったようで、盛大に噴ふき出す。よほど可お笑かしかったのか、仰あお向むけに転がって脚あしをばたつかせながら天井に向かってひとしきり笑い声をあげた後、うつぶせになって掛かけ布ふに顔を埋め、肩をくつくつと震わせる。

　冷静になった伊月の頭に、恥ずかしさと、それから怒りが流れ込んできた。枕まくらをつかむと豊日の後頭部目めがけて投げつける。

「痛い。なにをする」

　童どう子じは涙なみだ目めで顔を上げた。まだ頰ほおのあたりが笑っている。

「うるさい、ばか！」

　枕だけでは足りず、櫛くし、匂におい袋、籠かご、手近にあったものを伊月は手当たり次第に投げた。

「待て、なにを怒っておるのじゃ」

「ばか、ばか！　まぎらわしいことするな！　わ、わたしが、どんな思いしたと思ってるんだ！」

「どんな思いをしたのじゃ」

「い……言うわけないだろ、ばか！」

　投げるものがなくなってしまうと、ようやく伊い月つきの怒りは下した火びになった。しかし、恥ずかしさの方はいっこうに消えない。

「お前様、ほんに面白いのう」

　にまにまと笑いながら豊とよ日ひが言う。伊月はぷいと顔をそむけた。

「夜中に、ただ呼んだだけでは怪しまれるじゃろ。そのくらいわかると思うていたが」

「じゃあ最初からそう言えばいいだろ」

「まさかそんな勘かん違ちがいをするとは思わなんだ」

「もういいから、さっさと本題に入って」

　豊日は口に拳こぶしを当ててくくっと笑うと、膝ひざを立てて、御み張ちよう台だいを囲む柱の一本に背を預けた。

　やがて笑みを消し、口を開く。

「……無む名めい陵りようのこと、憶おぼえておるな」

　伊月は姿勢を正し、うなずく。

　無名陵──廃はい棄きされた歴代の火ひ目めが、封じられている墓所だ。

　低てい木ぼく林りんに覆おおわれた御ご陵りようを焼き尽くすほどの戦いの記き憶おくは、まだ伊月の中に生々しく残っている。

「先日、御陵が暴あばかれた」

「……え？」

「色々と持ち出されておったので目的がわからなかったがな、お前様の話を聞いて答えが出た。狙いは霞かすみの遺い骨こつであろ」

　あまりに唐とう突とつで、伊月は豊日の話をほとんど理解できない。

　ぽかんとしている伊月に、豊日は一枚の紙を差し出した。受け取って見ると、どうやら建物の図面のようで、四角や線や細かい文字が墨すみでびっしりと書き込まれている。なにがなにを表しているのかさっぱりわからない。

「上下が逆じゃ」

「え？　あ」

　言われて紙をひっくり返しても、やはりわからないものはわからない。

「なんだ、これ」

「殯もがりの宮みやのな。焼け跡を検けん分ぶんして図面に起こさせた。一月かかったが、それでも完全ではない。あらかた焼けてしまったしの」

「なんでそんな。作った工こう人じんに訊きけばいいじゃないか」

「疑っておる当の相手にのこのこと訊きに行くわけにもいかぬ」

　伊月はますますなにがなんだかわからなくなって、首を傾かしげる。

「最初から話そう。時とき子この姿を憶おぼえておるか」

「ああ……うん」

　時とき子こ。化け生しようとなった先代の火ひ目め。異い形ぎようの巨きよ眼がんと生き物のように自在に動く黒くろ髪かみを持ってはいたが、人の姿をしていた。烽ほう火か楼ろうの頂いただきで一年前に見たときは、干ひからびた骸むくろであったのに。

「殯もがりの宮みやの火ひ鎮しずめの印いんの中で、一年であの姿を取り戻すのはどう考えてもおかしい。わしの疑いはそこから発した。調べると、どうやら宮みやに封じた後に、中に忍しのび込んで印を破った者がおる」

　伊い月つきはごくりと唾つばを飲み下した。

「……だれ？」

「急せくな。順に話す。扉の錠じようはわしがおろしたし、封ふう印いんの札も貼はり直した形けい跡せきはなかった。であれば、扉以い外がいから侵しん入にゆうしたことになる」

　豊とよ日ひは、伊月の手から図面を取り上げる。

「焼け跡を調べさせた。床は燃え残った部分が多く、印に逆さか葉ば矢やが描き込まれているのが見つかった」

「逆葉矢？」

「これじゃ」

　豊日は図面を伊月につきつけ、中央の円形を指し示す。おそらく火鎮めの印を簡かん略りやく表ひよう記きしているのだろう、三重の同どう心しん円えんが描かれ、その円えん周しゆう上の五カ所に、三つずつ連なったくさび形が書き加えられていた。火鎮めの印は何度も見たことがあるが、そのくさび形には見み憶おぼえがなかった。とすると、これが逆葉矢なるものなのだろう。

「円の印は、どんなものでもたいがいこれで破れる」

「……そうだったのか」

「口こう外がいするでないぞ。印を破ったのはわかったが、這は入いり方まではわからなんだ。しかし、宮の造りがどうにもおかしいことは調べがついた」

「おかしい？」

「あるはずのない箇所に溝みぞがあったり、燃えてしまったことを考えても柱や壁のある一部が寸すん足たらずだったりの。なんの証あかしにもならぬが……疑うには、じゅうぶんじゃ」

「だれが。だれが宮を作ったんだ」

「長は谷せ部べにやらせた」

　伊月はその、かすかに聞き憶おぼえのある名に首を傾かしげ、やがてはっと思い至る。

　長谷部。当代正せい護ご役やくの常和ときわを、また茜あかねを、御み明あかしとして育てた新しん興こうの有力な公く家げの名だ。

「どういう……ことになるの？」

「ここから先はただの推測じゃがな。ある目的をもって、長谷部は時子を化け生しよう堕おちさせた」

「目的って？」

「お前様も少しは考えろ」豊日はにやりと笑う。「お前様が同じ結びにたどりついたら、わしも自分の考えに確信を持てる」

　──そんなこと言われても。

　長は谷せ部べのことも、無む名めい陵りようのことも、伊い月つきは詳しく知らない。

　宮きゆう中ちゆうの後ろ暗い部分など、これまで考えもせずに──

　──いや、豊とよ日ひはさっき、なにか言ってなかったっけ。

　──霞かすみ楼ろうの……遺い骨こつが、どうとか。

　歌。

　歌だ。

　あのとき。時とき子こに捕らえられ、あの歌が聞こえてきたとき。

　佳よし乃のは言っていた、御ご陵りようが開いたのだと。

「察したか」と豊日が囁ささやく。

　伊月は、童どう子じの翳かげった顔を見つめる。

「あなたに御陵を開かせるために、時子を化け生しようにした……？」

「御陵を開かせるため──というより、わしひとりで開かせるため、じゃな。廃はい火かの儀ぎが滞とどこおりなく執とり行われておれば、御陵まで尾つけられることも、開き方を見られることも、なかったであろうに」

　迂う闊かつであった──豊日はそうかすれた声で言う。

「そんな手の込んだことを？　なんのために」

「わからぬ。そも、長谷部の仕し業わざと決まったわけでもない。しかし、二つだけ確かなことがある」

　豊日は伊月をじっと見つめる。手を持ち上げ、人差し指を立てた。

「霞の遺骨が御陵の中から消えたこと」

　中指を立てる。

「それが今、都みやこにあること」

「……歌か」

　ようやく、伊月の中で話がつながる。

　御み明あかし達が霞楼の鳴めい箭せんの音である、あの歌を聴きいた。それだけは動かしがたい事実だ。

　霞楼の遺骨が発する音だとすれば──それは今、都にあるということになる。

「……あの歌はなんなんだ？　長谷部はなにしようとしてるのか、見けん当とうぐらいつくだろ」

「火の血を引き寄せる──らしい。わしも、ほんとうのところはわからぬ」

　火の血。

　では──長谷部は、都に化生を呼び寄せようとしているのだろうか。

　かつて、佳乃がそうしたように。

「ともかく長谷部には気を付けよ。狙いはわからぬが、あの家は胡う散さん臭くさい」

「気を付けろっていったって……」

「火垂ほたる苑えんにも手の者がおるかもしれぬ」

　伊い月つきは目をつり上げる。

「まさか茜あかねを疑ってるんじゃないだろな」

「疑わぬ理由があるか？」

　即そく答とうされ、伊月はぐっと言葉に詰まる。

「もっとも、火垂苑に忍しのばせるとは考えづらいがな。念のためじゃ。このような話を安心してできるのも、もはやここくらいじゃな」

　豊とよ日ひは二に間けん四し方ほうの広い夜よるの御お殿とどを見回す。帝みかどの寝しん所じよ──たしかに、警ご護えいや守しゆ秘ひの面から、ここ以上に安全な場所はこの都みやこにはないだろう。

　──火垂苑でさえ、安心できないのか。

　伊月は陰いん鬱うつな気分になる。化け生しようを相手に血と煤すすにまみれて走り回っていた方が、まだ気が楽だ。

「前々から、長は谷せ部べが火垂苑に指し南なん役やくを送りたいとせっついてきておるのじゃが……千ち木ぎ良ら、という名に聞き憶おぼえはないか」

「あ……聞いたことがあるよ」

　茜の口から。それと──常和ときわもだ。弓の師だと言っていた。

「わしも、聞き憶えはあるのじゃが、思い出せぬ」

「茜か、常和から聞いたんじゃないの？」

「いや。もっと──昔じゃ」

　──昔？

　豊日の言う「昔」はいったいどれほど前のことになるのか。一年前も十年前も三百年前も、思い出せないのであれば豊日にとってはみな「昔」になってしまうだろう。

「まあよい。ともかく、火垂苑に呼ぶことにした」

「ええ？」

「その千木良なる女、齢よわい三十過ぎにして、なお強い火ひ目め式しきを持つと聞く。考えてもみるがよい、それほどの者なら、なぜ幼少の折に御み明あかしとして火垂苑に来なかった。胡う散さん臭くさいじゃろ」

「なんでそんな怪しい奴やつを呼ぶんだよ」

「長谷部の手の内が見たい」

　豊日はぐいと伊月に顔を寄せてきた。

「だから、彼奴きやつらの手に敢えて乗って、宮きゆう中ちゆうでなにをしようとしておるのか見み極きわめる」

「その女を火垂苑で一日中見み張はってるのか。あなたもそんなにひまじゃないだろ」

「わしがやるとは一言もいっておらぬ。もっと適任がおるではないか」

　伊月は一瞬首くびを傾かしげ、ついでぱっくりと口を開けた。

「わ、わたし？」

「なんのためにここまで長なが々なが話をしたと思っておるのじゃ。鈍いのう」

「でも、でも、わたしだって火ひ護もりの役目があるぞ」

「もう矢や加か部べに話はつけてきた。千ち木ぎ良らは明日には宮きゆう中ちゆうに来るからな。お前様は臨時で《と》組を離れる」

「ちょっと待て、なんだよそれ、勝手なことするな！」

　振り上げた伊い月つきの拳こぶしを豊とよ日ひはさっとつかみ、もう片方の手で口をふさいだ。

「ばかもの声が高い」

「ん、むう」

「お前様以い外がいにできぬじゃろ。火垂ほたる苑えんでの監かん視しなぞ」

「それはそうだけど……」

「そういうわけでお前様は今日からしばらく《し》組のもとに入る。憶おぼえておけ」

「《し》組なんて聞いたことないぞ？」

　火護衆しゆう三十六組、すべてを詳しく知っているわけではないが、《し》の字を冠かんした組は記き憶おくになかった。四十九字のうち、縁えん起ぎの悪いとされる『忌いみ字』は組の名に使われず、《し》の字もそれに該がい当とうしていたはずだ。

「先日、作った」しれっと豊日は言う。「此こ度たびのような裏うら方かたの役を回すために必要と思うてな。気にするな、名めい目もくだけじゃ。今のところ頭とう領りようとお前様の二人しかおらぬ」

　伊月はふくれ面つらになったままだ。たしかに豊日が信頼を置ける者で、なおかつ火垂苑に出入りできるのは自分しかいない。それはわかる。しかし、知らぬところで勝手に話を進められてしまったといういらだちは消えなかった。

　──いや、もう一人……

　伊月はふと思い至る。が、すぐに首を振って打ち消した。

　──それは無理な話か。

「どうした」と豊日が顔をのぞきこんでくる。

「ん……いや。わたしじゃなくても、佳よし乃のにならできるかな、って、ちょっと思っただけ。無理だよな、そんなの。なんでもない、気にしないで」

「あれは都みやこを焼いた大たい罪人じゃぞ」

「わかってる」

「陽ひの下には出さぬと言わなかったか」

「わかってるよ」

　最後に見た佳乃は、肩の肉を食いちぎられ、体中の血を失いかけるほどの怪け我がをしていた。茜あかねに聞いた話で、一いち命めいは取り留めたと知ったが、あれ以来、顔も見ていない。

「佳乃が心配か？」

　伊月は首を振った。

「生きてるんだろ？　なら、それでいい」

「そうか」

　心配なのではない。ただ、逢あいたいのだ。この頃、ようやくそれがわかった。

　謝りたいことがある。礼れいを言いたいこともある。話したいことがまだたくさんある。なのに、そういうときに火ひ目め式しきは言葉をつないでくれない。式が通じてしまうのはいつだって、聞かれたくないほどひどい思いを抱えているときだけなのだ。

　ふ、と明かりが消える。伊い月つきは闇やみの中に沈み込む。

「な、なに？」

　うろたえて腰を浮かせる。

「話は済んだ、もう寝る。お前様もくたびれたろう」

「あ、う、うん」

　たしかに、大変な一日だった。緊きん張ちようが解とけてしまうと、強烈な眠ねむ気けがまぶたの上にわだかまっている。しかし──

「どこで寝ればいいの？」

「なにを言っておる。布ふ団とんは一つしかなかろ」

　暗がりの中、豊とよ日ひは伊月の隣となりで掛かけ布ふに潜もぐり込んだ。

「いや、で、でも」

　伊月は立ち上がりかける。

「今さら出ていったら女によ官かんどもが大騒ぎするぞ。なんぞ粗そ相そうでもあったのかと」

「う……じゃ、じゃあ、隅すみっこで寝る」

　御み張ちよう台だいを出ていこうとする伊月の裾すそを豊日がつかんだ。

「九月だからといって甘く見ておると風か邪ぜを引くぞ」

　たしかに肌はだ寒さむい。

「心配するな。なにもせん」

「……ほんとに？」

「わしが無理強じいするとでも思うたか」

「触ったら殴なぐるぞ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、答えの代わりに安らかな寝息が返ってきた。

　伊月はため息をつき、それから布団をめくって豊日の隣に身を横たえた。

　──豊日と同じ寝床で寝るなんて。

　──なんか……不ふ思し議ぎだ。

　火目の交代から一年と少し。月日がたつにつれて伊月は、豊日とどう接していいのかわからなくなってきていた。生涯恨うらむ──自分の言葉は、まだ憶おぼえているのに。

　無視するか、あるいは敵意を見せてくれれば、戸と惑まどうことなどなかっただろう。

　──豊とよ日ひは、どう思ってるんだろう。

　童どう子じの横顔は、暗くら闇やみの中で曇り空の月のようだ。

　──まだ、死にたがっているんだろうか。

　どこにもたどり着かない想いを巡らすうちに、いつしか伊い月つきは眠りに落ちていた。
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　目を覚ましたときには、まだあたりは薄暗かった。

　寝台を囲む帷とばりの切れ目から、青く弱い光が入り込んできている。

　久々に宮きゆう中ちゆうで眠ったせいで、御み明あかしだった頃の早起きの習慣を身体からだが思い出してしまったのだろうか、と伊月は布ふ団とんの中で思う。あまり眠っていないはずだったが、不ふ思し議ぎと疲れはほとんど残っていなかった。

　身体を起こす。

　豊日は隣となりで眠っていた。死んでいるのではないかと思えるくらい寝息が静かだ。長い黒くろ髪かみはまとめて枕まくら元もとの打うち乱みだりの筥はこにおさめてある。本来は女が寝ている間に髪に癖くせがつかぬように使う箱なので、そうしているとほんとうに女に見えてくる。穏おだやかな寝顔には、いつもの皮ひ肉にくな笑みも、狡こう猾かつそうな翳かげりもない。

　──こいつ、寝てるときは可愛かわいいんだな。

　そんなことを考えたとたん、「んん」と豊日が寝返りを打つので、伊月は驚いて布団から飛び出してしまった。

　目を覚ます様よう子すはないので、ほっと息をつく。

　なにやら落ち着かないのは、体中に焚たきしめられた香のせいだと気づいた。そっと夜よるの御お殿とどを抜け出す。藤ふじ壺つぼの上うえの御み局つぼねにはだれもおらず、真新しい紅白の火ひ護もり装しよう束ぞくが畳たたんで置いてあった。

　装束を持って、だれもいない仄ほの暗ぐらい廊下を渡り、濃い霧の中をほとんど手て探さぐりで水みず場ばまで行く。久々の朝の行ぎよう水ずいは心地よかった。宮中の浮ついた空気が身体の表面から洗い流されて、ようやく火護としての自分に戻れた気がする。

　火護装束に着替え終わったとき、唐とう突とつに伊月は激しい違い和わ感かんに襲おそわれた。

　──なに？

　最初に感じたのは、火ひ目め式しきへ流れ込んでくるなにかだった。熱ではない。息苦しい力の流れでもない。むしろ心地よい。

　──これは。

　庭を隔てた向こうで、女によ官かんの上うわ擦ずった声がかすかに聞こえた。

　中庭に面した廊下から女官達がみな身を乗り出して、まだ薄暗い空を見上げている。そのとき、それに気づいた。

　──歌だ。

　記き憶おくにある、数千人の声が折り重なった柔らかい雨のような、歌。聞こえる。かすかだが、間違いない。あの歌だ。霞かすみ楼ろうの鳴めい箭せんの音だ。

　見上げた伊い月つきは、空に垂れ込めるねずみ色の雲の表面に、信じがたいものを見る。

「まあ、なんてこと」

「おお、……畏かしこみ畏こみ……」

　女によ官かんがつぶやく。

　空の一部が、ぼんやりとした桜さくら色いろに染まっていた。雲の表面が微び光こうを帯びているのだ。

　その光の膜まくから、数え切れないほどの紅あかい光の粒つぶが遊ゆう離りし、漂いながら、地上に降り注そそごうとしていた。大気は舞い散る光に埋め尽くされようとしている。

「……紅い、雪とは……」

　女官の声を伊月はやけに遠く聞いた。

　九月の曇どん天てんから舞い落ちてくるそれは、まさしく、紅に煌きらめく雪だった。
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　雪が舞っていた。

　ぼんやりと紅あかい微び光こうを放つ異い形ぎようの雪である。

　曇どん天てんは見渡す限り薄うす桃もも色の膜まくに覆おおい尽くされ、その表ひよう層そうからはらはらと、幾いく千せん万まんもの光の切せつ片ぺんが剝はがれ、風に巻かれながら地へと舞い落ちてくる。

　しかしその雪は、ひとひらたりとも地上に届くことはなかった。雲と大地とを隔てる大気のどこかで、光は残らず失われ、見えなくなってしまう。だから目を落とせば、いつもと変わりのない庭の景色があり、風にざわめく茂みがあり、ただ池の水面だけがほのかに天の光を映して薄うす紅べにに色づいている。

　豊とよ日ひは土の上に膝ひざをついて、じっと水面に視線を落としていた。

　思ったよりもずっと早かった。あと十日も保もつまい。

　懐ふところから、細ほそ長ながい紙の束を取り出す。火ひ鎮しずめの紋もん様ようを印しるした札だ。池に投げ込むと、紙し片へんは広がって沈んでいく。宮みやのまわりにも印いんを刻まなければならないだろう。それとて、気休めだ。

「豊とよさま」

　不意に背中から声をかけられた。

　立ち上がり振り向くと、木陰に、あの蝶ちようの髪をした童どう女じよが立っている。

「お外に出ててはだめです」

　駆け寄ってくると、豊日の白しろ装しよう束ぞくの袖そでをつかむ。

「みなが言ってます、あれはよくない兆しだって。化け生しようもたくさん出ると」

「お前様も出歩いてはいかん。屋根の下に入っておれ」

「だから、豊さまを捜しに来たの」

「わしはよい。化生と遭おうたところで、どうということはない」

　脚あしをもがれようと、腕を喰われようと、全身を炭すみになるまで焼かれようと。

　それに──叶かなわぬことではあれど、この身を滅ぼしてくれるのであれば、本ほん望もうだ。

　しかし、蝶の髪の娘は、握った袖を放そうとしない。

「……豊さま、どうして死にたいのですか」

　豊日は小さく息を吞む。それから、動どう揺ようが表れないように、ゆっくりと吐き出す。

「死にたいわけではない。ただ……退たい屈くつなだけじゃ」

　こんな幼おさな子ごには解げせぬことだろう、そう思いながらも豊日は答える。

　自分にもよくわかっていない。

　たとえばこの地のすべてが焦しよう土どとなり、人が残らず滅びたとして、その黄昏たそがれにひとり立つ自分はそのときどうするのだろう。

　笑うだろうか。歌でも吟ぎんじるであろうか。

「じゃあ、ずっとそばにいます」

　童女が、握った袖を引き寄せて言う。

　豊とよ日ひは、しばらく沈ちん黙もくし、それから蝶ちようの髪をなでる。

「無理な話じゃ」

「豊とよさまは神かみ人びとさまだから……えらいお姫様しか、お嫁よめになれないのですか？」

　真剣な目で言う。豊日は少しの間、言葉を失った。

「……姫ひめ君ぎみに憧れるか？」

　苦く笑しようしながら、はぐらかす。

「そうじゃありません」

「お前様はなかなかに品がある。華はなやかな衣ころもも似に合あうやもしれぬな、姫」

「ちゃんと名前で呼んでください」

　姫、と呼ばれた娘は涙なみだ目めで声を怒らせる。しかし、その名を知らぬのだ。これからは嫌いや味みで姫と呼んでやることにしよう、と豊日は思う。

「豊さまのそばにいてはだめですか」

　なんと答えようか。

　なんと言って、その望みを手た折おろうか。豊日はじっと考え、口を開く。

「わしは流れに逆らって泳ぐ者。人とともに一つところでは暮らせぬ」

「じゃあ。連れて行ってください」

　あのとき言いかけたのはそれか、と豊日は思う。自分はこんな小さな娘にも同情されるほど人恋しそうにしていたのだろうか。思わず、また苦笑する。

「それはできぬ」

「でも、豊さまにはお嫁さまが何人もいます。あたしだって──」

「あれはみな、妻ではない」

　豊日は姫の言葉を断ち切る。その眼めはじわりと潤うるみ始める。

　あの女達はみな、民たみが差し出してきたものだ。自分には妻はない。なぜなら、人の女との間には子を成せぬからだ。それこそが、人とともに生きられぬことの証あかしである。

「お前様達はいずれ行ってしまう。わしをひとり残して」

「だれかが、豊さまのそばにいればいいのですか？」

　姫の顔をあらためて見つめた。

「だれでも、よいのですか？」

　しばらく言葉を返せない。

　考えたこともなかった。しかし、その通りだ。

　おそらく、だれでもよいのだ。孤こ独どくと退たい屈くつをまぎらわせることができれば。じじつ、そうやって豊日は悠ゆう久きゆうの年月を歩んできた。数え切れぬほどの人の生に、ほんの一ひと触ふれだけを残しながら。

　空を仰ぐ。

　桜さくら色いろの光に染まった空は、紅くれないの雪をひっきりなしに吐き出している。

　仮にこの降こう臨りんが防げたとて、化け生しようが消えるわけではない。いつか人は滅びるだろう。

　では──

　蝶ちようの髪に視線を戻す。その下で、翳かげりのない瞳ひとみが豊とよ日ひを見つめている。

　恐ろしい考えが浮かんだ。

　この娘は強い。ただ贄とするには惜しい。

　しかし、そんなことが果たしてできるのだろうか。

「……豊とよさま？」

「もう、戻れ」

「豊さまも一緒に。みなが心配してます」

　豊日は唇くちびるを嚙かみしめ、袖そでをつかむ姫の手を振り払って背を向ける。

「いいから戻れ。邪じや魔まじゃ」

　もうこれ以上、顔を見てはいられなかった。

　これは──生いけ贄にえとして殺すよりもなおひどいことだ。けれど豊日の頭の中では、すでに具体的な絵図が描かれつつある。千ち木ぎ良らに訊きかなければならないことも多いだろう。

「……ごめんなさい」

　背中で声がして、それから少しの息苦しい間があり、やがて砂じや利りを踏む足音が遠ざかっていった。豊日はため息をついて池に目をやる。

　水面に映る空に、紅あかい雪が舞っていた。
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　伊い月つきが清せい涼りよう殿でんに戻ったとき、すでに宮きゆう中ちゆうはひどい騒ぎになっていた。廊下を女によ官かん達がばたばたと行き交っている。

「歌会を取り止めに」

「女によう御ごが熱を出してお倒れになったとか」

「ともかく外には出ないように」

　そんな言葉が飛び交っている。さすがに夜よるの御お殿とどにずかずかと入っていくのは気が引けた。

　そうっと廊下を渡って仁じ寿じゆう殿でんまで行った。すでに巫み女こ装しよう束ぞくに着替えていた伊月はかなり目立ち、すれ違う女官達がなにか言いたげに振り返り、ついでのように会え釈しやくする。みな昨さく夜や伊月が帝みかどに呼ばれたことは知っているのだろう。

　仁寿殿の大おお広間をのぞいてみる。寒々しいほど広い板の間には、すでに何人かの公く卿ぎよう達の姿があった。通常は宴うたげや催しごとにしか使わない内ない殿でんである仁寿殿だが、ここで参さん議ぎを開くということは、内ない密みつかつ重要な議ぎ事じだということだ。

　──豊とよ日ひと話なんてできなさそうだ。

　渡り廊下から身を乗り出して、不ぶ気き味みな光に染まった曇り空を見上げる。風が強まり、ちらちらと輝く雪の粒つぶは激しく舞い乱れている。空のどのあたりで消えているのかわからないが、地上に落ちてこないのがかえって気き味みが悪い。

　──紅あかい雪。

　──豊日が言っていた。

　伊い月つきは、先月、豊日の口から語られた霞かすみ楼ろうの話を思い出そうとする。豊日自じ身しんの記き憶おくも三百年を経て風ふう化かしたのか、ひどく曖あい昧まいで、途と切ぎれ途切れだった。しかし、たしかに紅い雪のことを言っていた。

　──同じことが起きてる？

　ひどく不安だった。

「外と槻つきの宮みや様？」

　いきなり後ろから声をかけられた。

　振り向くと、廊下の中央に立つあでやかな女によう御ごの姿がある。為ため子こだった。こんな早朝だというのに、装いには一いち分ぶの隙すきもない。

「おはようございます」

　伊月は一歩退ひいて頭を下げる。

「外槻宮様も、昨日はお疲れのようでしたけれど、今け朝さはお顔の色もよろしくて、なによりですわ。……お空の方は顔色がすぐれぬようですけれど」

　なんでもないことのように言って、為子は微笑ほほえむ。

　──この人は驚いたりうろたえたりしないのだろうか。

　伊月は内ない心しん、驚きよう嘆たんを禁じ得ない。

「帝みかどはどちらにいらっしゃいるのでしょうか？　なにかおっしゃっていましたか？」

　続けて訊きかれて、少し返答に窮きゆうする。

「……ええと。寝てる間に抜け出してきたものですから」

　為子の切れ長の目が大きく見開かれた。

「帝が、お眠りに？」

　食ってかかってきそうなほどの口く調ちようである。伊月はたじろいだ。

「あのお方の、御お寝顔を、ご覧らんになったのですか？」

「え、ええ」

「まあ、まあ。なんという……」

　為子がなにを驚いているのか、伊月にはさっぱりわからない。紅い雪よりも豊日の寝顔の方が驚くべきことなのだろうか。

　と、後こう宮きゆうの方がさらに騒がしくなる。

「梨なし壺つぼの更こう衣いがお倒れに！」

「化け生しようを見たという者がおりますわ！」

「まあ、どこですの、逃げ、逃げなくては」

「外がい苑えんに怪しい人ひと影かげがいたと女童めのわらわが」

「どうしましょう、ああ、どうしましょう」

　いつもは気き位ぐらいが高く泰たい然ぜんとしている後こう宮きゆうの女によ官かん達が、泡あわを食って駆け回っている。後宮の静せい謐ひつな朝の空気が無数の足音と甲かん高だかい女の声で搔かき乱されている。

　──まずいな。

　いつだったか聞いた、火ひ護もり衆しゆう《い》組頭とう領りようとしての豊とよ日ひの言葉を伊い月つきは思い出す。都みやこにおいて真に恐ろしいのは化生の惨さん禍かよりも、混乱した民たみによる人じん災さいであると。

　なんとか騒ぎを鎮しずめようと伊月が一歩踏み出したとき──




「お静まりなさい」




　凛りんとした声が廊下に響ひびいた。

　為ため子この声だ。決して大きな声ではなかったが、女官達がみな、びくりと足を止めて振り向いた。伊月も思わず引き寄せられるように為子の横顔を見る。童どう女じよめいたにこやかな表情は消え失せて、かわりに、左さ大だい臣じんの息そく女じよにして後こう宮きゆうの重じゆう鎮ちんたる威い厳げんがあらわれている。

[image: ]

「八や隅すみ知しし大おお君きみのおわす禁きん中ちゆうでなんたる軽けい挙きよ妄もう動どう。お慎つつしみなさい」

　一瞬にして静まり返る中、為ため子こはしずしずと渡り廊下の交差点まで歩み出る。

「梨なし壺つぼ様はご病気ですか？」

　手て近ぢかの女によ官かんに訊たずねる。

「い、いえ、ご気分がすぐれぬだけかと。お顔の色は悪うございますが」

「では薬やく湯とうをお持ちしてあとはお休みいただければよろし。それで、化け生しようを見たとはまことですか？」

　為子が見回すと、女官達もお互いに顔を見合わせる。

「まことであれば鳴めい箭せんが飛びましょう。もし見たという者あれば、詳しくを火か督とく寮りようにお報しらせなさい。それから手の空いている方は、神じん祇ぎ省しようへ行って火ひ鎮しずめの印いんを書き付けた札を所しよ望もうなさい。それぞれの局つぼねにお配りして、お祈りでもされるがよろしいでしょう」

「……かしこまりました」

「申し訳ございません、為子様」

　落ち着きを取り戻した女官達は、おのおの為子に一礼すると、散っていく。

　為子はほう、と息をついて、伊い月つきを振り返った。

「──天のことは天に任せて、地を這はうわたくし達は、それぞれ自分のことをするしかありませんわね」

　その顔には、いつもの笑みが戻っている。伊月は素直に感心していた。

「ところで先ほどのお話ですけれど」

　ほんの少し前までの威厳はどこへやら、為子は興味津しん々しんの顔で一歩寄ってきた。危険を感じた伊月は廊下の端はしにまで後ずさる。

「帝みかどの御お寝顔は、どんなでございましたか？」

「え、ええ？」

　豊とよ日ひの寝顔など、為子なら数え切れないほど見ているだろう、と伊月は思う。

「あの方は、寝しん所じよに他の者がいると決してお眠りにならないのです。妃きさきのだれ一人として、御寝顔を拝はいした者はいませんわ」

「ほんと……ですか？」

　信じがたい話だった。

　憶おぼえている限りでは、豊日は伊月の前でよく寝ている。化生狩りから帰ってきてそのまま弓ゆ場ば殿どのに上がり込み伊月の目の前で寝ね転ころがったこともあったし、廃はい火かの儀ぎのときも伊月にもたれてそのまま眠ってしまったものだ。

「まあ。それはやはり、外と槻つきの宮みや様だから、なのでしょうね。あの方は孤こ独どくな方です。きっと、奥底では人を信頼していらっしゃらないのでしょう」

　為ため子こが憂うれいを含んだ目で言う。

「うらやましゅうございますわ。あの方が安らいでいるところ──さぞかし、お可愛かわいらしいかんばせなのでしょうね？　ね？」

　にじり寄ってきた。伊い月つきは苦にが笑わらいをしながら、肯こうとも否ひとも取れる生なま返事をする。内ない心しん、穏おだやかではなかった。

　──わたしの前でしか眠らない？

　──そんなことあるのだろうか。

「あの、でも、豊とよ日ひは、いやあの帝みかどは、組くみ詰づめ屋では」

　そう言いかけて、《い》組の詰め屋でも豊日が眠っているところは見たことがないのを思い出した。そもそも夜に男おとこ衆しゆうの寝室に入ったことがない。

　──たしかに、二人きりのときだけだ。

「そのお話をしてご覧らんなさいませ、後こう宮きゆうじゅうの女がうらやみますわ。ああ、わたくしも帝の御お寝顔のためなら牛ぎつ車しやいっぱいの黄金こがねを積んでも惜しくは」

「え、ええと」

　伊月は必死でこの場を逃れる理由を探した。

「そ、そう、火垂ほたる苑えんに戻らなきゃ。御み明あかし達もこの雪で怖がってるかもしれません」

「まあ、そう、そうですわね」

　為子は眉まゆをひそめた。

「御明かしの方々は外と槻つきの宮みや様にお頼みしますわ」







　火垂苑の閨ねやには御明かし達が集まっていた。茜あかねはすでに巫み女こ装しよう束ぞくに着替えていたが、まだ寝ね間ま着きのままの御明かしもいる。みな不安げな顔をして、身を寄せ合っている。

「ねえさま。お外は、大丈夫なのですか？」

　茜が立ち上がってぱたぱたと駆け寄ってきた。

「わからない。豊日と話したいんだけど、それどころじゃなさそうだし」

「豊とよさまなら、さっき見かけました」

「ええ？　どこで」

「あの、紅あかい雪が降ってるっていうから弓ゆ場ば殿どのに見に行ったら、お庭の方に。お札を持って、なにかしてました。邪じや魔まだって怒られちゃった」

　参さん議ぎに顔を出しているのではないのか、と伊月は訝いぶかる。

　──やっぱり、豊日はなにか知ってる。

　と、伊月は見回して気づく。

「……桐きり葉はは？」

「桐きり葉はちゃんは、……稽けい古こに出てます」

「お空が変だし、外には出ない方がいいって言ったのに」と、他の御み明あかしも言う。

「あのばか」

　伊い月つきは茜あかねの頭をぽんと叩たたくと、閨ねやを出ていこうとした。

「ねえさま、あの」

　心配そうな茜の声が背中にかけられる。伊月は振り向いて、無理に笑ってみせた。

「大丈夫。弓ゆ場ば殿どのに行ってくる。なにがあるかわからないから、中にいるんだぞ」

　閨を出て廊下を走った。

　弓場殿の戸のすぐ前まで来たとき、伊月は不意に脇わき腹ばらに痛みを覚え、よろめいて膝ひざをつきかけた。火ひ目め式しきだ。発熱している。

　──なんだ……？

　なにかが、皮ひ膚ふを破って潜もぐり込もうとしているような鈍どん痛つうだ。伊月は戸に手をついてこらえると、歯を食いしばり、引き開けた。

　射い場ばの板の間に、倒れている小さな紅白装しよう束ぞくが見えた。結ゆった髪が乱れて床に散らばっている。

「桐葉ッ！」

　駆け寄り、抱き起こした。衣ころも越ごしにもやけどしそうなほど体温が高い。顔は火ほ照てって紅こう潮ちようしており、薄く開かれた目は虚うつろだった。

「ね、……え……」

　震える唇くちびるが、かすかに声をこぼす。

「桐葉、しっかりしろ桐葉！」

　耳元で呼びかける。自分の声も、なぜかじんじんと火目式に響ひびいて痛む。

　ふと伊月は、抱きかかえた桐葉の身体からだが──腰のあたりが、ぼんやりと薄うす桃もも色の微び光こうに包まれているのに気づく。

　空の雪の色と、同じだ。

　──これは。

　伊月は射場の際きわから庭に身を乗り出して、空を仰いだ。

　息を吞む。

　垂れ込めた雲の表面を覆おおい尽くす、紅あかい光の膜まく──それが、今や大きく隆りゆう起きしている。巨大なつららのように、光の円えん錐すいが地を指し示している。その巨きよ柱ちゆうのまわりに、瞬またたく光の粒つぶが数え切れぬほど渦うず巻まき、乱れ飛んでいる。

　──あれは。

　ちょうど、烽ほう火か楼ろうの真上だ。背骨に直接氷こおり水みずを流し込まれるような戦せん慄りつが伊月を襲おそった。

　がたん、と弓場殿の戸が鳴った。振り向くと、女によ官かんが二人駆かけ込んでくる。

「伊い月つきさま、どうかなさいましたか！」

「寄るな！」

　伊月は声を振り絞しぼって制止した。脇わき腹ばらの火ひ目め式しきにずきずきと響ひびく。視し界かいがぼやけているのに気づいた。女によ官かんの顔がにじんで見える。

「薬くす師しを呼んで草くさ虫むし潰つぶしをありったけ用意しろ、御み明あかしの部屋で焚たくんだ。戸締まりして一歩も外に出すな、それから」

　ぐったりとなった桐きり葉はを抱き起こす。小さな身体からだは熱の塊かたまりのようだ。

「どこか離れの宮みやに神じん祇ぎ官かんを呼べ。火ひ鎮しずめの印いんが要いる」

「あ、あの、桐葉様は、どうかなされたのですか」

「だから、近寄るな！」

　自分の叫びで、伊月は危うく気を失いかける。

「言った通りにして。頼むから。急いで！」

「あ、は、はい」

　女官は二人とも、伊月の剣けん幕まくにおびえた顔になり、逃げるように弓ゆ場ば殿どのを出ていった。

　足音が聞こえなくなると、かわりに伊月の耳の奥で、頭の中で、低く重たい何者かの声がわんわんと反はん響きようし始める。伊月は頭を振って、それを聞くまいとした。

　──くそ、なぜすぐに気づかなかった。

　歯がみし、桐葉の身体を抱きすくめる腕に力を込める。

「……ね……姉ねぇ」

　桐葉が薄うす目めを開けて、苦しそうにつぶやいた。

「……あ……あの……雪……」

「雪なんかじゃない、あれは」

　もう一度、天の高みから突き出した光こう柱ちゆうを仰ぎ、にらみすえる。心なしか、先ほどよりもさらにその尖とがった先せん端たんが地上へ向けて伸びているような気がする。その周囲を、数千数万の火が、まるで喜びの踊りのように波打ちながら飛び交っている。羽は音おとさえ聞こえてきそうだ。

　──なぜ気づかなかった。




「あれは、火草ほくさ虫むしだ」




　　　　＊




　都みやこ南なん部ぶ、荻布おぎの大おお路じを、黒こく衣いを纏まとった三人の男が走っていた。いずれも鉾ほここそ携たずさえていないが、腰こし帯おびの紅あか、なによりその精せい悍かんな風ふう貌ぼうで、手て練だれの火ひ護もりとすぐにわかる。

　先頭を行く熊くまの如ごとき巨きよ漢かんは《と》組頭とう領りよう、矢や加か部べである。

　市いちの立つ日で、いつもであれば目め抜ぬき通りである荻布おぎの大おお路じは所ところ狭せましと軒のきを並べる出店や品を買い求める都みやこ人びとでごった返しているはずだったが、その日に限ってはほとんど人ひと気けがなかった。ときおり通りにひょろと遊びに出た子供を、母親がすぐに家に引っぱり込む。窓には筵むしろがおろされていたり、あるいは不安げに空を見上げる顔がある。

　天は、薄うす紅べに色の微び光こうに覆おおわれている。

　矢や加か部べ達の目指す先、内だい裏りの上空の雲からは不ぶ気き味みな光の柱が垂れ下がり、紅あかい雪がそのまわりでけぶっている。

「まさか天が落ちてくるのではあるまいな……」

　矢加部の後ろを走る束つか頭がしら役やくが、ぼそりとつぶやいた。

「やめんか、不ふ吉きつな」

　もう一人がたしなめた。

　しかし、矢加部も同じ思いだった。おそらく都人もみな、似たような言い知れぬ不安におびえているのだろう。

　先ほどから、ひっきりなしに火ひ護もりの鐘かねが聞こえていた。都のそこかしこで鳴っている。

「化け生しようであろうか」

「しかし、なぜ鳴めい箭せんが飛ばぬ」

　皇こう嘉か門もんをくぐって都の中央区く画かく──大だい内裏に入り、省庁の屋根越しに烽ほう火か楼ろうの姿が見えたとき、思わず矢加部も足を止めていた。

「なんじゃあ、あれは」

　脇で、同じように立ち止まった束頭役がうめく。

　火ひ目めを戴いただく高い櫓やぐりは、陽かげ炎ろうに包まれて揺らめいていた。それだけではない。正せい護ご役やくの力を示す楼ろうの頂いただきの青い炎ほのおが、櫓に倍するほどの高みにまで肥ひ大だい化かし、さかんに燃えさかり、蛇へびのようによじれのたうちながら青白い火花を散らせている。

「お主ぬしは火か督とく寮りように行ってくれ、都で動ける組を把は握あくせねば」と、矢加部は一人に指示する。その声はからからに乾いている。

「わかり申した」

「お主は神じん祇ぎ省しようへ」ともう一人へ言う。

「印いんを打てる者をありったけですな」

「うむ。俺は豊とよ日ひ殿どのを捜す」

　三人の鉾ほこ衆しゆうは散って走り出した。

　皇こう宮ぐうの西の口、陰おん明めい門もんを入ってすぐのところに、火護装しよう束ぞく姿すがたの童どう子じを見つけた。豊日は後ろ向きに歩きながら、握った右手から黒い砂のようなものを少しずつ地面に撒まいていた。

「豊日殿」

　矢加部が呼ぶと、振り返る。豊日は左手に大量の札を握り、脇には紙縒こよりの束を挟んでいた。

「済まぬな、こんな折に呼び立てて」

「お気に召さるな。それより、参さん議ぎに出なくてよいのでござりますか」

「公く卿ぎようどもの責のなすりつけあいなぞ、見ていてもしかたあるまい」

　言いながらも、豊とよ日ひは黒い粉ふん末まつを撒まく手を止めない。

「これは……」

　矢や加か部べは、豊日の足下から、皇こう宮ぐうの塀へいぞいにずっと続く黒い線を目でたどる。

「火ひ鎮しずめの印いんにござるか」

「これほどの規模になると、描ける者もそうそうおらぬからな」

「それで俺を呼んだと」

「うむ」

　矢加部は、豊日から札と紙縒こよりの束を受け取った。二つとも、印を打つための原料である。両者を手の中で揉もみ合わせると、やがて緩やかに発火して黒い灰となるのだ。

「続きを頼む。まだ一いち重じゆう目めを半周しか打っておらぬが」

「二に重じゆう印で？」

「いや。四し重じゆうじゃ」

「四重。そこまで……」

　豊日は、仄ほの明あかるい天を仰いだ。哀かなしげに目を細め、雪の舞いに包まれた光の柱を見やる。

「……あのときも、わしは四重に印を打った。が、無む駄だじゃった……無駄じゃったの」

　その声は、まるで深い洞ほら穴あなの奥から聞こえてくるような響ひびきで、矢加部はぞくりとした。

「あのとき、とは」

　思わず問い質ただしてしまう。

　豊日は向き直り、弱々しく笑う。

「このようなことが前にもござったか」

　それでは、これは一体なんなのか。これからなにが起きるのか。矢加部は豊日を問い責めたてたい思いに駆られる。

「あった。しかし……二度となきよう、約やく定じようを交わしたはずじゃ。なぜ。なぜまた降りんとする」

「約定？　だれと」

「その名は、人の身では聞かぬ方がよい」

　矢加部は言葉を失う。

　火ひ護もりとして肩を並べ戦っていると、ときに忘れそうになる。この豊日という童どう子じが、人の身では推おし量はかれぬものを秘めた、老いることも死ぬこともない神かみ人びとであることを。

「ともかく、伊い月つきと話してくる。印を頼む」

「わかり申した」

　わき上がってきたいくつもの問いを吞み込んで、矢や加か部べはうなずいた。そこで、《と》組の詰め屋に呼びに来た遣つかいの者が言っていたことを思い出す。火垂ほたる苑えんで御み明あかしが一人倒れたところに伊い月つきが居合わせた、と──

「伊月は無事にござるか。なにやら火垂苑で変事があったと」

　豊とよ日ひは、うつむいて首を振った。

「今は蓮れん暁ぎよう舎しやにおる」

「蓮暁舎？」

　矢加部は訝いぶかった。蓮暁舎──以前、大火の咎とがで佳よし乃のが幽ゆう閉へいされていた宮みやではないか。

「他に隔かく離りする場所がなかったのでな」

「隔離。では」

　かすかにうなずく豊日の顔が翳かげった。

「虫に憑つかれた」




　　　　＊




　その部屋には、真新しい墨すみと丹にのつうんとした香り、それから煎せんじた草くさ虫むし潰つぶしの薬のいがらっぽいにおいが入り混じって充じゆう満まんしていた。

　蕗ふき壺つぼ──蓮暁舎の一室である。床には新しく火ひ鎮しずめの印いんが描かれ、格こう子しの影がその上に差している。印の中央に置かれた浅あさ黄ぎ色の敷しき布ふの上に桐きり葉ははうつぶせに横たえられ、伊月はその脇にしゃがんでいた。

　かつて佳乃に与えられていた牢ろうであることを思うと、不ふ思し議ぎな気持ちになる。

　──佳乃は、どうしているのだろう。

　──他の牢に移されたのだろうか。

　佳乃は遠えん因いんとはいえ、あれほどの事が起きたのだ。名めい目もく上でさえ女によう御ごとして扱うのはもはやできなくなったのかもしれない。今度こそ、豊日が昔むかし言ったように地下につながれてしまったのだろうか。

　──佳乃にも、虫が憑いていたはずだ。であれば……

　──今、同じものを聞いているのか。

　桐葉は、ときおり首を持ち上げて苦しそうにうなる。伊月はその手をじっと握ってやることしかできない。火草ほくさ虫むしに冒おかされた童どう女じよの肌はだは、汗がそのまま湯ゆ気げに変わってしまうほど熱かった。

　伊月の頭の中で響ひびいていた声は、今やはっきりと聞き取ることができた。




　……名は──




　……汝なが名は──




　……に下す。汝が名は──




　──聞くな。

　──聞いてはだめだ。

　桐きり葉はの手をきつく握りしめ、自分の膝ひざに爪を立て、伊い月つきは頭を振ってその声をかき消そうとする。しかし、声も、脇わき腹ばらのあたりにぼんやりとわだかまった橙だいだい色の光も、消えない。

　火草ほくさ虫むしは、化け生しようの真の名を運ぶと──佳よし乃のが言っていた。その名を受け入れたとき、人がどうなるかを、伊月は二度もその目で確かめている。

　──聞いてはだめだ。

「……姉ねぇ」

　桐葉が首を横に向け、うっすらとまぶたを開き、焼けるような吐と息いき混まじりに囁ささやいた。

「だれか、呼んだ？」

　伊月の肌はだが悪お寒かんで粟あわ立だつ。

「だれも呼んでないよ」

「……でも、でも、なんか声が聞こえるんだ……ずっと」

「それは、聞いちゃだめだ」

　燃えさしのように熱い桐葉の手を両手で包み込んで、伊月は吐き出すように言う。

「ごめんなさい」

　つぶやく桐葉の目はうつろで、唇くちびるの端はしには涎よだれが白く泡あわ立だっている。

「ごめんなさい。あたし、だめだ、こんな弱くて」

「桐葉。桐葉！」

　とにかく名前を呼び続けよう、と伊月は思う。桐葉が弱々しく伊月の手を握り返してくる。

「あたし、こんなじゃ、……火ひ目めになんて、なれないよな」

　伊月は首を振る。

　──だめだ、なんでもいいから、話させなきゃだめだ。

「弱くないよ。桐葉は、茜あかねにも負けないくらい式が強いんだ」

「でも。……あたし、下へ手ただぞ」

「稽けい古こすればいい。いっぱい、色んなこと教えるから。稽古、いやか？」

　桐葉は痛みに顔をしかめながら寝返りを打ち、伊月の方に向き直った。

「弓は、楽しいよ。……だから、もっと上う手まくなりたい」

　そう言って笑ってみせる。伊月の胸はまたじんと痛む。

「……火ひ目めにはなれないかもしれないけど、そしたら、姉ねぇみたいに……弓ゆみ衆しゆうになりたいな。母かあ様は、去年の……大火で、化け生しように……だから。あたしがもっと、強ければ」

　──そうか。この娘こは、佳よし乃のが呼んだ化生に、母親を殺されたのか。

　──わたしに似ているんだ。

　伊い月つきは複雑な思いを吞み込んで、答える。

「桐きり葉はならきっといい弓衆になれるよ」

「そうかな」

「うん。なれる」

　桐葉の手を、力をこめて握る。

「……あり、がと、……姉ぇ」

　そう言うなり、桐葉の身体からだががくりと力を失い、再びうつぶせになる。肩が小こ刻きざみに痙けい攣れんしている。

「桐葉、おい、桐葉！」

　伊月の火目式しきにも、腫はれぼったい熱があふれ始めている。視し界かいがぐらぐらと揺らぎ、名を呼びかける声が頭ず蓋がいの中でこだました。

　伏した桐葉の首くび筋すじに、青あお黒ぐろいまだら模も様ようが浮き上がっているのを見つけ、伊月は慄りつ然ぜんとした。

　──これは。

　──鱗うろこ？

　母を喰らった蜥蜴とかげ、洞ほら穴あなの中で蠢うごめく巨大な狼おおかみ、人の姿を失った佳乃──おぞましい記き憶おくの数々が蘇よみがえり、火目式にじくじくと伝わる熱と混こん濁だくする。

「桐葉、行っちゃだめだ桐葉ッ」

　童どう女じよの肩をつかみ、何度も揺さぶった。桐葉の半はん開びらきになった唇くちびるからは、もはや聞き取ることさえできないつぶやきが涎よだれとともにだらだらと垂れ流されている。

　──わたしはまた、

　──わたしはまた、なにも……




「……、……つき、伊月！」




　耳元で呼ばれていることにそのときようやく気づき、伊月は声を振り払うようにがばと顔を上げた。すぐ目の前に、長い髪を結ゆった火ひ護もり装しよう束ぞく姿すがたの童どう子じの姿がある。

「豊とよ日ひ」

「揺さぶるな。これを嚙かませろ」

　豊日は懐ふところから取りだしたひとつかみの干ほし草のようなものを伊月に手渡す。

「舌の裏側に押し込め」

　言われた通り、桐きり葉はの口をこじ開け、草を押し込む。むっと青あお臭くさいにおいが漂った。草くさ虫むし潰つぶしの薬だ。

「吐き出さぬようにしばらく押さえておれ」

　口いっぱいの干ほし草を含ませて手でふさぎ、しばらく抱きかかえていると、じきに桐葉の呼吸が落ち着きを取り戻す。熱も顔の赤みも引かないが、浮き出た鱗うろこは見えなくなっていた。

「……よかった」

　腕の中の桐葉を見下ろし、伊い月つきは泣き出しそうになる。

「一時しのぎじゃ。二日と保もたぬぞ」

　豊とよ日ひが言って、腰を下ろした。太た刀ち先さきが床に触れて冷たい金属音をたてる。

　しばらく、沈ちん黙もくがあった。

　伊月の耳の中で、呼び声が反はん響きようしていた。

「……済まぬ」

　やがて豊日が床に目を落とし、ぽつりと言った。

「なんであなたが謝る」

　豊日は答えない。

　伊月はおぼろげに、豊日の思っていることがわかる。

「国を造ったのはあなただし、わたしを連れてきたのもあなただけど、それがどうした」

　言葉にするうちに、自分がほんとうに腹を立てていることに伊月は気づく。

「ひとりで抱え込むなって、言ったじゃないか」

　豊日の表情がかすかにゆるんだ。

　あと一言続けたら、泣き出してしまうような気さえした。

　かわりに童どう子じは、いつもの皮ひ肉にくな笑みを戻す。

「そうじゃな。そう言われた」

　豊日は、苦しそうに胸を上下させて息をついている桐葉に目を落とした。

「豊日」

「ん」

「──ヨビが来る」

　深い森の色をした眼めが、ほんの一瞬だけ大きく見開かれた。

「だれからその名を聞いた」

　伊月は、答えずに目を伏せた。

　一度目に聞いたのは、夢か現うつつかもわからない、寂せき寥りようとしたすすき野原の中だった。

　豊日と同じ顔、そして大だい蛇じやの胴どう体たいを持つ、不ぶ気き味みな男。

　二度目は──今だ。今も聞こえているのだ。

　火草ほくさ虫むしによって運ばれてきた声。名を告げる声、その主ぬし。




　……ヨビの二つ名を汝なに下す。




　……汝が名は──




　……名は──




　その言葉の先を、伊い月つきはかろうじて押しとどめている。

「佳よし乃のは、ずっとこの声を聞いてたんだな……」

「聞くな。聞いてはならぬ」

「わかってるよ。でも、いつまで保もつかわからない」

　伊月は、明かり取りの窓を見上げる。

「どんどん声がはっきりしてきてる。近づいてるんだ」

　烽ほう火か楼ろうの真上、光る雲から突き出た巨大な円えん錐すい形は、さらに明るさを増している。

「火ひ目めに、呼よ火びの命みことがそのまま宿っているんだって、ずっとそう思ってた」

「そうではない」

「うん。今ならわかる」

　伊月はもう一度、烽火楼の青い火を仰いだ。荒あらぶる炎ほのおは喜びに身を震わせているようだ。

「あれは、ほんの一部なんだな。火草ほくさ虫むしも、化け生しようも、わたしの身体からだに流れる火の血も、みんなヨビの欠片かけらなんだ」

　火ひ之の神かみ──観あきの宮みや呼火命。その本体は今なお天の高みにあり、地に差し伸べられた表ひよう層そうからその破片が無数の火草虫となって剝はがれ落ち、空に舞い散っている。

　伊月はぞくりと身を震わせた。この世のすべてが神の血流の中で巡っている──そんな想そう念ねんにとらわれたのだ。

　うっすらと知っていたはずだった。けれどこうして直じかにその声を聞いても、まだ信じたくない気持ちがある。

　化生の力と名の源みなもとたるヨビ。火目に神しん霊れいの力を与える護ご国こくの神、観宮呼火命。

　同じ神の──二つの貌かお。

「なんでだ。何者なんだ。どうして……片手で人を喰らって、もう片手でその人を護まもるのか。なんなんだ。なんなんだよ」

「ヨビは。人など見てはおらぬ。それが──神というもの」

　目を合わせぬまま、豊とよ日ひがつぶやく。

「だからわしは、霞かすみを通じて、約やく定じようを結んだ」

　霞──

　伊い月つきは、あのときの豊とよ日ひが語ったことを思い出そうとする。けれど、語りはひどく曖あい昧まいで途と切ぎれ途切れだった。

　この国が、できる前のこと。豊日がまだ旅をしていた頃の物語。

　──『紅あかく光る雪が降り……化け生しようが多く現れ、村がいくつも焼かれた』

　──『焼かれた。村も、人も、田畑も、みな焼かれた』

　──『火ひ之の神かみが、降りようとしておった』

　──『山がいかずちで燃え上がった』

　──『河が黒い灰で汚れ──』

　──『火の雨』

　──『青い火で人が』

　豊日の口から語られた、凄せい惨さんな光景が伊月の脳のう裏りに描き出される。それは、もはや人が生きていくのが許されぬ世だ。

　けれど、そこで豊日は、一人の娘と出で逢あった。

　霞かすみ。

　最初の火ひ目め。

　二人は火を鎮しずめ、荒あらぶる神を鎮め、そうして──この国の礎いしずえを造った。

　──どうやって。

　豊日はそれを語らなかった。

「どうやって止めたんだ。こんな、こんなの、火目一人で受け止めきれるものじゃない」

　答えぬままに、豊日は立ち上がった。後ろ髪をひるがえして伊月に背を向ける。

「豊日」

「言えぬ」

「どうして」

「お前様には知られとうない」

「またそうやって自分だけで背負い込むのか」

　自分の声が震えているのに伊月は気づいた。喉のどの奥が熱くなる。

「話したところで、お前様にはなにもできまい」

　豊日が少しは楽になるかもしれない。そんな役にすら立たないというのだろうか。自分だけがみじめな子供のままでいる気がして、伊月はほとんど泣き出しそうになった。

　──『あの方は孤こ独どくな方です』

　為ため子この言葉を思い出す。

　豊日の小さな背中が格こう子し戸どに向かって歩き出した。伊月はこらえきれなくなって立ち上がり、桐きり葉はの身体からだを跳び越えて豊日の腕をつかむ。豊日は足を止め、振り向かぬまま言った。

「来るべきではなかった」

「わたしに話しに来たんじゃないのか」

「……ただ、お前様の顔を見に来ただけじゃ」

　伊い月つきは言葉を見失って、うなだれる。

　──終わってしまう前に。

　──わたしが、化け生しようになってしまう前に？

「あっ、あなたに、わたしを心配する資格なんてないって、言ったじゃないか」

　声を絞しぼり出す。

「……そうであったな。赦ゆるせ」

　乾ききった童どう子じの声。

　伊月がなにか言葉を返そうと口を開きかけたそのとき──

「……ぅあッ」

　火ひ目め式しきに、焼けた刃やいばが突き込まれるようなすさまじい痛みを覚えた。思わずうめき声が漏れ、床に膝ひざをつき、豊とよ日ひの脚あしにしがみついて倒れるのをこらえる。

　──なんだ……これ？

　耳鳴りと紛まごうほどの甲かん高だかい音が伊月の聴ちよう力りよくを刹せつ那な、奪った。

　それが消えた瞬間、宮みやの外から悲鳴が聞こえた。女のものだ。続いて「火じゃ！」という声もあがる。

　豊日は伊月の手を振り払うと、格こう子し戸どを叩たたき割るほどの勢いで開き、廊下に飛び出した。伊月は床に這はいつくばる。

　──今のは、灼しやく箭せんの音？

　──化生か……いや、でも鳴めい箭せんがなかった。

　聞こえてくるのはおののく人々の声だけで、それがかえって不安を煽あおる。

　伊月は歯を食いしばって立ち上がると、床に伏している桐きり葉はにちらと目をやった。ぜいぜいと耳みみ障ざわりな息の音をたてていたが、先ほどよりはずっと安定している。

　意を決し、萎なえた身体からだを引きずって格子戸の外に出た。







　烽ほう火か楼ろうのそびえる中庭に面したその渡り廊下には、青白い炎ほのおが充じゆう満まんしていた。

　火か中ちゆうに吞まれた女によ官かんが喉のどを搔かきむしりながら金切り声をあげる。その顔の皮ひ膚ふが溶けてまだらに穴があき、眼球と肉がどろりとこぼれ出て、たちまち蒸気に変わる。衣ころもだけが炎の中でまったく燃えることなく、くしゃりと崩れ落ち、露ろ出しゆつした白骨がやがてもろく砕けて襟えりや袖そで口ぐちから床に散らばる。

「ひぃゃあぁあああああッ」

　後こう宮きゆうの女達の悲鳴がさらなる恐きよう慌こうを呼ぶ。水みず桶おけを手に駆けつけた兵ひよう衛え達が、廊下にあふれかえり屋根をなめる巨大な火の塊かたまりに向かって水を浴びせるが、火か勢せいは衰おとろえるどころか廊下の両りよう端はしの宮みやにまで達しようとしている。

「水は無む駄だじゃ退さがれェッ！」

　豊とよ日ひが叫んだが、渦うず巻まく悲痛な声がそれを搔かき消す。近づきすぎた兵ひよう衛え二人の身体からだが瞬またたく間に火の舌に巻かれた。焼けた肉のにおいがいっぱいに広がり、やはり衣ころもだけが残って中庭の真砂まさごの上で潰つぶれる。

　庭に出た伊い月つきは、逃げまどう女達を搔き分けて火元に駆け寄ろうとした。

　──灼しやく箭せんの炎ほのおがなぜ人を灼やく？

　──火ひ之の神かみの力が、暴走しているのか？

「い、いきなり燃え上がったのです！」

「お、おお、恐ろしや」

「神しん罰ばつじゃ」

　また悲鳴が空を裂いた。逃げ遅れた更こう衣いが一人、唐から衣ぎ裳ぬの裾すそにつまずいて転んだのだ。その背中に、ふくれあがった青い炎が迫る。女によ官かん達が更衣の名を叫ぶ。伊月は思わず目を覆おおいかけた。

　白い影が稲いな妻ずまのように疾はしった。更衣の身体はその小さな人ひと影かげに抱え上げられ、中庭に投げ出される。

「豊日ッ」

　伊月は叫び、駆け出した。豊日の背中を炎がなめた。悶もだえ、うずくまった童どう子じの身体を異い形ぎようの火がたちまち覆い隠かくす。

「豊日──ッ」

　火か炎えんであふれかえる廊下に飛び込もうとした伊月の腕を、だれかがつかんだ。

「放せ、豊日がッ」

「ばかもの、お主ぬしまで死ぬつもりかッ」

　耳元で、野の太ぶとい男の声が響ひびく。

　炎の中から、白い塊が飛び出してきた。伊月の足下の土に転がる。豊日だ。白い煙がしゅうしゅうと全身から立ちのぼっている。

　伊月は腕をつかんでいた手を振り払い、かがみこんで豊日を抱き起こした。

　溶けてどす黒く変色した皮ひ膚ふが豊日の鼻はな筋すじからあごへと伝い落ち、ほんの一瞬だけ桜さくら色いろの筋がむきだしになる。頰ほおの肉は歯が露ろ出しゆつするほど欠けていたが、すぐに血のあぶくが覆い尽くして再生が始まった。

　伊月は豊日の衣を引き裂いて胴どう体たいを露出させた。衣の布はまったく焼けていないのに、肩も胸も肉がねじくれ、裂けている。経験上、空気に触れさせた方が再生が進むことを伊月は知っていた。

　──なんて、なんて無む茶ちやを。

　熱でまくれあがった豊とよ日ひのまぶたが動き、伊い月つきと目が合う。眼球もまた炙あぶられて白はく濁だくしている。

「……伊月、印いんの外に出るな、なにかあったらどうする」

「わたしの心配してる場合か、ばか！」

　抱いた豊日の肩に、思わず伊月は爪を立てる。

「ともかく豊日殿を中に運ぶぞ」

　先ほどの太い声がまたした。見上げると、見慣れた髭ひげ面づらがある。

「……頭とう領りよう」

「お主ぬしも出歩いていい身体からだではないだろう」

　矢や加か部べの腕が豊日と伊月をまとめて抱え上げようとした。

「待て矢加部、目が利かぬ、火は、火はどうなった」

　豊日の言葉に、矢加部と伊月は同時に渡り廊下の方へ目をやった。

　火は消えていた。

　屋根にも柱にも焼け焦こげ一つない。幻まぼろしが破れた後のようだ。あらかた人は逃げ散ってしまったのか、不ぶ気き味みなくらいの静せい寂じやくだけがあった。ただ、廊下に折り重なって倒れた骸むくろ──一瞬で骨まで灼やき溶かされた抜け殻がらが、幻ではなかったことを告げている。

「消えた、か」

　豊日が囁ささやいた。

「は」

　矢加部は伊月のそばに膝ひざをつき、豊日に顔を寄せた。

「町中でも起きていると聞き及びました。火の気のないところから青い火が、と」

「常和ときわだけでは、やはり受けきれぬか」

　伊月は広大な中庭の中央にそびえる烽ほう火か楼ろうを見上げる。

　これほどの近くなのに、櫓やぐらの輪りん郭かくは熱気で揺らめいている。見つめていると眼球が煮えてしまいそうだ。頂いただきの青い火は、天から差し伸べられた巨大な光の円えん錐すいに応えるように、なお高く燃え上がっている。

　──呼よ火びの命みことの力が、あふれ出している。

　砂を踏む足音が大おお勢ぜい寄ってきた。衣い冠かん姿すがたの公く卿ぎようや殿てん上じよう人びと達だ。

「しゅ、主しゆ上じよう、これは、これは何事にござりますか」

「天の異い変へんとなにか関わりが」

　伊月のそばに──伊月に支えられた豊日のそばに、公卿達が膝をつく。豊日はそれを濁にごった目で見回し、しゅう、と息を漏らす。

　そこに、声がかかった。

「──降こう神しん。降神にござろう」

　皆が振り向く。宮みやの外がい廊ろうから庭に降りてきたのは、髪も眉まゆも顎あご髭ひげも真っ白な老人だ。四し方ほうに飾り紐ひもが垂れた方ほう形けいの冠かんむりを戴いただいている。

　老人は人ひと垣がきの外から豊とよ日ひに向かって深々と頭を下げた。

「天てん文もん博士。存じておるのか」

　公く卿ぎようの一人が言う。それで思い出した。老人は天文省を束ねる識しき者しやだ。

　天文博士はちらと豊日を見やり、「畏おそれながら」とつぶやく。「もはや、忌いみ隠かくし奉たてまつる猶ゆう予よもないかと」

　ぞっとした表情が衆しゆう人じんの間に広がる。

　忌み事なのだ。博士の言葉で、皆が直ちよつ観かんした。

「……よい。博はく、皆に話せ」

　豊日が絞しぼり出すような声で言った。老人はそれを聞いて再び平へい伏ふくする。

「化け生しようの仕し業わざなのか、博士」と、青い顔をした公卿。

　老人はゆるりと頭を上げ、白い眉を寄せて首を振る。

「観あきの宮みや呼よ火びの命みことが、地に降りようとしてございます」

「……火ひ之の神かみが？」

「まことか」

「しかし、それは。なんとしたことか」

　博士の顔は沈ちん痛つうさを増す。

「いかに当代とて、初代──霞かすみ楼ろうほどのお力はありませぬ。火ひ目めがお倒れになれば呼火命の御お力ちからはじかに地を灼やき、都みやこも村々も燃え尽き、火の血を持つ者はなべて化生に堕だしましょう」

「ばかな。呼火命は国の護まもりぞ。なにゆえ害をなす」

　公く家げの一人がいらだたしげに声を張り上げる。伊い月つきは思わずそれに言い返そうとするのだが、喉のどが渇かわききって声も出てこない。

「神は荒あら御霊みたま。人ごときを護るためにおられるわけではない」

　博士の厳きびしい声に、公家がそろってたじろぐ。

「げんに、国造りの折──火之神は地に臨りんし、紅べに色の雪が降り、村も田畑もことごとく焼けたと伝でんにござります」

　全員の視線が、博士を離れ、伊月の腕の中でぐったりと目を閉じた豊日に集まる。伝でん承しようの生き証人、この国そのものともいえる神かみ人びとの童どう子じに。

「しかし、霞楼はもうおりませぬ。あれほどの力がなければ、火之神を受けること能あたわず」

「ではなんとする！」

　豊日が目を開き、つぶやいた。

「……ともかく矢や加か部べ、印いんを」

「御み明あかし達は」

「わしが行く」

「宮みやから避ひ難なん……」

「……いや、……が、──」

　男達の会話が遠ざかる。視し界かいがふうっと狭まる。まるで底のない井い戸どに投げ込まれたかのように。やがて頭の中にふつふつと、あの声が浮かび上がる。




　……ヨビの二つ名を汝なに下す。




　……汝が名は──




　……名は──




　──やめろ。やめろ！

　井戸の石壁を伊い月つきは搔かきむしった。落下は止まらない。ぬめり気のある薄うす膜まくが伊月を吞み込む。視界がぼやける。伊月は、腕の中の豊とよ日ひの体温を必死で抱きしめた。

「まずい。蓮れん暁ぎよう舎しやに戻せ」

　耳元で童どう子じの声がした。崩れ落ちそうになる伊月の身体からだを、矢や加か部べの太い腕が抱き留めた。伊月は歯を食いしばって、気を失いそうになるのをこらえた。




　　　　＊




　夜が訪れても、空を覆おおう光は衰おとろえなかった。

　むしろ陽ひの光が隠かくれたことにより、雲から地へ向かって突き出た巨大な光のつららや、そのまわりを巡る数千数万の雪ゆき粒つぶが闇やみにいっそう映えて見える。

　天から降る微び光こうに抗あらがうかのように、宮のそこかしこでは篝かがり火びが焚たかれていた。門のそばには槍やりを手にした番ばん兵ぺいの姿が多く目につく。滑こつ稽けいなことだ、と豊日は思う。内からの炎ほのお、外からの化け生しよう、どちらにも無力だというのに。

　そのうえ、女達は外にあらかた避難してしまった。なにを護まもるというのか。

　なにを──護るというのだろう。

　豊日は自問しながら、庭を横切り、棟むねの一つに上がり込む。

　部屋の戸を引き開けた。中の暗くら闇やみから、むっとするにおいの煙が流れ出してきた。豊日は思わずむせ込んでしまう。

　素早く中に身体を滑り込ませ、後ろ手に戸を閉じた。

　床にいくつかぽつり、ぽつりと灯ともったおぼろげな光のせいで、部屋の中が見通せた。二に間けん四方の床いっぱいに描かれている二重の円えんと飾り文字は、火ひ鎮しずめの印いんだ。その中に白しろ無む垢くを着せられた童どう女じよ達たちが幾いく人にんも横たわっている。ぼんやりした光は、それぞれの童女の身体からだのどこかから発せられていた。

　中央にかがみこんで膝ひざを抱えていた姫が、顔を上げる。蝶ちようの髪が暗くら闇やみの中で一度だけ弱々しく羽ばたく。姫にだけ、光が取りついていない。

「……豊とよさま」

　部屋に充じゆう満まんした燻いぶし薬の煙のせいで、どんな顔をしているのかよく見えない。

「みな、憑つかれたか。印も薬も──無む駄だか」

　豊とよ日ひはもう一度、部屋を見回した。倒れている童女達は、みなときおり身をよじらせてうめき声をあげている。そのたびに、体内に食い込んだ微び光こうが明めい滅めつする。

「姫は無事なのじゃな」

　蝶の髪を見下ろす。

「──生まれつき強いのだって、千ち木ぎ良らさまが言ってました」

「そうか」

　生まれつき──それだけではあるまい。

　おそらく千木良は、最初からそのつもりで拾い、育てたのだ。

「お外は、どうなってるのでしょう」

「火はおさまったが、またいつ炎上するかわからぬ。逃げる者もおるが、無む駄だじゃろう」

「どうしてですか」

「あれはな。火が起きて人が巻かれるのではなく、人から火が発しておるのじゃ」

　呆ぼう然ぜんとする姫の隣となりに、豊日は腰を下ろした。

「火の血があれば、御霊みたまを受け入れられるが、ない者に御霊が入り込めば──」

　その力はそのまま、肉体を滅ぼす炎ほのおとなる。

　尋じん常じようの者にさえ神しん霊れいが降りるほどに、今、呼よ火びの命みことは地上に近づきつつあるのだ。

「じゃあ、みんなは大丈夫、なのですか」

　姫は、まわりに横たわる仲間達を見回して、少しだけ緊きん張ちようを解いた声で言う。

　豊日は苦く笑しようしかけた。なるほど、この娘は強い。そのように考えたことなどなかった。

「……そうじゃな。灼やき殺されることはない」

「よかった」

　灼き殺されることは、ない。

　豊日は胸中で繰り返す。

「みんな、よくなるかな」

　姫の言葉を聞いて、豊日は部屋を飛び出して行きたい衝しよう動どうに駆られた。

「きっと、千ち木ぎ良らさまが治してくれますよね」

「化け生しようにならぬように、なんとかするじゃろう」

「はい」

　力のないその笑みは、暗くら闇やみの中、虫の放つ光だけでも見えた。

　豊とよ日ひは口を開きかけ、その娘の名を知らぬことを思い出す。

　しばらく迷い、言葉を口の中で転がした。

「姫。……だれでもよいのかと、前にそう言うたな」

　問われ、姫は目をしばたたかせた。じきに、思い出したように首しゆ肯こうする。

「その通りじゃ」

　自分は、なにを護まもるのか。

　だれを鋳い潰つぶして礎いしずえとし、その上にだれのための室むろを建てるのか。

「だからお前様に、柱となってもらう」

「……はしら？」

　だから、名は知らぬままでよい。豊日はそう心の中で続けた。

「豊とよさまのお嫁よめではなくて？」

　苦く笑しようしようとしたが、うまくいかなかった。

「これが無事終われば、お前様を娶めとろう。だから、頼む」

　せめてもの慰なぐさめに、と豊日は噓うそをつく。

　姫の頭が、豊日の腕にもたれかかってきた。

「豊さまがなにか頼むの、はじめてです」

「……そうであったか」

「うん。うれしい」

　豊日は顔を伏せた。なぜ話したのだろう、と思う。

　やがて耳元で細い歌声が聞こえ始めた。

　あの歌だ。姫が歌っている。

　豊日は天井を仰ぐ。火の血を持たぬ自分にも、地を押し潰すほどに迫る火ひ之の神かみの力がはっきりと感じられた。恐ろしくはない。むしろ、懐なつかしい。

　ヨビが来るのだ。

　ヨビが──




　　　　＊




　蓮れん暁ぎよう舎しやの一室。

　火ひ鎮しずめの印いんの中にじっと座って物思いに沈みながら、伊い月つきは朝を迎えた。

　時を告げる一いちの鉦かねで、はっと我に返り、部屋でただ一つ外とつながっている明かり取りの窓を見上げる。外は仄ほの明るかった。烽ほう火か楼ろうの姿が見え、分ぶ厚あつい陽かげ炎ろうの向こう、雲の薄い東とう天てんに頼りなげな日にち輪りんの姿があった。霧が出ていないのは、烽火楼の熱のせいだろうか。

　──いつの間にか夜が明けてる。

　──どのくらい考え事してたんだろう。

　思い出しかけていた。

　伊い月つきは、豊とよ日ひの語った霞かすみの話を、思い出しかけていた。あのとき清せい涼りよう殿でんの寝しん所じよで聞いた、国造りの物語。なぜだろう、豊日が語らなかった部分まで、見聞きしたような気がする。豊日と霞が交わした言葉さえも。

　──だめだ。

　──もう、はっきりと思い出せない。

　手の内から記き憶おくが逃げていく。

　息をついて、見回す。床にびっしりと描かれた複雑な紋もん様よう、それから、隣となりに横たわる小さな身体からだ。

　──桐きり葉は。

　童どう女じよがぜいぜいと荒い寝息をつくたびに、肩が上下し、床に散らばった髪がかすかに揺れる。

　伊月はあれから夜通し起きていた。印いんの中ではヨビの声も頭痛もいくらかは和らいだが、うなされ続けている桐葉のことが気がかりでもあったし、豊日のことで頭がいっぱいだったからでもあった。

　──豊日は。

　──無事だろうか。

　無事なのはわかっていた。死ぬことのない肉体を持つ神かみ人びとなのだから。それでも伊月は、豊日が死地に飛び込んでいくのを見るたびに、自らも締めつけられるような思いを味わう。

　──やけに静かだ。

　──外は、どうなったのかな。

　伊月は立ち上がろうとしたが、脚あしに力が入らなかった。火ひ目め式しきにはまだ熱がくすぶっている。手をついて身体からだを引きずり、窓の下まで這はっていって上じよう天てんを仰いだ。

「あ、ぁ……」

　知らずとうめき声が漏れる。

　肥ひ大だい化かしたそれは、もはや光の柱とすら呼べなくなっていた。今や空そら全体が一つの巨大な漏ろう斗ととなり、あふれ返らんばかりの火の力を烽火楼の一点に注そそぎ込もうとその先せん端たんを地上へ深く差し伸べている。天を埋め尽くす火草ほくさ虫むしの群れは、雲うん海かいから逆しまにそびえ立つその嶺みねを中心として、波は紋もんのように幾いく重えもの同どう心しん円えんを成して漂い、波打っている。

　耳の中で、頭の中で、名を呼びかける声が、またざわざわと湧わき起こった。

　──来る。

　──もう、そこまで来ている。

　──このまま、呼よ火びの命みことが降りるに任せたら……

　式しきの刻まれた脇わき腹ばらを押さえ、伊い月つきはうずくまった。熱と痛みが高まる。

「ぅ、う」

　床に突つっ伏ぷした。獣けもののうなり声のような音が、痛いほどに響ひびく。

　──なんだ、これ……

　──うなり声？

　伊月は身をひねって部屋の中央を向いた。幻げん聴ちようではなかった。声をあげているのは、桐きり葉はだ。顔を引きつらせ、身を弓なりに反らして痙けい攣れんさせている。その両手は虚こ空くうを搔かきむしる。口の端はしから唾だ液えきが泡あわになってあふれている。

「き、りは……」

　伊月は身体からだに鞭むちをくれて立ち上がり、痛みに顔をしかめながら近づこうとした。その足が不意に止まる。

　桐葉の床に広げられた長い髪が、伊月の足下にまで伸びている。

　──え？

　火ひ鎮しずめの印いんが施ほどこされた床は、波打つ黒くろ髪かみに覆おおわれていた。まるで蜘く蛛もの巣のようだ。その中心に、桐葉の小さな身体がある。

　──これは。

　桐葉が伊月を見た。

　青あお黒ぐろい鱗うろこのまだら模も様ようが肌はだの下から浮き上がり、眼めには凶きよう暴ぼうな黄色い光が宿り、歪ゆがんだ口の端はしからは盛り上がった歯の先がのぞき、血の色をした涎よだれがしたたっている。

「ね……姉ねぇェ……」

　かろうじて発したその声はもはや童どう女じよのものではなく、古い木の根を引き裂くときのような耳みみ障ざわりな音だった。

　伊月は思わず後ずさる。

「ぅ……ぅううううるううウウウウウアアアアアァッ」

　桐葉が天に向かって吼ほえ声をあげた。四し肢しが床を突き、胴どう体たいが跳ね飛び、床に広がった髪がざばりと持ち上げられて伊月の視し界かいを覆い隠かくす。その瞬間、髪かみ先さきが熱風を生み、伊月は吹き飛ばされて壁に背中から叩たたきつけられた。

「──ヵはッ」

　体中の空気が口から絞しぼり出され、伊月は床に崩れ落ちる。

　あかあかとした火の色が目に入った。牢ろうの中はほんのわずかの間に紅ぐ蓮れんの炎ほのおに満たされていた。その向こう、木組みの格こう子しに、なにかが張り付いている。巨大な虫──否、広げた髪をからませ、四し肢しの爪を立てて格こう子しに逆さか様さまにしがみついた、かつて童どう女じよだったものだ。

　その姿勢からはあり得ぬほどに首がねじ曲がって持ち上がり、正面から伊い月つきをにらみ据すえる。どろりとした琥こ珀はく色の眼光が炎ほのおの壁を射い通とおした。伊月は、恐怖を叫び声にして吐き出したい衝しよう動どうを必死にこらえながら、立ち上がった。すでに天てん井じようまで炎が回っている。噴ふき上げる白い煙が、異い形ぎようの姿となった桐葉の姿を覆おおい隠かくそうとしている。

「桐きり葉は！」

　煙を避け身を低くして這はい進みながら、伊月は叫んだ。

「桐葉、だめだ行くな！　桐葉ァッ！」

　ひうっと煙を切り裂いて、黒い風が伊月の視し界かいを薙なぎ払った。腕が肩から引きちぎられそうなほどの痛みとともに、伊月は床に突き倒される。床板が軋きしんだ。

「うくッ」

　口の中で血の味がした。見ると、右腕に黒くろ髪かみがびっしりと巻き付いている。

　──時とき子こと同じだ。

　──桐葉は、化け生しように……

　──いやだ、そんなのはいやだ！

　煙を振り払い、見上げた。格子の天井近くにしがみついた、桐葉と目が合う。すでにその形ぎよう相そうは人のものではなく、肌はだは青ざめ、突き出した口は大きく裂けて牙きばがのぞいている。伊月はどうしようもなく、母を喰い殺した蜥蜴とかげを思い出し、全身が縮み上がるのを感じた。

　時子はまだ人の姿を残していた。しかし、あれは虫を受けていなかったからだ。

　今の桐葉はもはや──

「桐葉ァッ」

　伊月は叫んだ。桐葉はそれに、鞭むちのようにしなる黒髪の一ひと振ふりで応えた。肩が衣ころもごと裂け、一瞬置いてから焼けるような痛みがやってくる。

　桐葉の身体からだが宙に舞った。黒髪がぶわっと広がり、次の瞬間、宮みや全体を揺らして伊月のすぐ目の前に四つ足で着地する。踏み抜いた床板が黒くろ焦こげになり、煙けむり混まじりの炎を噴き上げた。

「ぅぐるぅぅぅううううあっはッ」

　獣けものの咆ほう吼こうが吹きつけられた。

　伊月は首をつかまれ、すさまじい力で持ち上げられる。桐葉の指は節くれ立った長い鉤かぎ爪づめに変化している。腕だけではなく脚あしにも黒髪が巻き付き、締め上げられ、呼吸が途と絶だえ目がかすむ。

「き……ぃ……は……」

　呼ぶ声も声にならない。

　捕らえた獲え物ものを誇るように、桐葉はもう一方の手で伊月の胴どう体たいをつかみ、高く掲げると、大きく口を開けた。血に濡ぬれた牙が炎の色を受けてぎらつく。

　──桐きり葉は、戻れ、桐葉！

　声ならぬ声で叫んだ、そのとき──

　伊い月つきを締めつけていた力がわずかにゆるんだ。

「ぅ、うぅるうう……」

　桐葉の動きが止まっている。その戸と惑まどいが伊月にはわかる。火ひ目め式しきから、桐葉の感情が流れ込んでくる。

　はっと気づいた。

　伊月の衣ころもは焼け焦こげ、引き裂かれて、腹が露ろ出しゆつしている。桐葉の手がじかに触れている脇わき腹ばらの肌はだ──そこに刻まれた五つの星、伊月の火目式。

「……桐葉？」

　かすれた声でもう一度呼びかけた。蜥蜴とかげのようにどんよりと濁にごった黄色い眼めが、きろりと動いた。

「ぅ、るぅう、うぐぅ、ぐ、ぐ……」

　桐葉の喉のどから苦しそうなうめきが漏れ出る。その背後で、格こう子しが焼け落ち、火ひの粉こを巻き上げながら廊下の方へと倒れた。

「桐葉！」

　すがりつくような思いで伊月は呼びかけた。

「桐葉、その声を聞くな！」

「るうぅうううあああああああアアアアアアアアッ」

　桐葉の咆ほう吼こうが、炎ほのおと白煙を吹き散らした。その空白に、新たな烈れつ火かが巻き起こる。伊月の身体からだは床に投げ出された。そこかしこをぶつけながら転がり、ようやく手をついて起き上がったとき、桐葉の姿はすでに分ぶ厚あつい炎の壁に吞まれていた。宮みやの壁が柱の一本ともろともに崩れ、火の粉や木き屑くずと一緒に、屋根が傾かしいで軋きしむ音が伊月の頭に降り注そそぐ。

　──残ってる。

　──まだ人の心が残ってる。

　伊月は炎の中を、桐葉の黒々とした影へ向かって這はい進んだ。腕も脚あしもずきずきと痛んだ。

　桐葉は崩れかけた壁かべ際ぎわに身を伏せていた。飛びかかる寸すん前ぜんの猫のように、床をなめるほどに頭を低くし、後足を立てて腰を高く持ち上げている。背中から床に流れて広がった黒くろ髪かみの先はぞわぞわと蠢うごめき、揺らめく炎が生む影と入り混じっている。

　琥こ珀はくの眼が伊月を射いすくめた。それでも伊月は、ほとんど腕の力だけで身体を引きずって桐葉に近づく。

　──まだ、残ってる。

　手が触れられそうなほどの近くに、桐葉の顔があった。気の強そうな童どう女じよの面おも影かげは消え失せ、青い鱗うろこを鈍く光らせた蜥蜴じみた顔が牙きばを剝むいている。しかし、動かない。

　桐きり葉はは動かない。

「……大丈夫、戻ってこい、桐葉」

　伊い月つきの声は、嗄かれきった喉のどから古ふる木きがこすれあうような音になって漏れ出た。

　桐葉は動かない。髪だけが別の生き物のように震えている。

「桐葉、わたしがわかるだろ？　だから」

「ぅるうううううぅ……」

　桐葉が鳴いた。肉の盛り上がった肩がぶるぶると痙けい攣れんする。伊月の火ひ目め式しきに、化け生しようと人の心とでせめぎ合う桐葉の苦く悶もんが流れ込んでくる。

　ぶつり、となにかが切れるような感かん触しよくがあった。

「ぅぐるうあああああああッ」

　涎よだれ混まじりの咆ほう吼こうを散らして、桐葉が立ち上がった。鉤かぎ爪づめが振り上げられる。

「桐葉ッ」

　そのとき、伊月の背後で凄せい絶ぜつな破は砕さい音おんが轟とどろいた。

　頭上をなにかがすさまじい勢いで駆け抜け、桐葉の身体からだを正面からとらえた。炎ほのおが宮みやを食はむ音すべてをかき消して、甲かん高だかい楽がくの音が響ひびき渡る。桐葉の身体は吹き飛び、背後の壁に叩たたきつけられた。柱がみしりと傾き、舞い上がった粉ふん塵じんが壁に空いた穴から外へと噴ふき出す。

　伊月は、それを見た。

　桐葉の胸に突き立つ、紅あかい火を纏まとった一本の矢──

　──鳴めい箭せん？

　身体を起こし、振り向いた。

　たった一いつ射しやの矢や勢せいによって、牢ろうの中に充じゆう満まんしていた煙が大おお穴あなを穿うがたれたかのように退ひいていた。舞い散る火ひの粉こと煤すすの雨、焼けて崩れた壁の向こうに立つ、紅白の巫み女こ装しよう束ぞくを纏った人ひと影かげ。外気を求めて噴き出す熱風の中、透すき通るように艶つややかな白はく髪はつと、結ゆい込まれた白い飾り紐ひもが翼つばさのようにはためく。

　伊月は、最初、それを佳よし乃のだと思った。

　楽の音、火目式に伝わる気配、いずれも佳乃のものにそっくりだった。しかし──

　──ちがう。佳乃じゃない。

　──だれだ？

　女は破れた壁から火の海の中へと踏み入ってきた。左手に弓はなく、矢だけが何本か握られている。冷たい顔にかすかに浮かんだ笑みを炎が下から照らす。髪は雪のように白いのに、その顔は不ぶ気き味みなまでにみずみずしい。年の頃は三十にも四十にも、どうかすれば二は十た歳ち前の乙女おとめにも見える。

　煙を払おうと持ち上げた右手の甲こうに、火目式の青白い五つ星が浮かび上がる。

「伊月様。無事かえ」

　女が、しゃがれた低い声で言った。

　伊い月つきはぞくりとした。

　──だれだ、この女は。

「うぅうるうううぅう……」

　背後でうなり声が聞こえ、桐きり葉はが立ち上がる気配がした。

　女が左手から矢を一本引き抜いた。握った右手の火ひ目め式しきが強く発光する。

「や、やめろ！」

　伊月が叫ぶよりも早く、女の右手が高く振り上げられ、赤しやつ光こうに包まれた矢と火目式の青い光が鮮せん烈れつな残ざん像ぞうを描いて振り下ろされた。爆ばく風ふうと、耳を刺し貫つらぬくような鋭い楽がくの音が伊月を正面から襲おそった。投げられた矢は伊月の頭のすぐ上を稲いな妻ずまのような勢いで駆け抜けた。壁の砕ける音と、桐葉の悲ひ痛つうな叫びが背中に叩たたきつけられる。

「桐葉ァッ」

　振り返り、燃えがらの中に仰あお向むけに倒れて埋もれ、もがいている桐葉に駆け寄った。衣ころもがあらかた焼けて露ろ出しゆつした胸は鱗うろこのない人の肌はだをしていて、そこに突き立った二本の矢は、澄すんだ楽の音をかすかに響ひびかせながら紅あかい光の中で気化していく。

「どきませい、伊月様」

　女の声が言った。

[image: ]

「まだ息がある、全き化け生しようになる前に妾わらわが」

「やめろ殺す気かッ！」

　伊い月つきは女を振り返った。すでに三さん射しや目めの矢が、その右手に握られている。

「桐きり葉はだ、化生じゃない！」

「化生に堕おちれば人の手に負えぬ──」

　伊月の後ろで痛ましいうなり声とともに、桐葉が再び立ち上がる。

「やめろ射いるなッ」

「どきませい伊月様、喰われるぞえ！」

　伊月の肩に、桐葉の鉤かぎ爪づめが食い込んだ。獣けものの怒りと飢うえがふくれあがり、火ひ目め式しきに流れ込んでくる。女の右手が高く差し上げられた。

「やめろォッ」

　光の軌き跡せきが伊月の目を斬きり裂き、まばゆい閃せん光こうと甲かん高だかい楽がくの音、そして爆発的な風ふう圧あつが伊月の世界を塗り潰つぶした。痛みも熱も、その刹せつ那なだけ消え去った。伊月は夢む中ちゆうで手を突き上げ、それをつかんだ。手のひらの中で力がのたうち回り、皮ひ膚ふを引き裂き、楽の音が歪ゆがんで引き伸ばされ耳から頭の奥にまで突き込まれた。

　やがて──光が晴れる。

　鳴めい箭せんによって薙なぎ払われた火が散り散りになり舞い上がるその向こうで、立ちつくす女の目が驚きよう愕がくに見開かれる。持ち上げた伊月の手から血がにじみ、手首、肘ひじへと伝い落ちる。

　矢は、伊月の手に握られていた。

　火の力を受けて燃えていた矢や羽ばねが、ぼろぼろに崩れていく。

「なんと。なんという──」

　女がうめいた。

「伊月様。そなた、なんと素晴らしい……」

　女の引きつった顔が、歪んだ悦よろこびの笑みに変わっていく。ぞっとこみ上げてきた寒気に、伊月は一瞬、自分を取り囲む火さえ忘れた。

　次の瞬間、伊月の身体からだはぐいと後ろに引き寄せられ、左肩に熱が走った。温かいものが伊月の首くび筋すじを濡ぬらし──自分の喉のどから悲鳴がほとばしるのを聞いて、ようやく伊月は焼けるような痛みを覚えた。

「……あ、ぁ、くぁああああああああッ」

　桐葉の歯が──牙きばが、伊月の肩に埋め込まれていた。どくどくとあふれだす血ち潮しおが、二人の顔を濡らしていく。全身から力が逃げていく。倒れそうになるが、二にの腕うでと脇わき腹ばらに食い込んだ桐葉の鉤爪がそれを許さない。

　──だめだ、気を失ってはだめだ！

　伊月は悲鳴を押し殺し、絶え間なく襲おそってくる激げき痛つうを振り払い、言葉を絞しぼり出した。

「き……り、は、き、聞こえるか、桐きり葉は、……桐葉ッ！」

　火ひ目め式しきに意識を集中させる。伊い月つきは後ろから桐葉に抱きすくめられ、式が密着している。

　──届く。

　──届かせるんだ。

「桐葉、わたしの声だけ聴きくんだ、桐葉！」

　遠ざかろうとする自分の意識の切きれ端はしに必死にしがみつきながら、伊月は祈るような思いで言葉を継いだ。

「おまえの名前は桐葉だ、そんなくそったれな名前じゃない、だろ？」

　桐葉の動きが止まる。

　なにもかもが緩かん慢まんに停てい滞たいしているように感じられる世界の中で、温かい鮮せん血けつだけが、勢いを失わず傷口からあふれ続けている。

「戻ってこい」

　伊月の身体からだにからみついた黒くろ髪かみがぞわぞわと動き出す。肩口に食らいついた顎あごに、胴どうと腕を捕らえた鉤かぎ爪づめに、ぎりぎりと力がこもる。凶きよう暴ぼうな獣けものの憤ふん激げきが、桐葉の中で膨ぼう張ちようするのを伊月は感じた。

「桐葉、ばか、ふざけるな！　こんな、こんな」

　抑えていた激げき情じようが涙なみだ声ごえになって伊月の口からほとばしった。

「こんなとこで殺されていいのか！　弓ゆみ衆しゆうになるんじゃなかったのか桐葉ッ！」

　──また見殺しにするのか。

　──なにもできないのか、わたしは。

「まだ、まだ教えてないこともいっぱいあるのに、桐葉、おまえ、こんな──」

　伊月の叫びはやがて、喉のどからせり上がってきた血に吞み込まれる。霧が引くようにして、体中の痛みが、それだけではなくあらゆる感覚が、薄らいでいく。




　──だめか……




　──ごめん、わたし、なにも……




　伊月の身体は、焼け焦こげた床にうつぶせに倒れていた。

　気づき、朦もう朧ろうとしたまま、頭を持ち上げる。肩に激げき痛つうが蘇よみがえった。同時に、ぼんやりと意識を包んでいた靄もやが裂かれる。きな臭い空気。炎ほのおであぶられてひりひりと痛む頰ほお。煙でしみる目。

　火目式を圧迫していた、化け生しようの気配が消えていた。

　振り向こうと床に手をつき身をひねると、固まりかけた血がぼたぼたと床に落ちる。

　背後の瓦が礫れきの中に、小さな身体が埋もれていた。全身を苛さいなむ痛みをこらえながら、伊月はそちらへと這はい寄る。破れた衣ころもはあらかた焼け、わずかな布が伊い月つきの血で濡ぬれて、童どう女じよの裸ら身しんに張り付いている。その肌はだのどこにも、鱗うろこの痕こん跡せきすらない。

　──桐きり葉は。

　声も、もう出なかった。

　桐葉のまぶたが、わずかに開いた。

「……ね……ぇ」

　かすれた声。獣けもののうなり声ではなく──幼い女の、声。

「……ごめ……あた、し……」

　それだけで伊月は泣き出しそうになった。

　──届いた。

　全身の力が抜ける。血と一緒に、伊月の意識が流れ出していく。

　遠く、ヨビの声を聞いた。

　それを覆おおい隠かくすように、いくぶんはっきりと、別の声が聞こえた。

「……らさま！　千ち木ぎ良らさま！」

　茜あかねだ。足音も聞こえる。

「千木良さま、ねえさまは無事ですか？　桐葉ちゃんは？」

　──千木良？

　──そうか、あの女……

　薄く目を開いた。

　伊月の顔をのぞきこむ、あの女の細い目。

　口元に張り付いた冷れい笑しよう。

　それが、意識を失う寸すん前ぜんに、伊月の目に焼き付いた。
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　血が広がっていた。

　乾いて固こ化かした血の池である。

　おびただしい量の赤黒い血が、焼け跡の土やすっかり炭たん化かした柱や灰の山に撒まき散らされてべっとりとこびりついている。

　崩れた宮みやの建材はところどころでなおくすぶり、炎ほのおの色をちらつかせ、灰色の煙を風に泳がせ、つんとしたにおいを漂わせている。

　陽ひは彼方かなたの山間に傾き、荒れ果てて人ひと気けのなくなった宮の敷地を茜あかね色に染めていた。夕刻だけは、朱しゆに色づいた西の空が、上じよう天てんを覆おおい尽くす不ふ吉きつな桜さくら色いろの光をわずかに忘れさせてくれる。

　豊とよ日ひは焼け跡にかがみこんで、白しろ装しよう束ぞくの襟えりをはだけさせ、小こ刀がたなで左腕の付け根の黒く焦こげた肉をえぐっていた。左腕は、ない。肩かた口ぐちからばっさりと欠けつ損そんしている。骨ののぞくただれた傷口では、焼かれて固まった肉と再生しようとする血の泡あわとがせめぎ合って、気き色しよく悪い湿った音をたてながら虫が這はい回っているように見える。

「豊とよさま」

　童どう女じよの声、それから息を吞む音が聞こえた。振り向くと、あの蝶ちようの髪をした姫が、口を両手で押さえて立っている。

「姫。なにをしておる」

　豊日は自分でも驚くほどの厳きびしい声を出した。

「出歩くな。どうやって抜け出してきたのじゃ」

　柱として立てる貴き重ちような娘である。強い火の血を持ち、なおかつ今、虫に侵おかされていない女など、代わりがいるはずもない。厳げん重じゆうに監かん視しするようにと言い置いたはずだ。

「あの、男の人みんな逃げちゃって、それで、豊さまがいないから、その」

　豊日は夕空を仰ぎ、嘆たん息そくした。逃げても無む駄だだというのに。

　ともかく、なにかことがある前に自分が見つけたのだ。よしとしよう。

「お前まえ様さま以外はみな虫に憑つかれた。見たであろ、いつ化け生しようになってもおかしくない。千ち木ぎ良らのそばにおれ」

「でも」

「なぜにわしにまとわりつく」

「ごめんなさい……でも、でも」

　姫は泣きそうな目をして、豊日から離れた場所に立ちつくし、胸に当てた両手を震わせている。豊日は急に笑い出したくなった。自分のことを心配しているのだ、この娘は。不ふ死しの肉体を持ち悠ゆう久きゆうの時を生きる己おのれを、十年と少ししか生きていない幼おさな子ごが、案じているのだ。その相手に、これからなにをされるのかも知らず。

「……豊さま、何度も火の中に飛び込んだりするから」

　豊日は、垂れ下がった衣ころもの袖そでを──今はない自分の左腕を見下ろす。

「……いつのことであったか、山やま火か事じに丸まる二日身みを置いたことがあったの。すっかり止んでから捜しに来た者の話では、炭の塊かたまりが岩にへばりついておったそうじゃが、十日ほどでわしはそこから身体からだを取り戻した。ふふ。火はいつか消えるからの……」

　姫の顔が歪ゆがむのがわかる。

「しかし、火ひ之の神かみの炎ほのおは強く、衰おとろえることもない。この腕もほとんど一瞬で灼やかれた。あれの中に身を置き続けたらどうなるのか──」

　ざ、と足音がした。姫が焼け跡の中を駆け寄ってきたのだ。乾いた血の池を踏み越えて豊とよ日ひに抱きついてくる。豊日は驚いて身を引こうとしたが、衣ころもをしっかりとつかまれ、片腕では振りほどけなかった。

「ばかもの。刀を持っているのが見えぬのか、危ない」

「豊とよさま。だめ。だめです」

　姫は潤うるんだ目で豊日を見上げる。

「どうして死のうとするの。どうして、そんな、い、痛くて、苦しくて、……」

　言葉は途中から涙に吞み込まれてしまう。

　豊日はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　やがて、自分の胸に顔を押しつけた娘の、蝶ちようの羽のように震える髪を見下ろしながら、問う。

「わしの身体からだじゃ。どうしようとわしの勝手ではないのか」

「いやです」

　姫は声を高くした。

「豊さまがあたしの身体を勝手にするなら、あたしも豊さまを、勝手に」

　豊日は息を吞んだ。右手から小こ刀がたなが滑り落ちて土に突き立つ。

「お前様、なにを」

「豊さまが死のうとしたら、何度でも止めます。死なないで。お願い」

　姫は再び豊日の胸に顔を埋め、泣きじゃくる。

　立ちつくす豊日の耳の中で、童どう女じよの言葉が何度も回る。

『──身体を勝手にするなら──』

　知っているのだ。この娘は、知っているのだ。なぜだろう。まわりの者の態度から知れたか。あるいは、鋭い火の血を持つ者の、感ずる力か。

　気づけば豊日は、その小さな身体を突き飛ばしていた。姫は血の池の中に腰をつき、灰と砂と乾いた血とがざらついた音を立てる。

「……と……よさま」

「千ち木ぎ良らのところに戻れ」

　童女は立ち上がろうとした。

「近づくな！」

　豊とよ日ひはそう叫んで、走り出した。門を抜け、林の中に飛び込み、身を寄せ合った幹みきの間を搔かき分けて泳ぐように踏み入っていく。深い木々の中には西日も届かなくなり、静せい寂じやくと、湿った暗がりが豊日を包んだ。

　下した草くさの中で立ち止まる。よろけ、膝ひざをつく。

　あの娘を放ってきてしまったことを、思い出す。

　いや、自分がなにをされるのかを知っていれば、豊日を捜し出したりせず、そのまま逃げたはずだ。むしろ豊日は逃げてくれることを望んだ。

　わからなかった。なぜ豊日のそばにいようとするのだろう。

　下草の上にぽたり、ぽたりと血がたれた。

　左肩の切せつ断だん面めんからしたたった、豊日の血だった。

　肉が蠢うごめく音が、夕暮れの林の闇やみに、まるでだれかのつぶやきのように響ひびいていた。




　　　　＊




　呼び声が聞こえる。

　──あれは。

　──わたしの名前か。

　応えようと口を開いたが、声が出ない。ひどく喉のどが渇かわいていた。

　あたりは暗くら闇やみに覆おおわれ、ところどころで潜ひそみ火が煌こう々こうと熾おこり、体中が焼けるように熱い。

　──喉のどが……渇かわいた。

　呼び声がいっそうはっきりと聞こえる。




　……汝なが名は──




　その名だけがおぼろげで、つかめない。自分で言葉にすることができない。

　──この渇きがおさまれば、名を口にできるだろうか。

　──わたしの名を……

　粘ねばり気のある闇の中を、上へ、上へと引っ張り上げられた。

　やがて──不快な光が顔に照りつける。

　目を開いた。

　すぐ上に、だれかの顔がある。切実そうな声でなにかわめきながら、肩をつかんで揺さぶっている。小さな頭の左右で、輪に結ゆった髪が末まつ期ごの蝶ちようの羽みたいに揺れ、額ひたいにある青白い五つの星がぎらついて目に痛い。

「……えさま！　いつきねえさま！」

　その童どう女じよの声のせいで、呼び声が搔かき消される。聞こえない。もう少しで、もう少しでわたしのほんとうの名がわかるのに。だれだ、こいつは。わたしの邪じや魔まをするこいつはだれだ。

　童女の首くび筋すじに目をやる。細く、皮も柔らかそうだ。歯を立てればすぐに破れてもげてしまうだろう。

　──喰ってしまおうか。

　──喉のどが渇かわいた。浴びるほど血を……

　童女がびくりと肩を震わせ、手を離した。その瞬間、起き上がって小さな身体からだを跳ね飛ばすと、「がぁあああアアアアッ」と吼ほえながら飛びかかり壁かべ際ぎわに押し倒してのしかかった。腕を踏みつけ、衣ころもの襟えりを引きちぎるほどにはだけさせ、首筋に歯を──

「ねえさま、やめて、お願い、だめ！」

　──うるさい、黙れ！

　泣きわめく童女の頭をつかんで床に叩たたきつけた。手が額ひたいの火ひ目め式しきに触れたその瞬間──

　冷たいものが一気に流れ込んでくる。

「──ぅぁああああああああっ」

　伊い月つきはのけぞり、全身を痙けい攣れんさせ、天井に向かって息を吐くと、そのまま横に倒れた。

　肩の傷口に、痛みが蘇よみがえる。否、痛みはずっとあったのだ。気づかなかっただけだ。

　冷たい床に頰ほおをあて、なおも四し肢しを震わせ、涎よだれを漏らしながら、ほんの少し前まで自分を支配していた衝しよう動どうを思い返そうとする。

　──わたしは……

　──なにを、しようとしていた？

「ね……えさま」

　身体の下で声がした。

　茜あかねが、もぞもぞと這はい出してくる。涙なみだ目めで、口の端はしが切れて血がにじんでいる。伊月はおののいた。まだ感覚のない脚あしを引きずって茜から離れると、反対側の壁際まで這って退さがり、自分の両の二にの腕うでに爪を食い込ませて、戦せん慄りつを抑えようとする。

　──わたしは今、なにをしようとしていた？

「ねえさま……大丈夫ですか」

　茜が膝ひざ歩あるきで寄ってこようとする。

「来るな」

　伊月は自分でも驚くほどの冷れい厳げんな声で制止した。

「……わたし……わたしは、どう、どうなってる？」

　自分の身体を縛しばるように、両腕に力をこめながら、上うわ目め遣づかいで訊たずねる。

「わたしの身体は、どうなってる。肌はだは？　形は変わってたり、しないか」

「……大丈夫、茜のよく知ってる伊月ねえさま、です」

「そう……か」

　緊きん張ちようしていた肺から、少しずつ息を吐き出す。まだ震えの止まらない両手を見る。人間の肌はだだ。鱗うろこが生はえていたりはしない。

「よかった。ねえさま」

　茜あかねが猫のように四つ足歩きで寄ってくると、伊い月つきの胸に飛び込んだ。

「あ、茜」

「ねえさま、もう目を覚まさないかと思った」

　首に両手が回される。温かい。人の体温だ。焼けるような熱さではなく──心安らぐぬくもりだ。

「……ごめん」

　茜の髪をなでた。

　あのまま名を呼ぶ声に応えていたら。そう思うと、伊月はぞっとする。

　──わたしはもう、半なかば人じゃないんだ。

　部屋の中を見回した。どこの宮みやかはわからない。簾すだれの吊つられた廊下側から、色濃い西日が射さし込んで、床に墨すみで描かれた大きな円形の紋もん様ようを照らしている。火ひ鎮しずめの印いんだ。急ごしらえなのだろう、円は一ひと重えで、飾り文字も崩れている。

　──そうか、蓮れん暁ぎよう舎しやは燃えてしまったんだっけ。

　遠く、火ひ護もりの鐘かねが聞こえた。町にも化け生しようが出たのだろうか。

　伊月ははっとして、茜を突き飛ばした。

「きゃ」

　童どう女じよの小さな身体からだは仰あお向むけに床に転がる。

「近づいちゃだめだ。うつるぞ」

「でも、でも、茜は大丈夫だって千ち木ぎ良らさまが言ってました」

　──千木良？

　伊月は、思い出す。炎えん上じようした蓮暁舎の壁をうち崩して踏み入ってきた、冷たい目の巫み女こ、手の甲こうに輝く火ひ目め式しき……

「長は谷せ部べの草くさ虫むし潰つぶしは特別だから、茜は虫には憑つかれないって」

「あいつが……言ってたのか」

　長谷部。

　豊日の話を聞いた後では、どうにも信用が置けない。

「だから、ねえさまが化生にならないように、ずっと名前を呼んでろって言われました」

「そう……か」

　たしかに、そのおかげで伊月は今もかろうじて踏みとどまっている。

「桐きり葉はは、その……」

　無事なのか、という問いも、言いづらい。

「今は、千ち木ぎ良らさまが見てくださってます」と、茜あかねは言った。伊い月つきは驚く。

「あいつが？」

「他のみんなも……虫に憑つかれちゃったんです。だから、一緒のお部屋で、千木良さまが、化け生しようにならないようにお祓はらいしてくださってます」

　桐きり葉はが生きていたと知れた安あん堵ど、それから不安、千木良への疑ぎ念ねん──様々な思いが、いちどきに押し寄せてくる。

「あいつは、桐葉を──殺そうとしたんだぞ」

「そんな……そんなことないです！」

　茜が急に強い口く調ちようになる。伊月は眉まゆをひそめた。

「だって、桐葉を鳴めい箭せんで」

「それは。それは、桐葉ちゃんを止めようと、でも、でも、殺そうとするなんて、そんなはずないです、だって、今だって桐葉ちゃんを見ててくれるし」

「でも」

　伊月はたしかに聞いた。

　──『まだ息がある、全き化生になる前に妾わらわが』

　殺そうとしたのだ。茜は、その言葉を聞いていないのだろう。

「千木良さまは色んなことに詳しいし、式も強いし、だから、だからきっと、みんなもよくなります」

　いくぶん誇らしげに茜は言う。伊月は複雑な気持ちになる。豊とよ日ひの言うように茜を疑っているわけではないが、長は谷せ部べへの疑念は強まるばかりだ。

　──茜と……それから常和ときわの、師し匠しようなんだっけ。

「たしかに、強かったよ。あいつ……素す手でで矢を投げて鳴箭を、なんて、そんなの聞いたこともない」

　矢や勢せいも、楽がくの音も、閃せん光こうも、すべてが弓で射いた鳴箭を凌りよう駕がしていた。

「射ぬ千ば玉たま引びきです」と茜が言う。

「なんだそれ」

「長谷部のお家に伝わる技なんです。あれができないと千木良にはなれないんだって聞きました」

「千木良になれない？　って、どういうこと」

「あ、あの、千木良というのは、代々の長谷部の巫み女こが受け継ぐ名なんだそうです。長谷部のお家には右手に火目式のある人が必ず生まれて、千木良の名と、それから色んな技とか言い伝えを守ってきたんですって」

「そんなに旧ふるい家だったのか……」

　豊とよ日ひの疑いが、伊い月つきにも理解できた。新しん興こうの公く家げにしてはおかしい。それほどの一族であれば、なぜこれまで火垂ほたる苑えんに御み明あかしを送り込んでこなかったのだろう。式を持った女が必ず生まれるというのも、にわかには信じがたい話だった。

　──とにかく、千ち木ぎ良らのところに行こう。

　宮きゆう中ちゆうに来てなにをしようとしているのか監かん視しするのが、火ひ護もり衆しゆう《し》組に臨時に移された伊月の役目だ。御明かし達と一緒にいるのに目を離しているわけにはいかない。

　立ち上がると、肩の傷にずきりと響ひびいた。

「……っう」

　巫み女こ装しよう束ぞくの襟えりからのぞきこむと、首から脇わき腹ばらにかけて布がぎっしり巻かれているのに今さらながら気づく。布には血がにじんでいた。

「ねえさま、動いちゃだめです、怪け我がしてるのに！」

　茜あかねが駆け寄ってきて袖そでを引っぱる。

　──よく生きてたな、わたしも。

　音が聞こえるほどの勢いで血が噴ふき出していたのを憶おぼえている。左腕が動かせるのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

「大丈夫、大した怪我じゃないよ」

「ど、どこがですか、血があんなに」

「ここ、どこの宮みやだ？」

　茜の頭をぽんぽん叩たたきながら伊月ははぐらかした。外がい廊ろうに面した簾すだれをのけて外を見ると、背の高い楡にれの木が塀へい沿ぞいに立ち並び、斜しや陽ようを受けて土の上に濃い影を伸べている。

「後こう宮きゆうじゃ……ないのか」

「あんぷくでん、だったかな」と茜が言う。

「安あん福ぷく殿でん？」

　薬くす師しや侍じ医いが控える建物だ。内だい裏りの中ではあるが、後宮とは反対側の南端に位置しているはずだった。なぜそんな場所にまで連れてこられたのだろう。怪我をしていたからだろうか。

「後宮には今、近づけないんです」

　茜が顔を曇らせて言った。







　外に出ると、短い間かん隔かくで打ち鳴らされる火護の鐘かねが八はつ方ぽうから聞こえてきた。伊月は思わず空を仰ぐ。夕暮れを迎えて、薄うす紅べに色の空から張り出した光の嶺みねが大地にのしかかる様さまがいっそうはっきりとわかる。最後に蓮れん暁ぎよう舎しやの中から見たときよりも、光の山はさらに肥ひ大だい化かしているような気がする。大だい内裏をそのまま吞み込めるのではないかというほどの規模である。

　門の向こう、空の低いところに目を転じると、いくつも黒こく煙えんが立ちのぼり、夕映えを汚しているのが見えた。

　伊い月つきの背せ筋すじを悪お寒かんが伝い落ちる。佳よし乃のが狂ったあの夜を、思い出したからだ。

　──化け生しようが出ているのか。

「ねえさま！　出歩いちゃだめですッ！」

　茜あかねが安あん福ぷく殿でんから駆け出してくるが、伊月は気にせず、空を目で探る。

　──でも、なぜ鳴めい箭せんが一度も飛ばない？

　内だい裏りの中央、烽ほう火か楼ろうに目をやった伊月は、思わず奇き妙みようなうめき声を漏らした。

　濃のう密みつな陽かげ炎ろうの壁で揺らぐ櫓やぐらの影、その頂いただきから青い炎ほのおが勢いよく燃え上がり、稲いな妻ずまのようにほとばしって、光の嶺みねに触れそうなほどに伸び、無数の火花となって散り散りに消える──それが何度も何度も繰り返されている。伊月は、まるで天地が逆転し、雲の上に立って雷かみなりが大地を打ち据すえるのを逆さか様さまに見ているような、吐き気のする錯さつ覚かくにとらわれた。

「ねえさま！」

　茜の声を背中に聞きながら、伊月は内裏の中央に向かって走り出した。

　月げつ華か門もんを抜けて正面の大庭に出ようとしたとき、火ひ護もりの一団とすれ違った。伊月の知らぬ顔ばかりだったが、言葉の端はし々ばしが耳に入ってくる。

「都みやこにこれほど火の血の者がおるとは」

「いちどきに化生になったら──」

「乾いぬい京きようの方はあらかた焼け野原とか」

「《ほ》組と《ち》組だけでは」

「うぬ」

「俺らも宮きゆう中ちゆうで手て一いつ杯ぱい──」

　火護達は伊月の目の前を走り過ぎて内裏の正門の方へと駆けていく。

　──町が、化生に。

　──宮中でもなにか起きてるのか。

　逡しゆん巡じゆんし、火護達がやってきた紫し宸しん殿でんの方へと走り出す。

「ねえさま、待って！」

　茜の声が追いかけてきた。

　紫宸殿──国の重要な儀ぎ式しきを執とり行う、壮そう麗れいな内裏の正せい殿でん。その正面に広がる、真っ白な真砂まさごと玉たま石いしを敷き詰めた広い庭。そこに大おお勢ぜいの人ひと影かげがあった。槍やりを持った兵ひよう部ぶの者、帯たい刀とうした刑ぎよう部ぶの者。冠かんむりや衣ころもを灰で汚し、青ざめた顔をした公く家げ達。並んだ牛ぎつ車しや。女によ官かんや更こう衣いといった後こう宮きゆうの女達の姿さえある。

　──逃げてきたのか。

「為ため子こ様、早く牛車にお乗りください！」

　庭の右手奥おくから、女官の悲鳴に近い声が聞こえた。女によう御ご達が固まっていて、そこだけ絢けん爛らんな衣ころものせいで華はなが咲いているように見えるあたりだ。

「わたくしは残ります。そなた達は先に逃げなさいな」

　女達の中心にいるのは、弘こ徽き殿でんの局つぼね──為ため子こ。

「なにを、なにをおっしゃいますか！」

「帝みかどがまだいらっしゃるというのに、妃きさきが皇こう宮ぐうを捨てて逃げるわけにはいきませんわ」

　伊い月つきは男達を押しのけてそちらに駆け寄った。

「為子様」

「まあ、外と槻つきの宮みや様。お加か減げんはよろしくて？　あら、茜あかね様も」

　微笑ほほえみを見せる余よ裕ゆうすらあることに、伊月は驚く。

「豊とよ日ひ……いや、あの、帝は」

「烽ほう火か楼ろうの熱がひどく広がって、後こう宮きゆうはもう人のいられる場所ではございませんわ。けれど帝は櫓やぐらに登って当とう代だいの御お体からだの異い変へんを確かめようと」

「まだ……中にいるんですか」

　伊月は啞あ然ぜんとする。

「ええ。わたくし達は、待つより他にできることもございませんわ」

　為子は哀かなしげな顔で言う。

「弘徽殿の方。あなた様が逃げぬと女によ官かんも逃げられませぬぞ。意い地じを張るのもたいがいになさい」

　伊月の背後から、男の声がかかる。振り向くと、紺こんの衣に冠かんむりをつけた、年の頃ころ五十ほどの恰かつ幅ぷくのいい公く卿ぎようがこちらにやってくるところだった。宮きゆう中ちゆうに疎うとい伊月も、その男の顔と名だけは知っていた。

　左さ大だい臣じん、有あり輪わの是これ保やす。帝のもとで国を掌しよう握あくする為い政せい者である。

「お父とう様こそ、さっさとお逃げあそばせ。牛ぎつ車しやの数にも限りがございますわ」

　為子は口を尖とがらせる。立場上、帝の妃である為子は臣しん下かの是保よりも目上ではあるが、二人は親子である。不ふ思し議ぎな緊きん張ちよう感があたりに張りつめた。

「私も帝からまつりごとを預かる身として、内だい裏りを空からにするわけにはゆかぬ」

「ではわたくしも同じですわ」

「あなた様は女性、御おん身みになにかあったらなんとします。聞けばこの火は女性の身に降りかかるとか」

「呼よ火びの命みことしろしめすこの国のどこへ逃げようと、罰の下るときには下りましょう」

「現うつつの火や化け生しようも出ているというのに」

「ですからお父様はどうぞお逃げなさって」

「弘徽殿の方ッ」

　災さい禍かもいっとき忘れるほどの意地の張り合いに、まわりの者はあきれて見ているしかない。伊い月つきもしばし圧倒されていたが、我に返り、二人の間に割って入る。

「と、とにかく。わたしが帝みかどを連れ戻してきます」

　紫し宸しん殿でんの脇、中庭へと続く小道に駆け込む。

「外と槻つきの宮みや様！」

「ねえさま、行っちゃだめ！」

　声を振り切って走った。渡り廊下を一つ越えた瞬間、前方からすさまじい熱風が吹きつけてきて前まえ髪がみがちりちりと焦こげた。思わず足が止まる。目を開けていられない。

　──この奥に、豊とよ日ひが？

　左手にそびえる紫宸殿、その奥の仁じ寿じゆう殿でん、さらに熱ねつ波ぱの向こうに霞かすむ烽ほう火か楼ろう──建物はこの熱の中にあって、まったく炎ほのおも煙もあげていない。ただ人の身体からだだけが拒こばまれているのだ。

　息を止め、身を低くして伊月は熱の中に飛び込んだ。激しい耳鳴りが始まる。肌はだのあちこちがねじ切れそうだ。まぶたを薄く開けているだけなのに、そのわずかな隙すき間まから熱がこじ入ってきて眼球を苛さいなむ。

　目の前に、なにかの影が現れた。

「ばかもの、戻れ！」

　野の太ぶとい声が耳に突き刺さる。見上げると、火ひ護もり装しよう束ぞくの白が壁のように立ちはだかっている。

「……頭とう領りよう？」

　矢や加か部べである。にじんできた涙のせいでよくわからないが、肩にだれかを担かついでいる。

「無理じゃ、烽火楼には近づけぬ」

　そのとき、矢加部の巨体の肩かた越ごし、中庭の方から悲鳴が聞こえた。

「頭領、まだ奥にだれか！」

「あきらめるよりない、踏み込めば灼やかれる！」

　伊月は小道を押し戻された。ほとんど矢加部に片腕で抱えられ引きずられるようにして、玉たま石いしの庭まで出る。

「ねえさま！　矢加部さま！」

　茜あかねが駆け寄ってきた。

「や、矢加部さま、火傷やけどが」

　伊月も頭領を見上げる。矢加部の顔の右半分は真っ赤に焼けただれ、鼻はな頭がしらの十文字の古ふる傷きずが白く浮かび上がり、潰つぶれた耳からは血を流している。「水を！　急いで！」と為ため子こが女によ官かんに指示する声が背後で聞こえた。

「俺は平気だ、それより豊日殿どのが」

　矢加部はそう言って、肩に担いでいた小さな身体をおろして自分の膝ひざに乗せた。

「豊日！」

　童どう子じは蒼そう白はくな顔をしていた。昼間の火で灼かれた肌はまだ癒いえきっておらず、あばたに引きつり、さらに火ひ護もり装しよう束ぞくの両袖そではむなしく垂れている。伊い月つきはかがみこんで袖をたぐった。ぐずぐずに溶けた肩口の断面が衣ころもの奥に見えた。

「見ちゃだめだ」

　顔を近づけてきた茜あかねを脇に押しやる。

　豊とよ日ひが薄うす目めを開いた。

「……御ご楼ろうは」と、血の気を失った唇くちびるがつぶやく。

「近づけませぬ。いくら豊日殿でも手足を灼やかれては」

　矢や加か部べが重たい口く調ちようで答える。

「お前様も──火傷やけどを負ってまで。余よ計けいなことを」

「なにが余計なことだ、ばか！」

　伊月は思わず叫んでいた。

「なんでそう、いつも、無む茶ちやばっかり」

　言葉の途中で、喉のどの奥から熱いものがこみ上げてきて、伊月は言葉に詰まる。

　豊日は伊月から顔をそむけた。

「主しゆ上じよう。ご無事で──」

　伊月のすぐ後ろから顔を出した有あり輪わの是これ保やすは、豊日の姿を見て息を吞む。

「……是保、まだ逃げぬのか」

「都みやこにも火が広がっております。その……」左さ大だい臣じんは、沈ちん痛つうな面もちになり、言い淀よどむ。「若い女子おなごが突然、化け生しようと化したという報がいくつも」

　真砂まさごを踏む足音が伊月のまわりに集まってきた。見回すと、公く卿ぎようや、省庁の高官と見られる者達である。

「正せい護ご役やくに流れ込む力が多すぎて、矢の形に成せぬのです。だから今、化生が出ても放って逃げるしかない」

　そう言って首を振るのは、天てん文もん省の浅あさ黄ぎ色いろの衣を纏まとった年若い男だ。

「ばかな。では、都が焼かれるのを黙って見ておれと」

「なんとかならぬのか」

「火護を割さいて火消しにあたるも限度がござる」

　殿てん上じよう人びと達が口々に不ふ吉きつな会話をのぼらせる。伊月は目眩めまいをこらえるのに必死だった。風が強まり、ひっきりなしに打ち鳴らされる火護の鐘かねの音を運んでくる。煙のにおい、血のにおい。吐き気。うめき声。名を呼ぶ声。

　──常和ときわは今、火ひ目めとして働いていない。

　──みんな焼かれる。

　──宮みやも、町も、家も、人も、みんな……灰になる。

　耳の中で、ヨビの声が再び高まる。火目式しきにぞくぞくするような快感がこみあげ、それが熱い塊かたまりに転じたかと思うと、最後には激げき痛つうとなって破は裂れつした。

「……くぁッ」

　伊い月つきが膝ひざを折って真砂まさごの上にくずおれるのと、背後で女の悲鳴が響ひびくのが、ほとんど同時だった。歯を食いしばって首をねじ曲げると、牛ぎつ車しやの密みつ集しゆうしたあたりにふくれあがった青い炎ほのおの煌きらめきが目に入る。

「火じゃあ」

「散れ、散れ！」

「神しん罰ばつじゃ、逃げろォッ」

　衣い冠かん姿すがたの男達が、桜さくら色いろの衣ころもの女によ官かん達が、砂を踏み鳴らしながら散っていく。燃えさかる青い火の中で、車につながれた黒い牛がのたうち回り、どうと倒れる。牛車の中から、さらにいくつかの女の叫び声が聞こえた。

　立ち上がり、駆け出そうとした伊月の脚あしに、だれかが抱きついてくる。

「ねえさま、だめ、行っちゃだめ！」

「放せッ」

　真砂の上に這はいつくばり、伊月はもがいた。人々の恐きよう慌こうの声があたりを埋め尽くす。

　そのとき──

　白と紅あかの影が伊月の視し界かいをさっと遮さえぎった。

　巫み女こ装しよう束ぞくの長い袖そでをひるがえし、逆さか巻まく熱風に長い白はく髪はつをはためかせながら、その人ひと影かげは一歩のためらいもなく青い炎の中に飛び込んでいく。その手の甲こうに煌きらめく、青白い五つ星が見えた。

　──千ち木ぎ良ら！

　炎が巫女の身体からだを完全に吞み込んだ瞬間、巫女の右手が高く差し上げられた。その鋭い手しゆ刀とうが閃せん光こうの軌き跡せきを描き──振り下ろされた先は、自身の左ひだり手て首くびだった。

　鮮せん血けつが扇おうぎ状じようにほとばしる。

　群ぐん衆しゆうから押し殺した悲鳴があがった。しかしすぐに、みな絶ぜつ句くする。

　千木良が──舞っている。

　炎の中で、人の言葉とも思えぬ抑よく揚ようの激しい呪じゆ言ごんを吟ぎんじながら、両手を火の流れに同化させるように打ち振り、鮮血を撒まき散らし、踊っている。

　伊月は信じられぬ思いで、それを見ていた。

　千木良の手首から噴ふき出す血ち潮しおが宙にいくつも弧こを描き、まるで青い炎が血の赤に吸い取られていくように萎しぼんでいく様さまを、見ていた。

「……火が」

「消える。消えるぞ」

　だれともなく、そんなつぶやきが聞こえた。

　火が完全に消えたとき、牛ぎつ車しやの簾すだれも、ぐずぐずに溶けた牛の屍しかばねも、千ち木ぎ良らの装しよう束ぞくも、そのまわりの地面の白い真砂まさごも、一面が血に染まっていた。

　一人として口を開くものはなかった。千木良は髪の飾り紐ひもを一本ちぎりとると、もう一方の端はしを口にくわえ、まだどくどくと血をしたたらせている左の手首をしばって止し血けつした。

「中の方の手当てを」

　牛車を指さし、くっきりした声で言う。

　ようやく我に返った女によ官かんや侍じ医いが、血けつ相そうを変えて牛車に駆け寄り簾の中から更こう衣いや女によう御ごを運び出す。

　ざく、ざくと砂を踏み鳴らしながら、千木良がこちらに歩み寄ってきた。

　集まっていた公く卿ぎよう達が、気け圧おされて退のき、道を開ける。

「南な殿でん前の御お庭にわを穢けがしたこと、お赦ゆるしくりゃれ、主しゆ上じよう」

　豊とよ日ひに向かって言う。

　その顔は血の気を失い、髪の色と見分けがつかぬほどにまで青ざめているが、それでも目に宿る冷たい光は消えていない。伊い月つきは背せ筋すじにぞくりとしたものを感じた。

「よい。助けられたな。……御み明あかし達はどうした」

　矢や加か部べの身体からだに背を預けた豊日は、吐と息いきまじりに問う。

「虫に憑つかれ、もはや手遅れゆえ、石いし室むろに」

　伊月ははっとする。抱きついていた茜あかねの腕からも驚きが伝わってくる。

　──地下に閉じこめたのか。なんて……ことを。

「主上、この者は」

　是これ保やすが耳打ちしたのが聞こえた。

「長は谷せ部べの巫み女こよ。千木良という。わしが呼んだ」

「妾わらわをお呼びになったのは、地に降りんとされる呼よ火びの命みことを鎮しずめるためでありましょうぞ」

　そう言って、千木良はまた一歩、近づいてくる。

「やはり、呼火命が……降りると」

「まことであったのか。なんと。なんと畏おそれ多い」

「そなた、そなた、鎮める法を知っておると申すか」

　公卿達が色めき立つ。

　千木良の薄い唇くちびるは、しばらくの間、固く引き結ばれていた。しかし伊月には、それが酷こく薄はくな冷れい笑しように見えた。

　──こいつは。

　──こいつは……

「帝みかどもご存じでありましょう」

　やがて、千木良が口を開く。公卿達の目が、一いつ斉せいに豊日に集まった。

　童どう子じは苦にがい顔で沈ちん黙もくしている。

「遡さかのぼること二十六代だい三百余よ年ねん──建けん国こくの折、帝みかどが霞かすみ楼ろうを立てられたときと、同じ法ぞ」

　伊い月つきもまた、豊とよ日ひの顔を見た。

　言うな。言ってはならない。そんな無言の念ねんが、その苦く渋じゆうの表情から発せられているような気がした。しかし、伊月は千ち木ぎ良らに目を戻す。知りたかった。豊日がなにをもってヨビの御霊みたまを鎮しずめ天へと返したのか、知りたかった。その場のすべての者が、千木良の言葉を待っていた。

　しばしの沈ちん黙もくを、遠い火ひ護もりの鐘かねが埋める。

　やがて長は谷せ部べの巫み女こは、微び光こうに曇る空を仰ぎ──口を開いた。

「火の女を一人、柱に立て、そこに呼よ火びの命みことを導き降ろし奉たてまつり、他の火の血を捧ささげ、以もつて荒あらぶる火ひ之の神かみを鎮め天に返します」

「火の血を……捧げる？」

　だれかが繰り返した。

「贄にえとして、首と四し肢しを斬きり、身の血をすべて絞しぼり出し──柱の者はその生き血に浴するのです。火の血は強ければ強いほど、多ければ多いほど良し」

　いくつも、息を吞む音が聞こえた。

　自分の喉のどが痙けい攣れんしているのが伊月にはわかった。

　──どうして。

　──どうして、そんなことを知っている。

　──三百年前のことを、どうしてこいつが知っている。

「なんと、むごい」公く卿ぎようのだれかがうめく。

「皆様方がたもご覧らんになったかえ。火之神の炎ほのおは、火の血で鎮まる」

　千木良が言う。

　皆が、血まみれの牛ぎつ車しやに目をやる。

　千木良の血によって、消えた異い形ぎようの炎──

「しかし、贄とする火の血など、だれを……」

　左さ大だい臣じん是これ保やすがそう言いかけ、はっと顔をこわばらせて口をつぐんだ。おそらく、その場の者がみな思い至っただろう。伊月にも、わかった。

　いる。いるのだ。犠ぎ牲せいにするための、強い火の血を持つ者達が。

「御み明あかしを──殺あやめよと言うか」

　豊日が、絞り出すような声で言った。伊月は慄りつ然ぜんとする。なにか、なにか言わなくてはならない。そんなばかなことがあっていいはずがない。けれど、言葉が出てこない。

　千木良はうなずく。

「いずれ虫に憑つかれ、いつ化け生しようになるとも知れぬ者なれば」

　その冷れい淡たんな声が、伊月には、伊月の耳にだけは、せせら笑いに聞こえる。

　──殺す？

　──あの娘達を、みんな殺すのか。

　あたりの熱気がすっと消え、伊い月つきの全身を寒気が押し包む。




　──『この国は』

　──『そうやって三百年、守られてきた』




　いつかの夜に聞いた、豊とよ日ひの言葉が、冷たい声が、伊月の耳の中にこだまする。自分の胸をきつく抱き、寒気を押し殺そうとしたが、無む駄だだった。

「長は谷せ部べの。柱の者を立てる──と申したな」

　左さ大だい臣じん是これ保やすが千ち木ぎ良らに問う声が、虚うつろに響ひびく。

「それは、当とう代だいのことか」

「いえ。当代お一ひと方かたでは受けきれませぬでしょう。初代、霞かすみ楼ろうほどの方ならばいざ知らず……そも、烽ほう火か楼ろうに近づけなくては血で鎮しずめるも能あたわず。他の者を立て、分ぶん霊れいいたします」

「他の者、とは」

「ただ一人、虫の憑ついておらぬ御み明あかしが──そこに、おりますぞえ」

　伊月の腰をつかんでいた指に、力がこもるのがわかった。

　千木良が指さした先──伊月の背に隠かくれるようにして立っていた茜あかねに、皆の目が集まる。

「……あつらえたかのようだな」

　是保のつぶやきを、伊月は聞き取っていた。

　そうだ。おかしい。なぜ、ここまで千木良の描いた通りにことが運ぶのか。

「なぜ、虫の憑いておらぬ者でなければならぬ？」

　不信感を隠かくそうともしない口く調ちようで是保は質ただす。千木良は薄く笑ったように見えた。

「そも、火草ほくさ虫むしとは、火ひ之の神かみが自らを受け入れる肉体を見出すために地上に下されたもの」

　聞いていた者達はみな、ぞっとした顔を天に向け、もやもやと舞う光こう粒りゆうの群れを目にし、また巫み女こに目を戻した。

「虫を受けた者に神かみ降おろしを行えば、火之神は天に戻られませぬ。そのまま地にましまされ、ことごとくを灼やき尽くしましょう。であれば、虫のない火の女に迎え入れ──」

　千木良の細い目が、茜を見み据すえる。

「呼よ火びの命みことを、欺あざむき奉たてまつります」

「……あつらえたかのようだ」

　是保が繰り返す。伊月の感じる寒気は強まる。すべてが長谷部の思おも惑わく通りに進んで、取り返しのつかない場所にまで押し流されてしまっている。そんな気がする。

「柱の者も、よもや助かるまいな」

　左さ大だい臣じんは目を細め、問い質ただす。千ち木ぎ良らは首しゆ肯こうした。

「神しん霊れいを受けては、人の身は耐えきれるはずもなし」

「火垂ほたるを賜たまわった者が一人もおらぬようになるのか。護ご国こくが危ういぞ」

　長は谷せ部べの巫み女こは、冷れい笑しようした。

「当とう代だいを損そこない国が滅びては元も子もなし。仕方ありますまい。それに、御み明あかし五人ですら足りぬおそれもある。──妾わらわも、贄にえとなりましょうぞ」

　千木良の言葉に、公く卿ぎよう達はみな絶ぜつ句くし、うめく。

「……よいのか、そなた、それで」と、是これ保やすが顔をしかめながら問う。

「もとよりこの身は観あきの宮みやに捧ささげられたもの」

　眉まゆ一つ動かさず、千木良は答えた。

「我が血が、尊そん霊れいの糧かてとなることを思うと、悦よろこびに堪たえませぬ」

　両手で自らの二にの腕うでを握りしめ、うっとりとした笑みを浮かべて、千木良は身を震わせる。

　冷たい汗が伊い月つきの背せ筋すじを伝い落ちた。

　──自ら、犠ぎ牲せいになるというのか。そんな……

「しかし、それより他ないのでは」

「うむ……致いたし方かたないか」

「御明かしを出した家になんと言えば」

「化け生しようになるよりは……」

　公卿達が額ひたいを突き合わせ、ぼそぼそと言葉を交わすのが聞こえた。いきり立った伊月が口を開きかけた、そのとき──




「やむを得ぬ。柱を立て、血を以もつて鎮しずめる」




　童どう子じの声が響ひびいた。公卿が、一いつ斉せいに冠かんむりを垂れる。

　伊月は喉のど元もとまで出かかった声を吞み込み、振り向く。

　豊とよ日ひの顔は、青ざめていた。首と背中を使ってひどく苦労して矢や加か部べの膝ひざの上から起き上がり、砂の上に立つと、衆しゆう人じんを見回す。

「伯はく。供く犠ぎ堂の準備を。明朝までじゃ」

「御ぎよ意い」と、一人の老人が深く礼れいした。神じん祇ぎ伯はく──神祇官かんを束ねる司つかさだ。

「待って」

　ようやく言葉が伊月の口から漏れ出た。

　豊日が、目を上げる。伊月はぞくりとする。

　──なんて……冷たい目。

　──ほんとうに、わたしの知ってる豊日なのか。

「本気で言ってるのか。御み明あかしを……みんな、殺す、なん、て」

　豊とよ日ひは目を伏せ、もう一度だけ伊い月つきを見上げた。

　しかし答えず、背を向け、東ひがし門もんの方へと歩き出そうとする。伊月はかっとなり、駆け寄ってその肩をつかんだ。

「放せ」と、振り向かぬまま豊日は言う。

「ふざけるなッ」

　こらえていた熱い感情が伊月の口からあふれ出た。

「また、また殺すのか。国のためとか言って、女を殺すのか」

「伊月ッ」

「外と槻つきの宮みやの方、お控えなさりませ！」

　いくつもの制止する声が飛ぶ。伊月はかまわず豊日を振り向かせ襟えり首くびをねじり上げた。

「豊日ッ！」

　童どう子じの両りよう眼めには深い闇やみが溜たまっていた。なんの表情もない。死人のようだ。背後に、槍やりや刀がぶつかりあう金属音、そして足音が集まってきた。いくつもの手が伸びてきて伊月を豊日から引きはがした。

「くそ、放せ！　豊日ッ！」

「外槻宮の方、ご乱らん心しんめされるな！」
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　刑ぎよう部ぶの者の手によって伊い月つきは砂の上に押しつけられるようにして拘こう束そくされる。背中にねじり回された腕がぎりりと痛む。

「……その者も虫を受け、化け生しようになりかけておる。石いし室むろに入れよ」

　豊とよ日ひの、冷たい声が降ってくる。

　伊月は信じられぬ思いで童どう子じの顔を見上げる。沈みかけた落らく陽ようを背に、その顔は影になって見えない。自らの血がざわめく音が耳を埋め尽くし、他のなにも聞こえなくなる。そのおぞましい静せい寂じやくの中で、ヨビの声が高まる。

　伊月は吐くように豊日の名を叫んだ。自分の声すら聞こえなかった。童子の火ひ護もり装しよう束ぞくがひるがえり、伊月に背を向ける。公く卿ぎようを連れ、門の方へと歩み去っていく。

　砂を搔かきむしり、押さえつける手から逃れようともがきながら、何度も豊日の名を呼んだ。答えはなく、かわりに呼び声と、哄こう笑しよう、獣けものの咆ほう吼こう、木々が燃えて軋きしむ音──それらが入り混じった、痛いほどの耳鳴りが伊月を押し潰つぶそうとしていた。




　　　　＊




　ひっきりなしに打ち鳴らされる火護の鐘かねが、ぴったりと閉じられた戸の向こうから聞こえている。煤すすのにおい、そして焼けた肉と血と脂あぶらのにおい──肌はだがむずがゆくなるような臭気もかすかに漂っている。

　ここ一月で、このにおいにもすっかり慣れてしまった、と茜あかねは思う。

　茜が入れられているのは、蘭らん林りん坊ぼうと呼ばれる、神具を収めるための倉庫の一室である。さきほど火が出た内だい裏りの庭からはかなり離れた場所だが、それでも臭気は嗅かぎ取ることができた。

　──ねえさまは。

　──火護は、みんなこのにおいの中で戦ってるんだ。

　帝みかどの、御み明あかしをすべて贄にえとする詔しよう勅ちよくにただ一人反対し、捕らえられてしまった伊月のことを茜は思い返す。

　──まさか豊とよさまは、伊月ねえさまも……

　膝ひざ頭がしらに爪を立て、頭を振って茜はその想像を振り払う。

　しゃん、と戸の外で澄すんだ高い音がした。鈴すずの音だ。

　茜が顔を上げると、板いた戸どが開き、紅白の装しよう束ぞくの女が入ってきた。暗がりで白の髪が映える。

「千ち木ぎ良らさま」

　長は谷せ部べの巫み女この後ろに、さらに二人の男の姿があった。茜は詳しくないのでわからないが、その装束は神しん職しよくのものらしい。

「千木良殿どの、手て短みじかに」

　男の一人が言って、廊下側から戸を閉めた。千木良は茜のすぐ目の前に坐ざす。

「あの、伊い月つきねえさまは」

　腰を浮かせた茜あかねの肩に、千ち木ぎ良らは手を置いた。

「じきに、そなたとともに石いし室むろに入れる」

　石室。

　──地下牢ろう。

「気休めに過ぎぬが、地上よりはいくらか火ひ之の神かみの御お声こえが届かぬ」

　茜は、ぺたりと力なく床に尻をつく。

「……みんな、死んじゃうのですか」

「怖いかえ」

　千木良は微笑ほほえんだ。

　──怖い？

　恐怖ではない気がした。村を襲おそった大おお蜘ぐ蛛もの化け生しようを見たとき、異い形ぎようと成り果てた中ちゆう宮ぐう時とき子この姿を見たときに感じたものとは、ちがう。

　茜は首を振った。ただわからないだけだ。怖くはない。薄うす闇やみに比べれば、まったくの暗くら闇やみが怖くないのと同じように。

「霞かすみ御ご前ぜんも、そなたのように、恐れることなく降こう神しんの儀ぎに赴おもむいたと聞く」

「……かすみ？」

　何度か聞いた名だった。

「初代の火ひ目めぞ。長は谷せ部べの典てん伶れいであったと伝えられておる」

　──最初の火目さまも、長谷部の？

　典伶とは舞ぶ楽がくを司つかさどる巫み女この見習いである。おそらく自分と同じくらいの年とし頃ごろだったのだろう。

　今の自分が置かれている状況が、何百年も前から定められていたことのような──そんな寒気のする想そう念ねんに、茜はふと捕らわれた。

「霞御前は帝みかどに従う道を選ばれた。我らの苦しみはそこが始まり」

　千木良の目は遠くを泳いでいる。

「苦しみ……なのですか」

「そなた、火目のまことを知っておるのであろ」

　茜は口ごもり、うなずいた。

　──佳よし乃のさまに聞いた。

　──この目で……なれの果てを見た。

「烽ほう火か楼ろうは苦しみしかもたらさぬ。火の血を火で塗り広げ、なんのための泰たい平へいか」

　佳乃も、同じことを言っていた。

　この国は、間違っていると。

　では──

「……あ、茜あかねが、やらなかったら、どうなるのでしょう」

　おずおずと師に訊たずねる。

　千ち木ぎ良らの目は遠いままだ。

「呼よ火びの命みことの御霊みたまは、当とう代だいの御お体からだを食い破り、鎮しずめられぬままに七日七晩は地を吹き荒れるであろ。その後、天に帰られたとて──正せい護ご役やくも、御み明あかしもおらぬようになる」

　茜はぞっとする。屍しかばねの灰で埋め尽くされた焦しよう土どを、化け生しようが闊かつ歩ぽし、残された無力な人々を喰らっていくのだ。

「しかし、そなたに分ぶん霊れいし鎮め奉たてまつったとて、同じこと」

　千木良がようやく茜を見た。

　師の目には、はじめて見る哀かなしみの色が溜たまっている。

「……同じ」

「同じぞ。刹せつ那なの烈れつ火かが、肌はだを焦こがす熾おき火びに変わるだけのこと。我ら火の眷けん属ぞくの苦しみは終わらぬ。火の血を贄にえに、人が生き延びる──霞かすみ御ご前ぜんの造り出した鎖くさりは絶えぬ」

「でも。でも……おやかたさまは。御み狩かりさまは。人を護まもれるように、強くなれとおっしゃいました」

　長は谷せ部べの御狩──長谷部の当主である男に、茜は一度だけまみえたことがある。一年前、長谷部の家に引き取られてすぐのことだ。そのとき御狩は、人の世を護る火ひ目めとなれと、言った。

　千木良が顔を歪ゆがめる。嗤わらっているようにも見える。

「笑しよう止し。あの男が人の世の護りを語るか。長谷部の者は、火の女など鋤すきや鍬くわほどにしか考えておらぬ。造り損そこねれば鋳い潰つぶし、錆さびれば棄すてる。……道具ぞ」

　千木良は自分の胸を両腕で抱き、目を見開き、肩を震わせる。

「ち、ぎら、さま……」

　茜は声を詰まらせる。

　──わからない。

　──なにを言っているのか、わからない。

　茜の火目式しきに、千木良のどろりとした黒い感情が流れ込んでくる。

「もう、もうよい。そなたで終わらせよう」

　千木良のこわばった顔が、不ぶ気き味みな愉ゆ悦えつを含んだ笑みにはっきりと変わっていく。

「我らヨビの娘は、みな一つに還かえろうぞ。あの、美しく燃え立つ紅あかの海に」

　茜の全身を、ぞわぞわと違い和わ感かんが覆おおい尽くす。

　だれだろう。今、目の前で歪んだ悦よろこびに打ち震えているこの女は、だれだろう。

　なにを言っているのだろう。

　わからない。

　わからない──




　しゃなり、と鈴すずが鳴った。




　千ち木ぎ良らの手首に結びつけられた神楽かぐら鈴だ。茜あかねの思し考こうは断ち切られる。

　すぐ目の前に、師の薄い微笑ほほえみがある。

「案ずるな。妾わらわに委ゆだねればよい」

　千木良が言う。

　──そうか。大丈夫なんだ。

　茜の頭に、千木良の声が直じかに潜もぐり込んでくる。

　──きっと、千木良さまが、なんとかしてくれるんだ。

「千木良殿どの。石いし室むろが空いた。時間じゃ」

　戸の外から聞こえた男の声に、巫み女こはすっと立ち上がる。

　茜は不意に、真夜中の迷まい子ごのような茫ぼう漠ばくとした不安にとらわれる。

　──行ってしまう。

　──千木良さまが、行ってしまう。

「夜明けまでには必ず戻る」

　千木良が言った。立ち上がってうつむいたその顔は、影に沈んで、見えない。

「石室で待て」

　二人の男に連れられて千木良が出て行ってしまった後も、茜の耳の中で、千木良の言葉がこだましていた。

　──『還かえろうぞ』

　──『一つに還ろうぞ』

　──『美しく燃え立つ紅あかの海に……』




　　　　＊




　暗くら闇やみの中に火花が閃ひらめく。

　ごつごつした石の天井、床、頑がん丈じような木組みの格こう子しが一瞬だけ照らし出されて浮かび上がり、再び闇に没する。

　格子に手をかけて荒い息をついた伊い月つきは、ぐったりと床に腰を下ろした。

　何度やってもだめだった。格子を焼き切るほどの火など、とてもではないが出せない。

　──くそ。

　──佳よし乃のみたいには、いかないか……

　自分の手をじっと見下ろす。まったく明かりのない闇の中のはずなのに、その肌はだがほのかに青あお黒ぐろくなり、爪が不自然に尖とがって伸びているのが見えた。

　伊い月つきはぞっとする。

　──わたしの身体からだも、化け生しように近づいている。

　むしろ化生になってしまえば、こんな木き格ごう子しごとき腕の一ひと振ふりで吹き飛ばせるだろうか。そんなことをほんの一瞬だけ伊月は考え、すぐに頭を振って追い払う。

　──茜あかねや、桐きり葉はは……

　──他のみんなは、どうしてるだろう。

　伊月が閉じこめられているのは、大おお蔵くらの地下の石いし室むろだった。茜だけは、同じ頃に連れてこられたのを見た。まだ奥に閉じこめられているのだろうか。

　分ぶん霊れいの儀ぎ。

　茜を柱として、呼よ火びの命みことの御霊みたまを火ひ目めから分けて降ろし、御み明あかしの血を浴びせて鎮しずめるという。その様よう子すを思い描くと、寒気で肩が震えた。

　──豊とよ日ひ。

　──ほんとうに、御明かしを殺すつもりなのか。

　最後に見た、童どう子じの眼めの暗くら闇やみを思い出すと、伊月は泣き出したくなる。

　──三百年前にやったこと……

　──わたしに知られたくないと言ったのは、それか。

　伊月は格子を殴なぐりつけた。鈍い音が洞ほら穴あなに反はん響きようする。

　──何人も殺したことは、わかってたことじゃないか。

　──今さら……

　今さら豊日を赦ゆるすつもりはなかった。責めるつもりもなかった。ただ、話してくれなかったことが腹立たしい。

　両膝ひざを抱え、緋ひ色いろ袴ばかまの膝ひざ頭がしらに額ひたいを押しつけた。

　千ち木ぎ良らに言われなくとも、豊日はやるつもりだったのだ。伊月にはそれがわかる。

　話せば、伊月が止めただろう。だから──黙っていた。

　憤いきどおりよりも、哀かなしみの方が大きい。

　──なんで、泣きそうになってるんだろ。

　熱くなってきたまぶたを袴にこすりつける。

　──けっきょくわたしは、なんでもなかったんだ。

　──豊日にとっては、大おお勢ぜいいる贄にえの一人なんだ。

　なぜ自分も斬きられて血を絞しぼり出される役に回されないのだろう、と伊月は思う。幼い御明かし達よりも、よほど危険な存在であるはずなのに。

　──佳よし乃のは、大丈夫なのかな。

　知る限り、最も化生に近しい者のことを伊月は思い出す。

　廃はい火かの儀ぎ以来、一度も顔を合わせていない。下へ手たをすれば一生片かた腕うでが動かなくなるほどの大おお怪け我がを負っていたが、一いち命めいは取り留めたと聞いた。今また、伊い月つきと同じように、火ひ之の神かみの呼び声に苛さいなまれているのだろうか。

　今なら、伊月は、あのとき──烽ほう火か楼ろうの頂いただきで佳よし乃のが言ったことが理解できる。

　人をやめて、人を喰う側に回ってしまえば、楽になるだろう。

　それがなんの意味もないことだと、知っていても。

　苦しみが終わるわけではないとわかってはいても──

　呼び声から耳をそむける気力が、萎なえていく。




　……汝なが名は──




　伊月は両膝ひざをきつく抱えて、頭の中に鳴り響ひびく声に聞き入った。

　母親が耳元で優しく口ずさむ子こ守もり歌うたのような暖かさがある。冬の朝のまどろみのような抗あらがい難さがある。




　……汝が名は、──。




　聴きいた。

　伊月はたしかにその名を聴いた。

　ふと顔を上げると、暗くら闇やみの中、すぐそばに、紅白の装しよう束ぞくを纏まとった女がしゃがみこんでいる。

　目が合った。

　──わたし……だ。

　琥こ珀はく色の眼光が伊月を捉とらえる。

　もう一人の伊月が、這はい寄って、手を伸ばしてくる。微笑ほほえみを浮かべたその口がぞろりと裂けて、牙きばがのぞく。肌はだからは黄金こがね色に燃える体たい毛もうがざわざわと伸び、顔も首くび筋すじも覆おおい尽くす。石の床についた手は鉤かぎ爪づめの伸びた強きよう靱じんな前脚あしに変化している。

　しゅう、と音がした。

　伊月の顔に、獣けもののにおいのする息が吐きかけられる。

　目の前にその獣の顔があった。琥珀色の眼球が痛いほどにぎらつく。

　──わたしだ。

　──これは、わたしだ。

　動けない。全身がこわばり、魅み入いられたように動けない。恐怖と、甘かん美びな期待が入り混じったどろどろの感情が伊月の手足に粘ついて、動けない。

「……汝が名は、──」

　獣けものが言った。人の喉のどからは決して発せられることのない、古くに失われた名を口にした。

「……吾あが名は──」

　伊い月つきは応えようとした。

　──だめだ。

　最後に残った人の部分が叫ぶ。

　──応えてはだめだ！

　嚙かみしめた唇くちびるの間から、自分の喉から、獣のうなり声が漏れ出る。

　──わたしの。

　琥こ珀はく色の光の中に、吸い込まれそうになる。

　──わたしの、名は……




「伊月さん！」




　声が響ひびいた。獣が白い体毛を振り乱してのけぞり、奇き怪かいな吼ほえ声をあげる。石いし室むろがびりびりと揺れる。否──吼えているのは伊月自じ身しんだ。獣の姿はかき消え、かわりにぼんやりした人ひと影かげが目の前に立っている。しきりになにかを叫んでいる。そのせいで火ひ之の神かみの声が聞こえない。呼び声を妨さまたげている。激しい怒りが火ひ目め式しきを灼やいた。伊月は立ち上がり、涎よだれを散らし、その人影の両腕に鉤かぎ爪づめを突き立て、牙きばをむき──

「伊月さんッ！」

　目の前で光が弾はじけた。

「がァッ」

　天てん井じようを仰ぎ、吐き出した咆ほう吼こうとともに、伊月の体内の熱が抜けていく。ヨビの声が、激しい飢うえが、渇かわきが流れ出し、手足が力を失い、伊月は石の床に崩れ落ちそうになる。細い両腕がそれを抱き留め、かろうじて支えた。

　黒い衣ころもの胸にぐったりと頭を預け、しばらく伊月は息をついた。

　──わたしは……

　──また、取り込まれるところだった。

　顔を上げる。

　そこにあるのは、ほっそりとした青白い面、赤みがかった細い眼め、夜の河のような黒くろ髪かみ。

「……佳よし乃の？」

　佳乃だ。

　幻ではない。

　伊月の唇が震える。

　もう、逢あえないかもしれないと思っていた。

　泣き出しそうになるのをこらえる伊い月つきの目の前で、佳よし乃のは涙を浮かべて微笑ほほえむ。

「よかった。伊月さん」

　背中に回された腕が、伊月の身体からだを強く引き寄せる。

「よ……し、の」

　潤うるんできたまぶたを、佳乃の衣ころもの胸に押しつけた。ぴったりと触れた脇わき腹ばらの式から、感情が流れ出して入り混じる。逢あいたかった。ずっと逢いたかった。言葉にしなくても伝わるその想いが、自分のものなのか、佳乃のものなのか、伊月にはわからない。

　しばらく、佳乃の体温を頰ほおに感じていた。けだるさが全身を包んでいた。

　乱れていた頭の中が、少しずつ醒さめていく。

　──化け生しようになりかけてた。

　──佳乃が……呼んでくれたのか。

　その佳乃を、伊月は殺そうとしていたのだ。先刻まで身体にみなぎっていた獣けものの憤いきどおりを、伊月ははっきりと思い出すことができる。知らずと身体が震えた。

「……ごめん、わたし……また」

　情なさけない思いでいっぱいだった。伊月は火ひ護もりなのだ。それなのに、化生になってしまった方が楽だなどと一瞬でも考えた自分が、ヨビの声に屈しそうになった自分が、情けなかった。

　──佳乃に、助けられるなんて。

「そんなにわたくしに助けられるのが癪しやくですの？」

　耳元で佳乃が囁ささやいた。

　伊月ははっとして、腕を突っ張って佳乃から身体を離した。火ひ目め式しきが密着していたせいで、考えていたことが漏れたのだ。

「んんん」

　気まずくなり、口ごもってうつむく。佳乃が笑っているのがわかった。

「……なんでこんなとこにいるんだ」

　憎にくまれ口が勝手に出てくる。佳乃はくすくすと笑った。

「窮きゆうした部下を助けるのは、頭かしらのつとめですわ」

　伊月は佳乃の愉ゆ快かいそうな顔を見て首を傾かしげる。なにを言っているのか、よくわからなかった。

「……部下？」

「あら。聞いていませんか？　今、伊月さんはわたくしの部下ですのよ」

「おまえ、なに言って……」

　そこで、あらためて佳乃のかっこうを見た伊月は、言葉を断ち切られる。

　佳乃の装しよう束ぞくは袖そでのない黒こく衣いだ。玻は璃り寄よせ装束に似ているが、動きやすいようにするためか袴はかまは絞しぼられ、両腕には手てつ甲こうつきの黒い布が巻かれている。腰こし帯おびにだけ、赤と金の飾り紐ひもが色を添えていた。

　その飾り紐ひもの止め具に、菱ひし形がたに囲まれた《し》の一字が描かれている。

　菱文も字じは、火ひ護もり衆しゆうの組の証あかしだ。

　──火護衆、《し》組。

　伊い月つきは思わず声をあげそうになった。

　豊とよ日ひに言われたことを思い出す。《と》組を一時的に離れ、頭とう領りようともう一人しかいない《し》組になると、では、それでは──

「よ……佳よし乃のが、《し》組の、……頭領？」

「よろしくお願いします」

　佳乃はにこやかに言う。

　伊月は混乱しきって、もう言葉も出てこない。

　なぜ佳乃が火護に。自分を助けに来た理由もわからない。帝みかどの命めいで捕らえられた囚しゆう人じんを勝手に連れ出せば罪は免まぬがれないというのに。

「ともかくお話は後で。出ましょう。ここは空気がよくありませんわ」

　佳乃に手を引かれ、伊月は格こう子し戸どをくぐった。暗くてよく見えなかったが、戸のすぐ外に落ちていた黒っぽい塊かたまりは、おそらく熱で溶かされた錠じよう前まえだろう。焼けた鉄のえぐみのあるにおいも漂っていた。

　──やっぱり、放ほう免めん、ってわけじゃないんだ。どうして……

　牢ろうのすぐ外は土を掘って石を埋め込み補強した狭い通路が左右に続いている。人が二人ようやくすれ違えるほどの幅だ。佳乃は伊月の手を引いたまま、かすかに明かりの差し込んでいる、左手の出口の方へと歩き出しかけた。

「待って、佳乃」

　伊月はその手を引っぱる。佳乃が立ち止まって振り向いた。

「奥に、茜あかねがいるんだ。茜も──助けないと」

　逆光の中、佳乃が眉まゆをひそめるのが見えた。

「……茜さんまで連れ出してもいいとは言われておりませんわ」

　──連れ出していい？

「でも。わたしはまだいい、茜はほっといたら殺される」

「連れ出せば騒ぎに」

「そんなこと言ってる場合か！」

　──わたしが逃げ出した時点で騒ぎになるじゃないか。なに言ってるんだ。

　落ち着き払った佳乃の素そ振ぶりに、伊月はいらだち始めていた。

「後で話します、とにかく出ないと」

「わたしだけ逃げたってしょうがないだろ」

「頭領の命です、聞けないのですか」

「ばか！」

　伊い月つきは佳よし乃のの手を振り払って、暗く狭い通路を奥へと走り出した。さっきまで暗くら闇やみをも見通せていたはずなのに、いつの間にかその視力は衰おとろえ、何度も石壁に肩をぶつけた。

　──あれは、化け生しようの眼がん力りきだったのか。

　そう思うとぞっとする。

　通路は驚くほど長く、壁にいくつも大きなくぼみがあり、葛かずら籠かごや俵たわら、木箱が積まれていた。もともと牢ろうではなく蔵くらなのだ。

　通路の突き当たりに格こう子し戸どがあり、その向こうに小さな白い人ひと影かげが見えた。

「茜あかね！」

　格子の間に顔を突っ込んで呼びかける。

　二つ輪に結ゆった蝶ちようの羽のような髪が、ぴくんと揺れて振り向いた。

「……ねえさま？　どうして」

　金属がこすれ合う音がした。茜の衣ころもの上から、何重にも鎖くさりがゆるく巻き付けられている。拘こう束そくしているわけではない。腰こし帯おびか装そう身しん具ぐのように巻かれているだけなのだが、伊月はそれを見て怖おぞ気けだった。

　──なんてことを。

「今、今出だしてやるから」

　ふと手元を見ると、戸には錠じようがかかっていなかった。一瞬だけ訝いぶかしく思うが、伊月はかまわず戸を開く。身を屈かがめて中に入ろうとすると、茜の声が飛んだ。

「だめ、だめです、ねえさま、入っちゃだめ」

　茜の厳きびしい口く調ちように、伊月は思わずたじろぐ。

「茜はもうすぐ柱になるから、あんまり他の式に近づかない方がいいって」

　啞あ然ぜんとした。

「……おまえ、意味わかってるのか」

　柱とし、分ぶん霊れいする──

「千ち木ぎ良らが言ってたこと、聞いてただろ。桐きり葉は達みんな殺されて、茜も」

「わかってます」

　きっぱりと茜は言う。

「火ひ目めさまがどういう方なのか、櫓やぐらの上でどうされてるのかも、佳乃さまに聞きました」

　──佳乃に？

　後ろに立つ気配があった。

「……ええ。お話ししましたわ」

　振り向くと、佳乃がそこに立って、表情のない眼めで茜を格子越ごしに見ている。装しよう束ぞくと黒くろ髪かみは闇やみが染み込んでいるようだ。

　──知ってた。

　──茜あかねは全部、知ってたんだ。

「それなら」

　伊い月つきは茜に向き直る。格こう子しにしがみついていないと、膝ひざを折ってしまいそうだ。

「わかる──だろ。このままじゃ殺される。逃げないと」

「だめです」

「どうして！」

「茜が逃げたりしたら、千ち木ぎ良らさまに迷めい惑わくかかっちゃいます」

　伊月は言葉を見失った。茜が、続ける。

「千木良さまは、大丈夫だって言ってました。夜明けまでには必ず戻るって。だから。だから、茜が逃げ出したりしたら」

　あいつは桐きり葉はをためらいなく殺そうとした。なぜそんなやつを信じる。そう吐き出しかけた伊月の口が、後ろから回された手でふさがれる。

「茜さん。わたくし達はこれから、長は谷せ部べの屋や敷しきにまいります」

「……長谷部の？」

　茜が目を見開く。伊月も、口を押さえていた佳よし乃のの手を払って、振り向いた。

「此こ度たびの件で、長谷部が隠かくしていることを暴あばきに。間に合うかどうか──わかりませんが」

「千木良さまは。う、噓うそは言いません」

「そうかもしれません。けれど、ほんとうのことをすべて言っているとも限りません」

　茜の顔が、ほんの少しだけ翳かげる。

「行きましょう、伊月さん」

「でも」

　茜を置いていくのは不安だった。

「時間がありません」

　伊月は唇くちびるを嚙かみしめ、立ち上がった。

「……絶対、戻ってくるから。だれも──死なせたり、しない」

　茜に言ったのか、佳乃にか、それとも自分に言い聞かせたのか。うつむいたまま伊月は言葉を吐き出すと、狭い通路を早足で歩き出した。







　大おお蔵くらは、大だい内だい裏り──都みやこの中央区く画かくの、北西に位置する一いち大だい倉庫群ぐんである。

　国の備び蓄ちく財ざいのほとんどが集まった蔵であり、夜でも大おお勢ぜいの不ふ寝しん番ばんが巡じゆん回かいしているはずだった。しかし、地下の石いし室むろから抜け出し、蔵の間を通って内裏に戻るまでの間、伊月と佳乃はただの一度も兵ひよう衛えに出くわさなかった。

「兵ひよう衛えは黙らせましたから」

　ほの明るい夜空の下、内だい裏りの北きた裏門──朔さく平へい門もんの前で佳よし乃のは立ち止まり、振り向いて微笑ほほえむ。垂れ下がった天は頭上に重苦しくのしかかり、火ひ護もりの鐘かねはひっきりなしに響ひびき、空の低いところでは炎ほのおの色が夜を焼いている。突き出した光の嶺みねと、そびえる烽ほう火か楼ろうの頂いただきとの間は、もはや指ゆび二本分ほどしか離れていない。

　──黙らせた？

「まさか、殺したんじゃ」

「そんなことをしたら伊い月つきさんが逃げ出したどころの騒ぎじゃありませんわ。人のお相手は苦にが手てですから……慣れた方にご助力お願いしましたの」

「助力？」

　二人は門をくぐり、禁きん中ちゆうに入った。後あと榊さかきの園その、後こう宮きゆうの裏庭だ。黒々とした木々の影に囲まれた広い草地の真ん中に、ぽつりと小さな建物の影が立っている。

「俺も慣れているわけではないぞ」

　声が聞こえ、門の脇の濃い影になった部分から、のっそりと巨大な人ひと影かげが現れた。身の丈たけ八尺を超えようかという巨体、熊くまのような髭ひげ面づら。その半分は白い布が巻かれて目まで隠かくれている。右腕にも布が隙すき間まなく巻き付けられていた。

「……頭とう領りよう」

「今のお主ぬしの頭領は俺ではない」

　矢や加か部べはむっつりと言う。

「佳乃殿どのに頼まれただけだ。まさか大おお蔵くらの兵衛を殴なぐる羽は目めになるとは思わなんだ」

「怪け我がは……大丈夫なんですか」

　矢加部はあのとき、かなりひどい火傷やけどを負っていたはずだった。

「化け生しよう相手に比べれば、どうということはない。お主こそ、傷はよいのか」

　伊月ははっとして、左肩に手をやった。

　化生になりかけた桐きり葉はに食い破られた肩。傷を負っていたことさえ忘れていた。左腕は動く。痛みもない。

　──治ってる？　そんな、まさか。

「……化生になりかけるというのは、そういうことです」

　佳乃がぽつりと言った。

「わたくしの傷も、もう完全に癒いえていますから」

　伊月はぞくりとした。

　呪のろわれた血。尋じん常じようの生き物ではない生命力。それが、今、自分の身体からだの中に、佳乃の身体の中に、たしかに息づいているのだ。

「皮ひ肉にくなことですわね。おかげで伊月さんにも手伝ってもらえます」

「なんで、わたしを」

「言いましたでしょう。長は谷せ部べの家に行きます。これまでも内ない々ないで調べを進めていましたけれど、もうそんな猶ゆう予よもありませんから」

「押し入る……のか」

「ええ。わたくし達は《し》組です。ふさわしい仕事でしょう」

　そう言って佳よし乃のは、少し哀かなしそうな顔をする。伊い月つきは首を傾かしげた。なにを言っているのだろう。

「火ひ護もりの頭とう領りようが三人も集まって庭ではかりごとなど、ぞっとしませんわね」

　自じ虐ぎやく的てきに微笑ほほえんだ。

　──三人？

　佳乃と、それから矢や加か部べの顔を見た。頭上から声が降ってきたのはそのときである。

「だれが潜ひそんでいるやもしれぬ宮きゆう中ちゆうよりは、よほど安心であろ」

　見上げた伊月は、門の高い屋根から、白い人ひと影かげが長い黒くろ髪かみをなびかせて落ちてくるのを見た。太た刀ちを鳴らして着地した童どう子じは、立ち上がる。

「……豊とよ日ひ？」

　伊月の頭はしばらくの間、空白になった。

　それが過ぎると、驚きのかわりに、憤いきどおりがこみ上げてくる。豊日は冷めた眼めでそんな伊月をじっと見ている。

　──なんだ。なんなんだこれは。

　──わたしの知らないところで、勝手に……

「長谷部に見られている手前、お主ぬしを一度ぶち込んでおく必要があったのだ」

　矢加部がぼそりと言う。

「佳乃殿どのと二人で忍しのびの任務だからな。少しでも気け取どられたくなかった」

　説明され、頭では納なつ得とくできる。けれど、心はそれとは別だった。

　伊月は豊日の顔をじっとにらむ。下へ手たに口を開いたら、なにかとんでもないことを叫んでしまいそうで、あふれそうな言葉をこらえながら、しばらく黙って童子の瞳ひとみを見み据すえていた。

　豊日もまた、なにも言わない。笑いさえしない。

「なにか言えよ」

　けっきょく出てきたのは、そんな乱暴な一言だった。

「謝ったら、お前様は怒るじゃろ」

　豊日は答えた。

「だから、事実だけ言う。おそらくあと一日も保もたぬ」

　不意に風が強まる。

　遠くで鳴り響ひびいていた火護の鐘かねが、伊月の耳にまとわりつく。火ひの粉このにおいさえ漂ってきそうなほどだ。

「これが二度と起こらぬように、わしは約やく定じようを交わした──はずじゃった」

　──約定。

　──この国ができるときに、霞かすみの身体からだをよりしろに、交わされた約定。

「が、今、現実として、降りようとしておる。ヨビを、呼んだ者がおる」

「……あの歌か」

　豊とよ日ひはうなずいた。

「長は谷せ部べを探れば、止める法が見つかるやもしれぬ。今、千ち木ぎ良らは屋や敷しきに戻っておる。仕上げをするつもりであろ」

「あいつらは、なんなんだ」

　伊い月つきは、千木良の冷たい目を思い出し、豊日に質ただす。

「ただの新しん興こうの公く家げじゃないだろ。あなたは──知ってたんじゃないのか」

　千木良が、三百年前のことを知っていたように。

　童どう子じはかぶりを振る。長い髪の房ふさが影の中で揺れる。逡しゆん巡じゆんし、それから口を開いた。

「オサギベ、という一族がおった。わしがこの国を造る前に──この一帯の村を治めていた旧ふるい血ち筋すじじゃ。火ひ之の神かみを祀まつる狂信的な者どもであった。わしは放ほう浪ろうの身で、ときおり客きやく分ぶんとしてオサギベに招かれていた」

「……それが？」

「オサギベの神しん事じを司つかさどる巫み女こは、千木良と呼ばれていた」

　伊月は息を吞む。

「あのとき、滅びたと思うていたが。西さい国ごくに潜ひそんでいたか……三百年……」

　寒気がした。なにか黒く巨大なものが、この足下の大地のさらに底で、この鈍く光る雲のさらに高みで、蠢うごめき、とぐろを巻き、鱗うろこをこすり合わせ、ひそかに息づいているような気がした。

「まいりましょう、伊月さん」

　佳よし乃のが伊月の手を取る。

「今は、目の前のことだけを考えなければ」

　伊月は佳乃の手を振り払い、豊日に一歩近づいた。

「桐きり葉は達は、どうしたんだ」

　問われ、豊日は視線を足下に落とした。

　それから顔を上げ、庭の真ん中にある小さな堂をあごで示す。伊月ははっとして、あのときの豊日の言葉を思い出す。供く犠ぎ堂の準備を──神じん祇ぎ伯はくに、そう言いつけていた。

「見ぬ方がよい」

　つぶやいた豊日を押しのけて、伊月は堂に駆け寄り、貧ひん相そうな一枚板の戸を引き開けた。

　すぐに目に入るのは、太い鎖くさりが何重にも巻き付けられた、中央の太い柱。

　目を落とすと、狭い五角形の床には、いくつもの白い小さな人ひと影かげが柱を囲んで横たわっていた。純白の装しよう束ぞくを着せられた御み明あかし達だ。暗がりの中、ぽつり、ぽつりと火草ほくさ虫むしの明かりが散らばり、明めい滅めつしている。

「……ぅ」

　足下でうめき声がした。童どう女じよが首を持ち上げ、薄うす目めを開く。桐きり葉はだ。長い髪は首に巻き付き、汗で濡ぬれた肌はだに張り付いている。

「……姉ねぇ？」

　伊い月つきはかがみこんで、桐葉の手を取る。思わず放してしまいそうになるほど熱い。

「桐葉──」

　呼ぼうとして、その首くび筋すじに、再びうっすらと浮き出た鱗うろこの模も様ようを見つけ、伊月は声を詰まらせる。

　桐葉が、弱々しく手を握り返してきた。

「聞こえたよ」

　桐葉の真っ青な唇くちびるは、かすかに微笑ほほえみをかたちづくる。

「姉ぇが、……呼んでくれたの、聞こえた」

　伊月は、ただうなずくことしかできない。

「姉ぇ。あたし、まだ、大丈夫、かな」

　桐葉は上うわ擦ずった声で囁ささやく。濁にごった目は、もう伊月を見ていない。

「大丈夫。大丈夫だから」

　伊月は握った手に力をこめる。

「……でも、もう、だめそうなんだ。そんなの、やだから。だから、あたしが、……たら、お願い、……ころ、し……」

　伊月は下した唇くちびるを嚙かみしめて、消え入りそうな桐葉の声を聞く。なにも約束できなかった。一つの噓うそも出てこなかった。他のだれにでも強がりは言えただろう、けれど、化け生しように堕おちる際きわに指一本でかろうじてぶら下がっている桐葉に対して、偽いつわりの言葉で安心させることなんてできなかった。

　──わたしは、火ひ護もりだから。

　桐葉の手が力を失って、伊月の手の中から滑り落ちた。まぶたは閉じられ、荒い吐と息いきで胸が上下している。

　伊月は、桐葉の言葉を振り払うように頭を振ると、立ち上がって堂を出た。閉めた戸を背中でぐっと強く押して、あふれそうななにかを留める。

　戸のすぐ外に立っていた、豊とよ日ひと目が合った。

「お前様には、手は下せぬであろ」

「だからって……あなたが、やるのか」

　自分の声が震えているのがわかる。吹きすさぶ風のせいで、まるでこだまのように空そら々ぞらしく聞こえる。

　豊とよ日ひは太た刀ちの柄つかを見下ろす。

「どのみち虫にやられておる。化け生しようにするわけにはゆかぬ」

　目を上げた童どう子じと、伊い月つきの視線が交差する。

「明朝。お前様よりも先に千ち木ぎ良らが戻れば。──みな、斬きる」

　伊月は豊日の両腕をつかもうとした。袖そでは伊月の手の中でくしゃりとむなしく潰つぶれる。灼やかれてしまって、今はないのだ。襟えり首くびをねじり上げた。小さな童子の身体からだが浮き上がる。強い風の音すらかき消すほどの、自分の血流の音が耳の中でいっぱいに響ひびく。

「そんなことしてみろ、わたしは、あなたを」

「……殺す、か？」

　はじめて豊日は笑った。

　冬の朝の新しん月げつのような、力のない、薄く哀かなしい微笑ほほえみ。

「お前様の手で死ねるなら、わしは、嬉うれしいぞ」

「ばか」

　不意に目の前の童子の顔がにじんだ。伊月はまぶたを強く閉じ、下した唇くちびるをきつく嚙かみしめてあふれてきたものをこらえる。

「絶対に。絶対にそんなことさせない」

　目を開き、吐き出すように伊月は言った。

「いつか、絶対に『死にたくない』って言わせてやる。憶おぼえてろ、ばか！」

　豊日の身体を、地面に叩たたきつけた。太刀が高く鳴った。伊月は踵きびすを返して走り出した。背中から、佳よし乃のが呼ぶ声と足音が追いかけてきた。ぬるい夜風で涙はあっという間に乾いて、ただ風鳴りの中に火ひ護もりの鐘かねの音と、自分の鼓こ動どうと、かすかなヨビの声が入り混じって聞こえた。
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　夜が降りていた。

　桜さくら色いろの微び光こうにぼんやりと照らされた夜である。

　夜の底もまた地上の家々を焼く炎ほのおの色によって搔かき乱され、闇やみは空の中ほどに頼りない帯となって景色を取り巻いていた。

　天を覆おおった薄うす紅べに色の光は無む惨ざんに夜の気配をかき消し、ますます明るさを増している。地へと突き出した光の嶺みねの頂いただきには、手を伸ばせば触れられるように錯さつ覚かくするほどだ。

　雲の斜面を霞かすませている紅あかい雪は、今や雪ではないことがはっきりとわかる。風に巻かれて舞っているのではなく、それぞれが微光の尾を引きながら浮ふ遊ゆうし乱れ飛んでいるのだ。

　豊とよ日ひは土がむきだしになった裏庭に急造された、小さな五ご角かく堂どうの前に腰を下ろして、空を見上げていた。地面に柱を突き立てて床板と屋根を載せ、間を板でふさいだ簡素な堂である。

　豊日が頭を預けた板戸の向こうからは、いくつもの苦しげな息づかいがかすかに聞こえる。

　と、庭の端はしの林に、松たい明まつの明かりが二つ、見えた。

　衣ころもを煤すすだらけにした神しん官かんが二人、やってくる。前を歩いていた年かさの方が、豊日に近づいてきて、手に持った紅あか色いろの布ぬの紐ひもの束を差し出してきた。

「用意できましてございます」

　豊日はうなずいて立ち上がり、紐を受け取る。

「豊日殿。あれが地に届いたとき……どうなるのでございますか」

　後ろに従っていた若い方が、天を振り仰いで訊きいてくる。

　豊日は首を振る。

「人も獣けものも、みな灼やかれるであろ。地を歩くは化け生しようしかおらぬようになる」

「そ、そのような」

「げんに村がいくつも焼かれたというぞ」

　もう一人の年かさの神官が重苦しい声で言う。

「だから、この御霊みたま鎮しずめは、失するわけにはいかぬ。娘何人かの命で済むのなら……」

　豊日は無言のまま振り向き、堂の戸を開く。

　五角形に区切られた暗がりに、散らばった火草ほくさ虫むしの火。

　暗さに目が慣れてくるにつれ、浮かび上がる、横たえられた童どう女じよ達の姿。

　その中央に立つ、太い鎖くさりを何重にも巻き付けられた柱。

　すべての準備が終わったとき、御霊を賜たまわる娘をそこに縛しばり付けるための鎖だ。

「ぅ……」

　豊日の足下でうめき声がした。

　娘の一人が目を覚ましたのだ。首をひねり、薄うす目めを開けて豊日を見ようとする。

「……とよ……さま？」

　娘達は次々と豊日に気がつき、もぞもぞと緩かん慢まんな動きを見せ、苦しそうなうめき声をあげた。豊とよ日ひはかがみこみ、娘の一人に顔を寄せる。

「眠っておれ。いずれ、苦しゅうなくなる」

「とよさま。ありがと」

「……ごめんなさい」

「熱いよ」

「だれか、……呼んだ？」

　暗がりの中、童どう女じよ達のぼんやりとした声が反はん響きようする。

　豊日は、娘むすめ一人一人の右足首と、隣となりの娘の左手首を、紅あかの紐ひもでそれぞれ結び合わせた。片腕がないので、口に紐の端はしをくわえて、ひどく苦労して縛しばらねばならなかった。

「豊日殿、私がやりましょう」

　堂の外から声をかけてきた神しん官かんを、首を振って拒こばむ。

　斬きったときに腕や足が飛び散らぬようにするための紐だ。自分ひとりで済ませたかった。

　五人を結びつけ終えると、贄にえの娘達は、中央の柱を囲む一つの環わとなる。

　いたたまれなくなった豊日は、立ち上がり、堂を出て扉を閉じた。外で待っていた二人の神官も、唇くちびるを嚙かんでうつむいている。

「……姫は、どうしておる」と豊日は訊たずねた。

「姫？　とは」

「あ。いや、柱の娘じゃ」

「まだ下におります」

　年かさの神官が答えた。

「そうか」

「あの……柱の娘もまた、死ぬ──のでしょうか」

　年若い神官が沈ちん痛つうな声で訊ねてきた。

　豊日は首を横に振る。

　死ぬのであれば、まだいい。

「降りた御霊みたまが式しきを焼き尽くすまで──何年も、屍しかばねとして生き続けるであろ」

　豊日の答えに、神官はうめき声を漏らす。

　あるいはすべて失敗してしまえばいいのかもしれない、と豊日は思う。ヨビは柱を食い破って地に降り、すべての命を焼き尽くして平へい穏おんをもたらすだろう。

「もう一つ、頼みがある」と、豊日は言った。神官は二人とも姿勢を正す。

「姫の──柱の娘を入れた牢ろうの、鍵かぎを開けておいてくれぬか」

　年かさの神官は眉まゆをひそめた。

「それは……なにゆえ」

「なにも訊きくな」

「しかし」

「必要なことじゃ。千ち木ぎ良らも承しよう知ちしておる」と、豊とよ日ひは噓うそをついた。

　神しん官かんは苦にがいものをしばらく口の中で転がしているような顔をしていたが、やがて不ふ承しよう不ぶ承しよう頭を下げた。

　林の中へと去っていく二人の背中を見送りながら、豊日は思う。

　姫に選ばせよう。長く続く苦しみの死か、刹せつ那なに燃え尽きる痛みの死か。

　姫が逃げてくれることを願った。そうしてヨビが雲を突き破る雹ひようのようにこの地に降り注そそぎ、生きとし生ける者をみな焼しよう灼しやくし──

　その焦しよう土どに、自分だけが残る。

　これまでも、そうだった。人はみな自分を残して去っていった。

　なぜ。なぜ護まもらねばならない。

　なぜ──




　　　　＊




　卯う京きよう道どう──都みやこの東部区画。

　蔵くら造つくり大おお路じが東西に貫つらぬく一帯は、とても町とは呼べぬ焼け野原になっていた。

　道の左右には黒く燃え尽きてひしゃげた家々の残ざん骸がいが並び、ところどころで闇やみの中に赤い火がくすぶり、きな臭いにおいが漂っている。道みち端ばたで赤あか子ごが泣きわめき、筵むしろを纏まとった男女がわずかな荷物を手押し車に載せて憔しよう悴すいしきった顔で運び、投とう棄きされたままの焼死体に野や犬けんが群がっている。火ひ護もりの姿さえ見えない。

「ひどいな……」

　走りながら伊い月つきはうめく。

　佳よし乃のと同じく、玻は璃り寄よせに似た動きやすい黒の装しよう束ぞくに着替えていたが、暗い夜道では轍わだちや転がっている柱の燃えがらなどに足を取られないように気を払わなければならなかった。

「ともかく長は谷せ部べの屋や敷しきへ」

　すぐ前を走る佳乃が言う。長い黒くろ髪かみがはためき、うなじと耳の後ろでわずかに青白く光る火ひ目め式しきの星が見え隠かくれしている。

　自分達にはやるべきことがある──頭では理解していても、親とはぐれた迷まよい子ごや負傷で動けない老人などを見るたびに、身を切られるような思いがする。

　二人とも、弓はおろかまったく武装していなかった。潜せん入にゆうするのに、弓も鉾ほこも邪じや魔まなだけだからだ。大だい内だい裏りを出る前に佳乃が言ったことを伊月は思い出す。

「長谷部の家には、長谷部の手の者だけではなく、化け生しようがいるかもしれません。空から手てで化生と相あい対たいできる者は──この都に、二人しかいません」

　そのために《し》組は編まれた。佳よし乃のはそう言った。

　──わたしにしか、できないのだ。

　瓦が礫れきの中で泣き叫ぶ人を横よこ目めに、伊い月つきは足をゆるめない。

　いつ敷しき地ちの中に入ったのか、わからなかった。

　気づくと佳乃が足を止めていた。あちこちで燃えていた火も見えなくなり、人の声も聞こえなくなった。ただ、喉のどが焼けるようなにおいと、地の底から湧わき上がってくるようなさざめきが闇やみに満ちている。足下は土ではなく砂じや利りが敷かれている。左右に続いていた家の影がいつの間にか消えて、開けた場所に立っていた。

「塀へい沿ぞいに」

　佳乃が囁ささやいた。

　破れた塀の間から、大きな屋や敷しきの敷地に入ってしまったのだと、ようやく気づく。正面に幅広の棟むねの影が見えた。薄うす桃もも色の天の光を映しているのは広い池の水面だ。

「ここ……長は谷せ部べか」

「ええ。でも……」

　声を潜ひそめ、塀沿いに歩きながら、二人は広い敷地を見回す。濃い黒煙が淀よどんでいる。母おも屋やの屋根からも煙が噴ふき上がっているのがわかる。

　──長谷部も、化け生しようにやられたのか。

「妙みようですわね」

　佳乃がつぶやく。

「あの千ち木ぎ良らという女、並みの化生ならある程度操あやつれるはずなのに。館やかたを焼かれるままにするというのは……」

「佳乃、あいつ知ってるのか」

　佳乃は振り向いた。

　その両りよう眼めの火ひ目め式しきが、微び光こうを発している。伊月はぞっとした。自分の火目式もまた無意識に熱を持っていることに気づく。

「知っていたわけではありません。でも、わかります」

「なんで」

　佳乃は首を横に振ると、前に向き直り、また歩き出す。

　伊月はふと、最初に千木良を見たときのことを思い出した。蓮れん暁ぎよう舎しやで、桐きり葉はが化生に堕おちかけたときだ。鳴めい箭せんで壁を貫つらぬいて、長い白はく髪はつの女が現れたとき──伊月はそれを、佳乃だと思った。

　──似ている、のか。

　池を迂う回かいして母屋に近づいたが、明かりも、人の気配もなかった。柱が焼けて屋根ごと崩れている部分も見える。

「なにか……聞こえませんか」

　佳よし乃のに言われて、目を閉じた伊い月つきは、きな臭い静せい寂じやくの中にようやくそれを見つけた。

「……歌だ」

「ええ」

　足下から、土の中から、水すい泡ほうのように浮かび上がってきては、ざわめきを耳に残して宙に吸い込まれていく楽がくの音。集中しなければわからない。しかし、間違いない。

　あのとき聴きいた歌声。

　霞かすみ楼ろうの、鳴めい箭せん。

「地下、でしょうか」

「踏み込もう」

　佳乃は振り向くと、手に持ったなにかを差し出してきた。

　伊月は首を傾かしげながらそれを受け取る。腰こし帯おびにつける、房ふさのついた飾り紐ひもだった。留とめ具ぐには菱ひし形がたで囲まれた《し》の一字。

「約束してください。わたくしが頭とう領りようです、なにがあってもわたくしに従うと」

「なんで……」

「ここは戦場です」

　きっぱりとした佳乃の口く調ちように、光を強める眼まな差ざしに、伊月は気け圧おされ、うなずいた。

　飾り紐を腰帯に結ぶ。

　歌を頼りに、二人は屋や敷しきへと近づいた。漂うにおいが強くなる。木の焦こげた臭気に、べつのものが混じっているのに気づく。

　──これは。

　──憶おぼえのあるにおいだ。

　壁に穿うがたれた大穴から、二人は屋敷に上がり込んだ。穴の縁ふちはまだ煙をあげていた。

　暗がりの中、焼かれ、踏み破られ、ぐさぐさにささくれ立った床の上に、いくつも転がっている白いものが見えた。伊月は息を吞んで立ち止まる。

　骨だ。

　人骨が、床の上に伏している。

　伊月はにおいの正体に気づいた。化け生しようの肉が灼やかれて溶けるときのにおいだ。思わず、口と鼻を手で押さえる。

「佳乃、これ」

「化生ですわ……」

　佳乃は、いちばん手前の骨のそばにかがみこむ。骨はみな、手足も胴どう体たいも形がほとんど崩れておらず、焼け焦こげた女ものの衣ころもが張り付いている。肉だけが溶け落ちた証しよう拠こだ。

「都みやこ人びとの女でしょう。火の血が薄いのに虫から名を受けたから、身体からだが耐えきれなかった」

　屋や敷しきの奥、歌が響ひびいてくる方へと目を向ける。

「……あれに、呼ばれたのですね」

「あれを止めれば、ヨビは止まると思うか」

「わかりません。……わたくしにはまだ一つ、腑ふに落ちぬことがあるのです」

「なに？」

　佳よし乃のはしばらく黙って、屋敷の中の気配を耳と目で探る。死の予感だけが立ちこめていて、動くものはない。

「長は谷せ部べは霞かすみ楼ろうの遺い骨こつを盗み出し、その歌をもって呼よ火びの命みことを地へと導いた。……どうやって、ですか？」

「どうやって、って」

　伊い月つきもまたとげとげしい闇やみに耳を澄すませる。

「げんに、歌が聞こえてるじゃないか」

「どうやって呼火命の御み許もとにまで歌を届かせたのですか？　はるか高みに眠る火ひ之の神かみに」

　佳乃は骨を踏まぬように慎しん重ちように、屋敷の奥へと歩き出す。伊月もあわてて、その後に続いた。廊下の床は倒れた骨で埋まっていた。化け生しように堕おちた大量の娘達が、歌に惹ひかれてここに集まり、力つきて倒れたのだろう。伊月は顔をしかめる。

「霞楼のお力がどれほどであろうと、地上からそのままで呼火命を引き寄せることなどできないはず。もしそんなことができるのであれば、あのとき──無む名めい陵りようが開いたときに、同じことが起きていたはずです」

　佳乃が言っていることが、ようやくなんとか理解できる。

　考えてもみなかった。

「なにか、あるはずなのです。それを探り出さなければ、歌を止めても──無む駄だかもしれない」

　無駄かもしれない。

　なにもかも、無駄なのかもしれない。

　もう、茜あかねや桐きり葉はや御み明あかし達を殺すしかないのかもしれない。

　不意に浮かんできたその考えを、伊月は頭を振って打ち消した。

　束つかの間ま化生となって朽くちた女達──その骨を道しるべとして、佳乃と伊月は壁も柱も定かではない館やかたの中を奥へ奥へと進む。まるで死へと誘いざなわれるように。

　自分達もまた火の血を持つ者だ。あの歌に惹かれて、滅びへ向かっているのかもしれない。おぞましい想像が伊月の意識を浸しん食しよくする。

　やがて──霞楼の鳴めい箭せんが響かせる高く澄んだ歌に、大おお勢ぜいの女の低い声が唱しよう和わする祝詞のりとが混じって聞こえ始めた。廊下は壁に突き当たり、左右に続く廊下と交差している。おそらく壁の向こうは母おも屋やに連なる北きた殿どのだろう。

　伊月は身を低くして、壁の端はしからそっと右手に続く廊下をうかがった。これが北殿を囲む外がい廊ろうだとしたら、とてつもなく広い棟むねだ。少し奥の壁に、縦たてになった光の線が見える。戸の隙すき間まから明かりが漏れているのだ。

　足音が聞こえた。伊い月つきははっとして頭を引っ込める。

　戸が大きく開いて、光と、そして詠えい唱しようの声が廊下に漏れ出すのがわかった。すぐにそれも消え、足音も聞こえなくなる。だれかが入っていったのだろうか。

　──あそこからは無理か。

　──でも、この中に霞かすみ楼ろうの遺い骨こつが……

「伊月さん」

　背後で佳よし乃のが囁ささやいた。振り向き、佳乃が指さす廊下の左手の方をうかがう。

　歌が──そちらからも聞こえている。

　目を凝こらす。廊下がずっと続いて、闇やみに吞まれている。

　ずっと向こう、闇の中──そこだけがぼんやりと明るくなり、廊下の床にぽつりぽつりと白いものが落ちているのが見える。

　──骨？

　──あんなところにも。

「壁を破って入ろうとしたのですね」

　佳乃が小声で言う通り、廊下の外壁が崩されて、風がわずかに動いているのが感じられる。

　外壁だけではない。廊下の内側、天井近くにまで亀き裂れつが入り、そこからわずかに中の光が漏れている。

　伊月と佳乃は顔を見合わせ、うなずいた。







　壁の裂け目から中をのぞき込んだ伊月は思わず声を漏らしそうになった。

　北きた殿どのの床には巨大な穴が口を開けていた。否──大地に穿うがたれた正方形の巨大な縦たて穴あなを壁で囲み屋根で覆おおったのがこの建物だったのだ。

　縦穴の四し方ほうの壁沿いには、穴の底へ向かって螺ら旋せんを描くように、勾こう配ばいの急な斜路が刻まれていた。底には闇が溜たまり、わずかに五つの火が焚たかれて川かわ面もの星のように浮かび上がって見える。まるで、地の底に巨大な化け生しようが潜ひそみ、火ひ目め式しきを燃え立たせてこちらをにらんでいるような妄もう想そうが伊月の膝ひざを凍らせた。

　やがて、目が暗くら闇やみに慣れてくる。

　穴の底の五つの光は、篝かがり火びであることがわかる。そのわずかな明かりでも、床に描かれた円形と五角形の紋もん様よう、四方の壁かべ際ぎわに並んで坐ざした何十人もの女達──剃そり落とされた頭とう髪はつ、幅広の黒こく衣い、目にも黒い布を巻き付け、降こう神しんの祝詞のりとを誦ずしている──が見える。篝火に囲まれた中央で、白はく髪はつと白い袖そでを振り乱し複雑な舞を続けている巫み女この姿も見える。

　──千ち木ぎ良ら。

　巫み女この前の床は黒々と染まり、そこに倒れている人ひと影かげがある。

　──あれは、贄にえ……か。

　透すき通った高い歌声と、低く不ぶ気き味みな呪じゆ言ごんの唱しよう和わが、折り重なって地の深みから湧わき上がり伊い月つきの顔に吹きつけてくる。その分ぶ厚あつい響ひびきを等とう間かん隔かくで区切るのは、千木良が手にした神楽かぐら鈴すずの音だ。

「……やはり、神かみ降おろしを」

　佳よし乃のが苦にが々にがしげにつぶやく。

　伊月はそのとき、奇き妙みような感覚にとらわれた。見下ろした縦たて穴あなの底、石いし畳だたみの床いっぱいに描かれた、円と正せい五角形を交互に何重にも組み合わせた紋もん様よう……そこに灯ともる五つの光……

　──なんだろう、これ。

　──どこかで……

「見たことがある」

「え？」

　佳乃が顔を向けてくる。

「わたし、これ、どこかで見たことある」

「神降ろしの祭さい事じを？」

　佳乃はいっそう声をひそめる。

「ううん、ちがう、あの、あの床の」

「あの印いんですか。……あれほど重ねたものはわたくしもはじめて見ますわ。どこで？」

　伊月は口ごもる。わからない。思い出せない。伊月も円形を基調とした印なら何種類も見てきた。社やしろの床で、札の朱しゆ書がきで。でも、そのどれともちがう。

　──どこで見たんだろう。

　──思い出せ、これは、

　──これは鍵かぎだ。

　息を殺し、食い入るように眼下の光景に目を凝こらす。巫女を取り囲む五つの火、その巫女の手の甲こうに青く光るもう一組の五つ星。さらには、紋様の中央に倒れた人影の、露ろ出しゆつしたうなじにも弱々しく五つの青い火が灯っているのがわかる。

　伊月は自分の脇わき腹ばらに手をやる。熱を発している。

　火ひ目め式しき。

　──そうだ。火目式だ。

　──あの篝かがり火びが模もしているのは、火目式だ。

　──わたしは、これと同じものを見た。

　──本物の火目式にこの印が刻まれているのを見た。

　伊い月つきの中で記き憶おくが堰せきを切ってあふれだす。熱気の満ちた湯ゆ室むろ、響ひびく火ひ護もりの鐘かね──唇くちびるが震え、伊月は思わず佳よし乃のの腕をつかんできつく爪つめを立てる。

「……伊月さん？」

「常和ときわだ」

　佳乃の表情が一瞬呆ほうけたようになり、それが驚きよう愕がくの色に変わる。

「常和の式しきに、あれが刻まれてた」

　眼下の石いし畳だたみを見下ろし、佳乃は抑えきれない声を吐き出す。

「なんて……なんてこと」

　白い顔がなお青ざめている。

「あの追い焼きは、……仕組まれて、いたのですね。一年前から、いえ、もっと前から」

　底冷えのする寒気が伊月の手足を、全身を、ざわざわと覆おおい尽くす。

　そうだ。常和はあのとき言っていた。長は谷せ部べの家で、千ち木ぎ良らの手によって、火ひ目め式しきに焼き印いんを入れられたと。

　今、見ている石いし室むろの床の印──そして、烽ほう火か楼ろうの頂いただきにある常和の骸むくろに刻まれた印。

　つながっている。

　佳乃の言葉を思い出す。地上からでは霞かすみ楼ろうの歌はヨビに届かない──しかし、ヨビに最も近しい火目の身体からだと、歌の源みなもととを、印によって直結したとすれば。

　──このために、常和を育てたのか。

　──ヨビに歌を届かせるために。

　どろりと、溶岩のような熱が伊月の火目式からあふれ出す。体中の毛穴から、怒りが噴ふき出そうとしている。

　──三百年に比べれば、常和の、たった十二年は、ちっぽけかもしれない。

　──でも。でも、こんな……

　もはや、とめどなかった。髪先にまで火の力が行き渡り、視し界かいがぼうっと紅あかい色に染まり、風鳴りとも流水の音ともつかぬ轟ごう音おんが伊月の頭ず蓋がいの中に満ちて、高い歌声も低い呪じゆ言ごんの唱しよう和わも跡あと形かたもなく押し流す。

「伊月さん、抑えて、気づかれます」

　──赦ゆるさない、

　──こいつらは絶対に赦さない、

「伊月さん！」

　佳乃が伊月の二にの腕うでを強く握るが、それにも気づかない。自分の吐と息いきが、唇にひりつくほどに熱い。見下ろしたはるか眼下の床が、円と五角の紋もん様ようが、千木良の舞う姿が、五つの炎ほのおが、回り始める。目眩めまいで足下の感覚が消えそうになる。

　そのとき──

　印いんの中央に倒れている人ひと影かげが、ぴくりと動いた。

　伊い月つきにはそれが、乾きかけた血だまりの中に伏した白衣びやくえの女だとわかる、ぼさぼさの髪も衣ころももどっぷりと血に浸つかってどす黒く汚れ固まっている、すでに肌はだは紫むらさきがかった褐かつ色しよくに変わり生命の余よ韻いんもないはずなのに、うなじに刻まれた五つの星──火ひ目め式しきだけが、今、伊月の激げき情じように呼こ応おうするように再び輝きだしている。

　屍しかばねに残った火の力の余韻が、反応して燃ねん焼しようしているのだ。

　──あれは、

　──あの贄にえの女は……

「伊月さん、だめ！」

　佳よし乃のが伊月の襟えり首くびをつかんで屋根の隙すき間まから退のかせようとした。しかし、遅かった。屍の女が首をもたげ、腐った眼球を伊月に向け、形容しがたいおぞましい叫び声を放ったのだ。

　千ち木ぎ良らの反応は稲いな妻ずまのようだった。舞をぴたりと止めて振り向き仰ぎ、伊月と一瞬だけ目が合う。次の瞬間にはその右手の火目式が一いつ閃せんし、篝かがり火びから引き抜かれ投げられた燃えさしが空を裂いて伊月の足下の壁に突き刺さった。

　壁が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛び、伊月と佳乃の身体からだはもつれ合って滑り落ち、縦たて穴あなの斜路に激げき突とつする。石いし室むろの壁かべ際ぎわに並んでいた黒こく衣いの女達が、弾はじかれたように一いつ斉せいに立ち上がって目め隠かくしをむしり取った。

　その眼めは──四十を超える眼球は、みな琥こ珀はく色の光に燃えている。

　無数の視線が突き刺さる中、伊月は立ち上がる。

　──こいつら、みんな……

　印の真ん中で、千木良は張り付くような笑みを浮かべている。その背後の床で、贄の女の身体が溶けて潰つぶれていくのが見える。

「……なるほど。帝みかども迂う遠えんなことをなさる」

　ぞっとするほど冷たい声で千木良は言った。

「が、もはや歌は存ぞん分ぶんに流れ込んだ。常和ときわ楼ろうにはだれも近づけぬ。手遅れぞ」

　手にした鈴が、鳴る。

「千木良アアアアアァッ」

　伊月は獣けもののような咆ほう吼こうをあげた。構えた弓手ゆんでにきらめく弓の輪りん郭かくが、引き絞しぼった馬め手てとの間に紅あかく燃えさかる矢が浮かび上がる。

　放った。火の力が渦うずを巻き空くうを穿うがち石室に満ちた闇やみを吹き飛ばす。光が爆ばく散さんし、千木良の身体を吞み込んだ。

　しかし、光は唐とう突とつに消え去る。

　篝火は薙なぎ倒されて燃えがらが床に散乱し、血だまりの中の骨の破片も吹き散らされ、巫み女こは──そのただ中に立っている。髪を逆立て、凶きよう暴ぼうな光をたたえた両りよう眼めで伊月を見み据すえながら、一歩もたじろぐことなく立っている。その右手には、伊い月つきの放った矢が──力の塊かたまりが握られ、首を絞められた蛇へびのようにのたうち、やがて潰つぶされて散り散りに消える。

　──受け止めた。

　伊月は愕がく然ぜんとする。

　千ち木ぎ良らの冷れい笑しように捉とらえられ、両腕に張りつめていた火の力が萎なえていくのがわかる。

「久しい客人ぞ。ふさわしいもてなしを」

　千木良が言い、振り上げた鈴を高く鳴らすや否や、無表情な黒こく衣いの女達が斜路のとば口に殺さつ到とうし、こちらへと駆け登ってくる。火ひ目め式しきにぞわぞわと侵しん入にゆうしてくるいくつもの感かん触しよくがあった。そちらへ向き直りかけた伊月の襟えり首くびを佳よし乃のがつかんだ。

「退ひきます！」

「放せ、あいつを、あいつをッ」

　佳乃の平手が伊月の顔を打ち据すえた。這はいつくばりかけた伊月の身体からだを強ごう引いんに持ち上げ、佳乃は引きずるようにして坂道を登り始める。

「戦いに来たのじゃありません、忘れたのですかッ」

　佳乃の声が耳に突き刺さる。焼けた石に水を浴びせたように、伊月の中で激げき情じようと理性がせめぎあって煙を噴ふき上げる。

　斜路の果て、石いし室むろの出口にたどりつき、重たい石せつ扉ぴを押し開いたとき、外の廊下の左右からも迫る足音が聞こえた。闇やみの中に松たい明まつの火が揺れる。

　逃がすな。捕らえよ。肉を食いちぎれ。骨を嚙かみ砕け。血を啜すすり出せ。左右から、背後から押し寄せる獣じゆう欲よくが伊月の火目式に突き込まれ、脳のう髄ずいまで焼かれそうになる。

　──みな、化け生しようのなりかけか。

　おぞましさが伊月の激げき憤ふんを萎なえさせた。佳乃に手を引かれ、石扉を出てすぐ正面の壁の破れ目に飛び込む。柱のささくれに腕を引っ搔かかれ、鋭い痛みが走った。炭たん化かした床が崩れ、床下まで転げ落ちそうになったところを佳乃の腕がかろうじて支える。

「るぅあッ」

「るぅあッはァッ」

　もはや人の女ではない、化生そのものの吼ほえ声が迫る。

　伊月と佳乃は、暗い屋や敷しきの中を手探りで走った。廊下を曲がろうとするたびに松明の火がちらつき、部屋に飛び込む。何度も折れた柱につまずいた。佳乃が左ひだり脚あしを引きずっている。尖とがった木の先せん端たんが太ももに刺さっているのだ。獣けものの気配、息づかい、うなり声、松まつ脂やにが燃える音、火目式を圧迫する気配、それが隙すき間まなく二人を取り囲み、じりじりと輪を狭めている。

　傾いた木戸をくぐって、小部屋の中に転がり込んだ。床には紙の燃えかすが散乱し、脚あしの折れた執しつ務む机づくえがひっくり返っている。書しよ斎さいらしい。

「脚、見せろ」

　囁ささやき、佳よし乃のの袴はかまをまくりあげる。ももに刺さった木切れを引き抜くとき、痛みに声をたてぬよう佳乃は自分の腕をきつく嚙かみしめていた。

「走れるか」

　荒い吐と息いき混じりに伊い月つきは問う。佳乃は青ざめた顔を横に振った。

「囲まれてます。こんなにいるなんて」

「ごめん。わたしのせいだな……」

　激するのを抑えられなくなっているのは、ヨビの声が近づいているせいだろうか、と伊月は思う。この身体からだも──心も、獣けものになりかけているからか。

「あの屍しかばね。茜あかねの母親だった」

「まあ」

　茜ともども長は谷せ部べの家に引き取られる前に、二に度ど三度、言葉を交わしただけである。けれど、伊月にはわかった。おそらく、向こうも伊月がわかったのだろう。死していながら、なお。

「くそ、あいつら、あいつら……」

「しっ」

　佳乃が伊月の口をふさいだ。

　部屋の外──壁をいくつか隔へだてた向こうから、鈴の音、そしてくぐもった声が聞こえてくる。

「……火をかけよ。あぶり出す。もはやこの館やかたも不要ぞ」

　千ち木ぎ良らだ。

　松たい明まつの火がいくつも闇やみに踊った。

　やがて、ぱちぱちと木がはぜる音、そして煙が二人の隠かくれている小部屋に流れ込んでくる。

　──自分で屋や敷しきに火を。

　──くそ、強ごう引いんに突破するしかないか。

　──佳乃は、走れるだろうか。

　脚あしの傷をもう一度確かめようと向き直ったとき、佳乃が不意に立ち上がった。

　すぐそばの柱と壁に火が燃え移り、佳乃の顔を横から照らす。火ひ目め式しきの刻まれた眼めが微び光こうを放っている。

「……佳乃？」

「わたくしが先に出ます」

「え？」

「千木良を引き止めます。伊月さんはその隙すきに内だい裏りへ戻ってください」

「ま、待って、そんなことしたら」

「わたくしは長くは走れません、一緒に逃げれば捕まりましょう」

　硬い口く調ちようで静かに言う。顔をかすかにしかめ、どくどくと血を流し続ける太ももを手できつく押さえている。

「置いて行けるわけないだろ！」

「どうしてそう、すぐに見失うのですか！」

　佳よし乃のがぴしゃりと伊い月つきの言葉を断ち切った。

「当とう代だいの式に刻まれた印いんのこと、皇こう宮ぐうに報しらせなければ──元も子もないでしょう」

「でも」

　佳乃が手を伸ばし、伊月の腰こし帯おびに巻かれた飾り紐ひもに触れた。

「頭とう領りようの命めいです」

「……ばか、なに言って」

「約束を忘れたのですか」

　佳乃の眼めには悲痛な決意が静かに燃えている。

「わたくしは《し》組です。わかりますか？　忌いみ字の《死》を戴いただく意味が」

　伊月は口にしかけた言葉を吞み込む。

「わたくしは死し罪ざい人です。その咎とがは消えたわけではありません。単身で火ひ護もりを任じられたのは、だれも看み取とる者のない戦場で死ねという意味です」

「佳乃──」

「もとより、あのとき双ふた葉ばさんを踏みつけてつないだ命です。伊月さんに案じられる謂いわれはありません」
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　双ふた葉ば。

　豊かな黒くろ髪かみにふちどられた、にこやかな優しい顔を伊い月つきは思い出す。ずっと佳よし乃のに寄り添い、見守り、庇かばい、命を落とした女。一度言葉を交わしただけなのに、今でもまだ思い出せる。その仕し草ぐさの、言葉の、ひとつひとつまで。

　──佳乃も、双葉みたいに……

　──だめだ。そんなの、絶対にだめだ。

「もう、いやだ」

　伊月は佳乃の両肩をつかんだ。

「なにもできないで死んでくのを見るのは、いやなんだ。……なんで、なんでわかんないんだよ」

　煙で眼めがひどく痛んだ。炎ほのおに炙あぶられて濃い陰いん影えいを落とす佳乃の顔が、にじむ。

「伊月さんが戻らなければ、茜あかねさん達を見殺しにすることになります」

　佳乃の言葉は信じられぬほど落ち着いている。

　──それは、わかってる。

「わかってる。でも、でも！」

　すぐそばで燃え上がった壁がめきめきと骨に響ひびくような音をたてて倒れ、火ひの粉こが舞い上がり、屋根からも粉ふん塵じんが降り注そそぐ。

「わたくし達は、火ひ護もりでしょう？」

　屋や敷しき全体が軋きしみ始めた。焼けた梁はりが火の塊かたまりとなって床に突き刺さり延えん焼しようし、けれどその中で佳乃の囁ささやき声ははっきりと聞こえた。

　伊月の両手の上から、佳乃の手が添えられる。

「だから、それぞれの戦場へ、まいりましょう」

「……佳乃！」

　佳乃の細い身体からだからすさまじい火の力が放たれ、黒髪が逆さか巻まいて踊る。伊月はそれに圧されて抗あらがえず後ずさった。

　崩れた壁の向こうに充じゆう満まんする火の海に向かって、佳乃が弓を打ち起こす──なにも握られていないその左手の中に、伊月はたしかに弓を見る。力強く引き分けられた両手の拳こぶしの間に、まばゆい紅あか色いろの光の矢が具ぐ現げん化かし、周囲の炎がそこに吸い込まれるようにして渦うずを巻く。伊月は痛いほどに反はん響きようする脇わき腹ばらの火ひ目め式しきを手で押さえ、眼に突き刺さってくる光をもう一方の手で遮さえぎった。

　張りつめた力が甲かん高だかい啼なき声とともに弾はじけ、闇やみと炎を貫つらぬいてほとばしった。風の塊が伊月を正面から打ち据すえ、のけぞって倒れそうになる。

　光がおさまったとき、鳴めい箭せんの通り道は、屋敷の床も壁も炎もすべてが吹き飛ばされ、楽がくの音の余よ韻いんだけが吹き抜ける洞ほら穴あなのようになっていた。

　あまりの矢の勢いに圧倒され、呆ぼう然ぜんとする伊い月つきの視し界かいの端はしで、佳よし乃のが黒くろ髪かみをひるがえし、炎ほのおの中に飛び込むのが見えた。鳴めい箭せんで穿うがった空くう隙げきではなく、まったく逆の方向、まだ柱も壁も燃えさかり、三歩先さえ見通せない火の海の中へと。

　その背中はあっというまに闇やみと炎に吞まれ、見えなくなる。

　伊月は佳乃の名を叫んだ。声は、崩れ落ちてきた天井の一部に押し潰つぶされた。

　誘われ引きずり込まれるように屋根の崩ほう壊かいが始まる。火に巻かれた分ぶ厚あつい板が伊月の顔をかすめて床に落ち、木こっ端ぱ混じりの風を巻き上げる。

　──佳乃。

　──行ってしまった。

　火ひの粉こになぶられた伊月の頰ほおで、乾いた涙がひりつく。

　矢の通った跡に目をやる。再び炎が亀き裂れつを埋めつつあった。

　佳乃の意図が伊月にもはっきりとわかった。千ち木ぎ良らはこちらが二人だと知っている。二に手てに分かれて片方が陽よう動どうをかけることも予想するだろう。

　だからこその、鳴箭。

　あからさまな陽動、そして実動に見せかけた佳乃の脱出も──また、陽動。

　佳乃は、戦いくさ人びとだ。本物の火ひ護もりだ。伊月はそう思う。

　伊月を脱出させるために、ただそれだけのために、今、自分にできる限りのことを、佳乃は為なしたのだ。

　──だから……

　再びあふれ出てきそうになった涙を、伊月は指ですり潰す。

　──わたしも今は、茜あかね達のことだけを。

　もう一度だけ、佳乃を吞み込んだ炎の壁の向こうに叫ぶ。

「勝手に死んだら承しよう知ちしないからなッ！」

　身をひるがえし、涙を吹き散らす。左右から壁が柱ごと倒れかかってきた。身を低くし、頭を手で庇かばいながら、伊月もまた床から天井まで燃えさかる廊下へと飛び出した。




　　　　＊




　焼けた蔀しとみを蹴けり倒し、佳乃が外の土の上に転げ出た瞬間、背後で屋や敷しきの骨組みが砕ける致ち命めい的な音が響ひびいた。振り仰ぐと、屋根の輪りん郭かくがひしゃげて炎の中に沈んでいくのが見える。薄うす紅べにに染まった空に、なお明るい火の粉が舞う。

「るぅ、う、うう」

「るぅうあ」

　血に飢うえたうめき声が佳乃を取り囲んでいた。目を閉じ、火ひ目め式しきで気配を探る。

　──できるだろうか。

　──完全に化け生しようとなっていない者にも、通用するだろうか。

　立ち上がり、目を見開いた。視し界かいは、自らの火ひ目め式しきが放つ青白い光に覆おおわれている。振り向くと、焼けただれた広い庭、炎ほのおの明かりも届かない暗がりに、琥こ珀はく色の眼光がぽつりぽつりと灯ともり、佳よし乃のを遠巻きに囲み、その輪をじりじりと狭めているのがわかる。

　佳乃は燃えさかる炎を背に、無数の視線を受け止める。

　包ほう囲いしている女達の黒こく衣いからのぞく腕や脚あしが、鱗うろこと剛ごう毛もうに覆おおわれているのも、やがて見え始める。

「　　　　……　……ッ」

　佳乃の口から、人のものではない吼ほえ声が発せられた。

　半なかば獣けものと化した女達の身体からだが、一いつ斉せいにびくりと震える。ある者は頭を手で覆って飛びすさり、ある者はその場に這はいつくばり、ある者は身を屈かがめながら低い咆ほう吼こうを返してくる。

　──掌しよう握あくできない。

　佳乃は歯がみする。

　天狼あまらの子として生まれ持った力。かつて都みやこに数千の化生を呼び寄せたほどの力。

　けれど、今はたったこれだけのなりそこない達すら支配できずにいる。動きを抑えるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　佳乃の念と、せめぎあうもう一つの力が──大気に満ちている。

　鈴すずの音が聞こえた。

「衰おとろえたと見ゆるな、弓ゆ削げの」

　冷ややかな声。

　弓削。それは、佳乃を造り出し、育て、そして滅んでいった一族の名。

　闇やみの中から浮かび上がるように現れる、紅白の巫み女こ装しよう束ぞく。

「一年前のそなたなら、瞬まばたき一つで操あやつれたはず」

　千ち木ぎ良らは黒衣の女達の間を割って、炎の照らす中に足を踏み入れ、佳乃と向かい合った。その左手には神楽かぐら鈴すずが、右手には一本の矢が、握られている。白はく髪はつが火ひの粉こ混じりの熱風になぶられてはためく。

「……よくご存じですのね、わたくしのことも」

　佳乃は張りつめた気を必死で支えながら、無理に笑って答える。

「弓削に伝わる天狼の造り方は、我らから盗んだ業ぞ。浅からぬ縁えにしではないかえ」

　佳乃は、あやうく手た綱づなを放しそうになる。女達のうなり声が高まった。息を大きく吐き、気を静める。

　──なんてこと。

　天狼。

　強い御み明あかしの種たねとするために生み出された、人造の化け生しよう──佳よし乃のの父親。

　──でも、これで腑ふに落ちる。

「退ひいてくりゃれ。伊い月つき様を追わねばならぬ。そなたとはやりとうない」

「行かれればよいでしょう。あなたが気を逸そらした瞬間、わたくしはその方達を一人残らずこの手しゆ中ちゆうに捕らえて、あなたを背中から襲おそわせますわ」

　それは虚きよ勢せいだった。おそらく今の自分には、その力はない。

　けれど、千ち木ぎ良らは動かず、言葉だけを続ける。

「一年前。そなたは、強かった。そなたは美しかった。なぜ──人であることを選んだ？」

　千木良の言葉の一つ一つが、佳乃の記き憶おくをえぐる。

「なぜ、たかが御明かしの一人に阻はばまれた。化生を統すべるほどのそなたが、なぜ。わからぬ。人を捨てていれば、妾わらわとて敵かなわなかったであろうに」

　うろたえてはいけない。佳乃は言い聞かせる。

「天狼あまらと溶け合ったそなたは、……美しかった。火ひ之の神かみそのものと紛まごうほどに、美しかったぞえ。妾は、そなたにならば、吞み込まれてもよいとさえ思うた」

　千木良の口元が恍こう惚こつとして、ゆるむ。

　佳乃は吐き気のするほどの悪お寒かんを覚えた。

　──狂っている。

　──この女は、狂っている。

　これは戦いだ。心の削けずり合い。

　ひるむな。太た刀ちを返せ。

「……屋や敷しきを焼いたのは、長は谷せ部べが憎かったからですか？」

　佳乃の言葉に、千木良の肩がぴくりと震えた。背後の黒こく衣いの女達が、喉のどを鳴らして後ずさる。

「ええ、ええ、わたくしと伊月さんをあぶり出すためでしょう、それはわかっています。けれど、ほんとうにそれだけですか？」

　佳乃は一歩、踏み出した。太ももの傷にずきりと響ひびく。

「自分のような者を造り出し、巫み女ことして育てた長谷部の家が憎かった、そうでしょう？　火の血はときに、自覚なく理性を蝕むしばみます」

「妾は獣けものだ、と？」

　千木良が微笑ほほえんだ。

　その笑みを目にして、佳乃の背中がざわめく。

「では、それでよい。たしかに妾は憎んでいた。呼よ火びの命みことの御み手てにすべてを帰するに、なにをためらうことがあろうぞ。人であることにしがみつき、力も失ったそなたなぞ、哀あわれとしか思えぬ。人を捨てれば──ともに歩むこともできたであろうに」

「それが、そのまま目的ですか」

　千ち木ぎ良らはわずかに首を傾かしげる。

「長は谷せ部べの目的です。呼よ火びの命みことが地へと降りたら、この国は焼しよう灼しやくされ、焦しよう土どだけが残る──それこそが望みだと？」

「この地など知ったことではない」

「あなたのことなど訊きいていません。長谷部の目的です」

　千木良の顔に凄せい絶ぜつな冷れい笑しようが浮かぶ。

「それはもう、どうでもよい」

　佳よし乃のは、確信した。

　屋や敷しきには火の血を持つ女しか残されていなかった。では、残りの者は？

　千木良はたしかに長谷部の家を統すべていた巫み女こかもしれない、けれど、道具の一つであることに変わりはなかったのだ。

「当主は。長谷部御み狩かりはどこにいるのですッ」

「長谷部などもうよい、弓ゆ削げの。そなたも、人であることを選んだ間違いを知ろうぞ」

　深い絶望が佳乃を包んだ。

　目の前に立つ巫女の姿が、屍しかばねのように見える。

　──もう、ここにはなにもない。

　──この女にはなにも残っていない。空からっぽだ。

　口を開く。

「あなたは一つ、間違えています」

　千木良の眉まゆがかすかに動いた。

「人であるか、化け生しようであるか、決めるのは自分ではありませんわ」

「なにを……」

「それは、隣となりにいてともに歩む者が選ぶのです。わたくしには伊い月つきさんがいた。あなたにはいなかった。それだけのことです」

　背後で燃えさかる建材が相食あおはみながら内側へと崩れ、地じ響ひびきを起こすのが聞こえた。熱風が背中に吹きつけ視し界かいの隅すみに髪かみ先さきが躍おどった。炎ほのおで照らされた千木良の顔は、少しも動いていないはずなのに、ゆっくりと影に浸ひたされていく。

　矢を握ったその右手が胸まで持ち上がり、手の甲こうの五つ星がぎらつく。

「そなたの、その美しい身体からだを穿うがつのは心が痛むぞえ、弓削の」

　大気に熱が充満した。千木良の足下に、わずかに残っていた草が一瞬で枯かれて燃え上がった。激しい耳鳴りが始まる。耳の下の火ひ目め式しきがひどく熱い。目も開けていられないほどだ。

　──弓構ゆがまえしているひまはない。

　指ゆび一本動かせば、その隙すきに千木良の矢がこの身を引き裂くだろう。であれば、狙うのはその直前の一瞬しかない。

　──時間稼かせぎだ。

　──伊い月つきさんが内だい裏りにたどりつくまで、千ち木ぎ良らを引き止められればいい。

　──わたくしは、どうなっても……

　伊月の、泣き出しそうな顔が浮かぶ。

　──わたくしが死んだら。

　──伊月さんは、怒るだろうか。

　巨おおきな風の塊かたまりが膨ふくれ上がった。佳よし乃のの前髪が舞い上がり、その視し界かいを白い閃せん光こうが埋め尽くす。金属の弦げんを刃やいばで搔かき斬きったときのような、鋭い楽がくの音が耳鳴りを切り裂いて響ひびいた。

　痛みよりも、熱よりも先に、佳乃は耳からこめかみ、首くび筋すじにかけてを濡ぬらす生ぬるい感かん触しよくを覚えた。

「……ァ」

　かすれた吐と息いきが喉のどをこすった。

　右肩から先の感覚が、氷の中に閉じこめられたように消え失せているのに気づく。

「……ァ、ア」

　噴ふき出した鮮せん血けつは、鼻はな頭がしらや唇くちびるにまで降りかかる。

　こわばった首をほんのわずか右へと曲げた佳乃は、鎖さ骨こつと肋ろつ骨こつと肉を断ち割って脇わき腹ばらにまで深々と走る赤黒い亀き裂れつを見た。支えを失った右腕は、奇き怪かいな芋いも虫むしのように体側に吊つり下がり、伝い落ちる血でまだらに塗られている。

　痛みと熱が、ようやく身体からだの奥から湧わき上がってきた。

　喉からは、もはや声すら出ない。

　見えなかった。矢も、それを投とう擲てきした腕の動きさえも、見えなかった。

　佳乃は焼けた土の上に膝ひざをついた。意識が血とともに止めどなく流れ出していく。

　空と大地が半回転した。

　頰ほおに冷たいものが触れる。

　土だ。

　心地よい。

　ようやく、自分が倒れていることに気づく。

　黒い水面が土の上に広がっていくのが見える。

　さかんに踊り狂う炎ほのおがそこに映っている。

「……人は、弱い」

　だれかの声が降ってくる。

「そなた達も散るがよい。都みやこに火を撒まけ。人を喰らえ。夜が明ければ──」

　その先は、暗くら闇やみに吞み込まれる。

　獣けものの気配が、息づかいが、離れていく。

　取り残された佳よし乃のの耳に、やがて聞こえてくる一つの声。

　懐なつかしい、古い名を呼ぶ声。

　──わたくしの名。

　──時とき子こに分け与えた名。

　無数の足音も、血の流れ出す音も、炎ほのおが木を貪むさぼる音も消え失せ、その闇やみにただヨビの声だけが響ひびく。

　──ヨビが来る。

　──ヨビが……




　　　　＊




　雲うん海かいを突き破って隆りゆう起きした巨きよ峰ほうの頂いただきが、皇こう宮ぐうを押し潰つぶそうとしていた。

　東の正門──陽よう明めい門もんをくぐり、開けた空を仰いだ伊い月つきは、烽ほう火か楼ろうの天てん台だいからほとばしる青い炎が、光の山の頂をなめるのを見た。天台の屋根から手を伸ばせば、光る表ひよう層そうに触れられそうなほどに迫っている。今や夜は空の隅すみに駆く逐ちくされ、靄もやを纏まとった紅あか色いろの光が天地をすべて吞み込もうとしている。

　──ヨビが。

　──もう、そこまで来ている。

　烽火楼の足下に、黒煙、そして明々とした炎の色が見えた。

　──皇宮にも、現うつつの火が。

　伊月は煙の充満する宮みやの間を走る。近づくほどに火ひ目め式しきが重たく、熱くなる。火垂ほたる苑えんを囲む塀へいの外を通り、麗れい景けい殿でんの脇から梨なし壺つぼの庭に抜けた瞬間、盛大に燃え立つ炎が目に入る。

　後こう宮きゆうが燃えている。

　宮の屋根が紅ぐ蓮れんの炎を噴ふき上げ、渡わた殿どのがひしゃげて潰れ、逃げまどう黒々とした人ひと影かげがその下にいくつも見えた。中庭の中央、烽火楼の長い影だけが、陽かげ炎ろうに身をよじらせながら、冷然とそびえている。

　烽火楼から発する青い炎は、肉体しか灼やかなかったはずだ。とすれば、おそらくは後宮に残っていた女が化け生しように堕おちたのだ。

　──まさか、桐きり葉は達が……

「退ひけ！　退けぇ！」

「捨て置け、崩れるぞッ！」

　男達の叫び声が聞こえ、炎の中で鉞まさかりの幅広の刃やいばがきらめくのが見えた。火ひ護もりだ。

「伊月！」

　太い声が背中にぶつけられた。振り向くと、火護装しよう束ぞくを纏まとった熊くまのような巨体が鉞を手に立っている。火傷やけどに巻き付けた布も燃えてしまったのか、顔の右半分は煤すすと血でべっとりと汚れている。その後ろに何人も、見慣れた《と》組の鉾ほこ衆しゆう、斧よき衆しゆうの姿がある。

「頭とう領りよう、豊とよ日ひは、豊日は！」

「帝みかどはまだ後あと榊さかきの園そのだ、供く犠ぎ堂どうにおられる」

　答える矢や加か部べの顔には苦く渋じゆうの表情が浮かんでいる。

　供犠堂──御み明あかしを斬ざん殺さつして火の血を絞しぼり出し、柱に捧ささげるための堂。

「まさか。まさか、もう」

「わからぬ。俺が最後に見たときはまだ堂の外におられたが」

　伊い月つきは光に押し潰つぶされそうな烽ほう火か楼ろうの影に目をやる。

　──だめだ、わたしが止めに行ってるひまはない。

　矢加部の顔に目を戻す。

「豊日を止めて、お願い、わたしが、わたしが戻ってきた、って」

「しかし……こうなっては、もう」と、鉾衆の一人がうめく。

「うむ……このうえ御明かしまで化け生しように堕おちては手がつけられぬ……もはや……」

　伊月の全身を激しい憤いきどおりが押し包んだ。

　こうなっては、もう──もう、なんだ？　もうしかたない、か？　娘の五人や六人、殺してもしかたない、そういうことか。ふざけるな。ふざけるな！

　中庭に向かって駆け出そうとした伊月の肩を、大きな手がつかんで引っぱり戻した。

「放せ、放せェッ！」

「馬ば鹿か者、死にに行く気かッ」

　耳元で矢加部の声が轟とどろく。伊月は胸に回された太い腕を搔かきむしった。

「火ひ目めに──火目のところに行かなきゃいけないんだッ」

「たわけ、庭に入っただけで焼け死ぬぞ！」

　伊月の火目式しきからどろりと熱い怒りがあふれ出してきて腰から脚あしへと伝い落ちる。引きちぎってしまえばいい。なにかが囁ささやく。阻はばむものは壊してしまえばいい。矢加部の腕に食い込んだ自分の爪つめが、赤茶けた鋭い鉤かぎ爪づめへと変わっていくのを伊月は見る。

　──だめだ、まだだめだ！

　──抑えろ！

　下した唇くちびるに歯を立て、装しよう束ぞくの上から火目式を強く押し込んで、伊月はこらえる。

「頭領、放してください」

　伊月はかすれた声で言う。

「常和ときわに。長は谷せ部べが、常和の身体からだに印いんを打ったんです。それを、それを消せば──」

　ふ、と腕の力がゆるんだ。

　伊月は矢加部の腕の中で身をひねる。

「……当とう代だいの、身体からだに？」

　矢や加か部べが言った。伊い月つきはうなずく。

「それを破れば降こう臨りんは止まるのか」

「──わかりません」

　確かなことは、なにもわからない。けれど。

　けれど、なにもせずに見ているわけには、いかなかった。

「どうやって烽ほう火か楼ろうに近づくのだ、豊とよ日ひ殿でさえ無理だったのだぞ」

　束つか頭がしら役やくの一人が言う。

「わたしなら──できる、と思う」

　一歩退さがり、伊月は《と》組の男達を見回して答える。

　その方法は、言いたくなかった。

　険しい矢加部の顔の、そこだけが優しい目と、伊月の目が合う。

「俺らになにかできることはあるか」

　静かな、けれど炎ほのおが巻き起こす風にも潰つぶされないほどはっきりした声で、矢加部が問う。

「豊日を。止めて、ください」

「確かな勝算は、ないのだろう」

　伊月は目を伏せ、うなずく。

「では、できぬ」

　うなだれた伊月の頭に、矢加部の声が降ってくる。

　矢加部は、戦いくさ人びとだ。本物の火ひ護もりだ。伊月はそう思う。

　──わたしを信じてくれるからこそ。

　──国のすべてを賭かけるわけにはいかない。

「お主ぬしが烽火楼へ行ったと──伝えるだけだ。他には」

　伊月は顔を上げた。

　──頭とう領りよう。

　いくつもからみあった感情が、喉のどを駆け上がってきた。口を開いたら、どんな言葉が出てきてしまうかわからなかった。だから、伊月はただ首を振った。

　これからすることを、見られたくなかった。

「散チッ」

　矢加部の号ごう令れいが響ひびく。無数の足音が、伊月から離れていく。やがて、吹きすさぶ風鳴りと、その中にかすかにまぎれるヨビの声だけになる。

　伊月は踵きびすを返した。火に巻かれた宮みやと宮の間、烽火楼の影が見えた。

　走り出す。空気に含まれた細かい火ひの粉こが肌はだに張り付く。倒れかけた柱をくぐり、宮の間を抜けて中庭に出た瞬間、すさまじい熱気が伊月を押し包んだ。見えない炎ほのおが伊月の肌はだを、髪を、眼球を引き毟むしる。思わず声をあげそうになり開いた口の中にも濃い熱が流れ込んで舌を締めつける。

　伊い月つきはそれでも目を閉じない。病んだように明るい空を仰ぎ、光の嶺みねに手を差し上げた。

　──ヨビ。名をよこせ。

　──おまえの二つ名を聴きかせろ。

　──受け取ってやる。

　空を埋め尽くす火草ほくさ虫むしの群れが歓かん喜きに波打つ。




　……汝なが名は──




　聞こえた。

「わたしの、名は」

　伊月の声が、ヨビの声に寄り添う。




　……汝が名は、




「名は──」




　伊月の喉のどから、人ならぬ響ひびきの声がほとばしる。

　全身を、甘かん美びなほどのおぞましい感かん触しよくが駆けずり回った。視し界かいが琥こ珀はく色の微び光こうで覆おおわれ、脇わき腹ばらの火ひ目め式しきに突き込まれた虫の身体からだから、熱い血がどくどくと流れ込んでくるのがわかる。

　伊月は両腕を天に突き上げた。鉤かぎ爪づめが長く伸び、黄金こがね色のなめらかな体毛が肌はだから流れ出す。歓喜が腹の底から湧わき上がり、咆ほう吼こうとなって噴ふき出た。




「禮ラア！」




　伊月の吼ほえ声に空が、大地が、烽ほう火か楼ろうの影がびりびりと震える。




「禮ラウ！　禮ラウ！　禮ラア！」




　とどめようのない衝しよう動どうが伊月の肉体を支配していた。全身の肉が、節が、みしみしと音をたててふくれあがるのがわかった。烽火楼へと向かって踏み出すと、体毛がじりじりと焦こげ、溶けて煙に変わっていく。皮ひ膚ふが露ろ出しゆつし見えない炎ほのおに浸しん食しよくされていく。しかし、その下で化け生しようの肉体は泡あわ立だち、蠢うごめき、傷口を埋めてさらに変化を進める。

　伊い月つきの意識は、最後の切れ端はしにしがみついていた。

　──手を放したら、終わりだ。

　──吞み込まれるな。ヨビに取り込まれるな。

　暴走した熱が獣けものの剛ごう毛もうと肉を灼やく音、その下から真新しい組織が再生するおぞましい音がせめぎあって伊月の頭の中いっぱいに響ひびく。

　呪のろわしい、異い形ぎようの生命力が、伊月の身体からだに満ち満ちている。

　──ヨビ、おまえがこの力でわたしを喰らうなら、

　──わたしはこの力を利用してやる。

　血のにおいのする息を吐き出すと、伊月は砂を蹴けり、烽ほう火か楼ろうに向かって駆け出した。
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　地じ響ひびきが聞こえてくる。

　土の欠片かけらがばらばらと茜あかねの首くび筋すじや髪に降ってきた。茜は身を震わせ、身体に巻き付けられた鎖くさりを引きずって、狭い石いし室むろの隅すみに身を寄せる。明かりは天井の空気穴あなから差し込むわずかな光だけで、ほとんど真まっ暗くら闇やみなのだが、不ぶ気き味みな熱気が洞ほら穴あなに満ちて、装しよう束ぞくの下はじっとりと汗ばんでいた。

　──崩れてきて、押し潰つぶされたりしないかな……

　ここに入れられてからずいぶんたつ。茜は、生き埋めになる妄もう想そうに何度も苛さいなまれていた。

　格こう子し戸どには錠じようがかけられていない。ここに入れられるときに、豊とよ日ひに言われたのだ。

　──『逃げたければ、逃げてもよい』

　あれは一体どういう意味だったのだろう、と茜は思う。

　──豊とよさまも、きっと、茜達を殺したくはないんだ。

　いつもは飄ひよう々ひようとした笑みを浮かべている童どう子じが、あのとき見せた苦にがい表情を茜は思い返す。

　けれど、茜はまだここにいる。

　ここで、待っている。

　──千ち木ぎ良らさまは、戻ってくるって言ってた。

　──きっと戻ってくるって……

　けれど、と茜は思う。千木良でも、もはや手の施ほどこしようがないところにまで来ているのかもしれない。すべてが手遅れなのだとしたら。もう、御み明あかしを贄にえとするしかないのだとしたら。

　──そのときは、千木良さまも、桐きり葉はちゃんも、みんなも、一緒。

　──でも。

　──でも……

　茜は自分の両腕を抱きしめる。錆さびの浮いた鎖が軋きしむ。

　怖くないといえば、噓うそになる。

　──常和ときわさまも、こんな気持ちだったんだろうか。

　──火ひ目めになる前には、こうして震えていたんだろうか。

　怖いというよりも、茜あかねはただ、心細かった。

　だれか。だれか一人でも、そばにいてくれれば。

　蒸し焼きになりそうなほどにこもった熱気の中で、しかし茜は冬の池に放り込まれたような寒気を覚える。

　火目は、みんなこれを味わいながら死んでいったのだろうか。たったひとりで烽ほう火か楼ろうの天てん台だいに鎖くさりで縛しばり付けられ、煙の中で息いき絶たえることを考えると、震えが止まらない。

　霞かすみ楼ろうは──最初の火目は、火ひ渡わたりを継ぐ者すべてがこの孤こ独どくの中で死んでいくことを知っていて、なおこの国を造ったのだろうか。

　そして、豊とよ日ひは。

　終わることのないこの寒さの中を、ひとりで歩き続けているのだろうか。

　それは──耐えられない。

　だれか。だれか一人でも、そばにいてくれればいいのに。

　──伊い月つきねえさま。

　猫のように鋭く快活な瞳ひとみが、闇やみに浮かぶ。

　──ねえさまは、無事だろうか。

　長は谷せ部べが隠かくしていることを暴あばくために、と言っていた。きっと、なにかが間違って伝わったのだ。でも、そんなことはどうでもよかった。そばにいてほしかった。たとえ、茜が柱として捧ささげられることが避けられないとなってしまっても、伊月の顔を見られれば、怖くなくなるだろうと思った。

　──ねえさま、お願い。

　──無事に戻ってきて。

　茜は闇の中で祈った。

　祈ることしかできなかった。あのときも、今も。

　祈ることしか──




　しゃなり、と鈴の音が聞こえた。




　茜は顔を上げる。格こう子し戸どのところまで膝ひざ歩あるきで寄って、外の狭い通路に目を凝こらす。足音が近づいてくるのが聞こえた。土を踏むかすかな音が反はん響きようしてわななく。

　──ねえさま？

　格子の間に頭を突っ込んで、通路を目で探った。

　しゃなり。鈴が鳴り、茜あかねの身体からだがびくりと震える。

　この鈴すずは──聞き憶おぼえがある。

　やがて闇やみの中から白い人ひと影かげがにじみ出てくる。灰色にくすんだ白はく髪はつ、煤すすで汚れきった袖そでの長い千ち早はや、緋ひ色いろ袴ばかま。かすかに黄色く光る眼め。

「……千ち木ぎ良らさま」

「待たせたかえ」

　千木良は薄うす笑わらいを浮かべながら、格こう子し戸どを引いた。

　なぜかわからないが、茜はそのとき、一歩後ずさった。

　師の眼が光っていたせいだろうか。

「帝みかどの御み許もとへまいろうぞ」

　そう言って千木良は手を差し伸べてくる。

「あの、い、伊い月つきねえさまは」

　伊月は長は谷せ部べの屋や敷しきに行ったと聞いた。

「ねえさまに、会いませんでしたか」

　千木良の顔が影で見えなくなる。

「伊月様は烽ほう火か楼ろうに向かわれた。焼け死ぬと──知っていながら」

　茜は息を吞む。

「分ぶん霊れいを為なさねば、伊月様も危うい」

　千木良の手の鈴が鳴った。

　茜はうなずき、千木良の手を取った。

　ぞっとするほど冷たい手だった。まるで──屍しかばねのような。

　千木良に手を引かれ穴あな蔵ぐらから出た茜は、背の高い蔵の屋根の間から見える空を仰いだ。薄うす桃もも色に光る雲を背景に、羽に炎ほのおを纏まとわせた小さな羽は虫むしが数千、数万、乱れ飛んでいるのがわかる。この距離からでは、櫓やぐらと光の嶺みねの頂いただきはもはや触れあっているように見える。風に乗ってきな臭いにおいが運ばれてきた。火ひ護もりの鐘かねは頭痛と紛まごうほどに切れ目なく打ち鳴らされている。

　──空が、堕おちてくる。

　蔵の間を抜け、広い通りに出た。空の光と、建物を喰らいながら燃えさかる炎とで、夜は跡あと形かたもなく掘り返されていたが、人の姿はどこにも見えない。みな逃げてしまったのだろうか、と茜は思う。

　千木良が立ち止まり、茜の両肩に手を置いて膝ひざを落とした。

　琥こ珀はく色の光を帯びた目と目が合う。

　しゃなり。

　神楽かぐら鈴すずが耳元で鳴った。

「千木良、さま？」

　巫み女このもう一方の手のひらには、──ぼんやりとした炎ほのお色の光に包まれた、一匹の羽は虫むしがとまっていた。

「……なんですか？　それ……」

　茜あかねは、虫の光越しに、ぼうっと師の眼めを見つめる。

「そなたは虫を受けねばならぬ」

　言われていることが理解できない。

　虫を受けたら、化け生しようになってしまうのではなかったか。

　柱になるためには、虫を受けていない自分が必要だったのではなかったか。

　でも──

　しゃなり。鈴すずが鳴る。

「そうしないと、いけないのですか」

　千ち木ぎ良らはうなずく。

「……茜は、死ぬのですか」

「死にはせぬ。そなたは呼よ火びの命みことと一体となる」

　──神さまと。

「贄にえとなった火の血──火ひ之の神かみの断だん片ぺんもまた、そなたの中に集まる」

　千木良の目には恍こう惚こつとした光がたたえられている。

　羽虫を載せた千木良の手が、茜の額ひたいの火ひ目め式しきに近づけられる。

　──そうか。みんな一緒になるんだ。

　──それなら……寂しくない。

　茜は目を閉じようとした。




「それが、仕上げですか」




　声がした。かがみこんだ千木良の背中の、さらに向こうから。

　弾はじかれたように千木良が立ち上がる。ひるがえった袴はかまの裾すそが茜の頰ほおを打った。

　炎に照らされ土の上にいくつもの影を広げ、長い黒くろ髪かみを強い風の中で翼つばさのようにはためかせ、その人ひと影かげは立っていた。黒い装しよう束ぞくも、肩から露ろ出しゆつした両腕も、血にまみれている。

　両りよう眼めには、火目式の青白い光がともっている。

　しゃなり。風で神楽かぐら鈴すずが揺れた。

「なぜ。なぜ生きておる」

　千木良がうめいた。

「火ひ護もりの心こころ得えに謂いいます。灼しやく箭せん得たりなば、頭かしらを潰つぶし、臓ぞう腑ふを搔かき出し、骨を踏み砕け──とどめを忘るるなかれ、と」
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　佳よし乃のが、答えた。
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　烽ほう火か楼ろうの入り口が見えた。

　両開きの扉の前に横たわっているのは、二人分の人じん骨こつ。逃げ遅れた兵ひよう衛えのものだろう。槍やりの柄えも、人骨が纏まとう装しよう束ぞくも、じりじりと煙をあげている。

　伊い月つきは四つ足で砂の上を這はい進む。地をえぐる鉤かぎ爪づめは熱でねじくれ、燃え上がり、溶けて激げき痛つうとともに剝はがれ落ちる。その下からまた新しい鉤爪が肉を突き破って伸びてくる。

「……っく……ぁ」

　伊月の身体からだを覆おおい尽くす黄金こがね色の体毛は炎ほのおを孕はらみ、火ひの粉ことなって宙に散り、またぞわぞわと伸びて皮ひ膚ふを隠かくす。装束はほとんど引き裂かれて、腰こし紐ひもをわずかな引っかかりとして身体に張り付くばかりになっている。

　いっそう身を低くして強く砂を踏み蹴けった。近づくにつれ、熱はなお強まり、一ひと蹴り一蹴りが四し肢しに激痛を伝えた。

　倒れていた人骨を蹴り散らし、烽火楼の扉に駆け寄る。封ふう印いんの札に描かれた火ひ鎮しずめの印いんが、ほとんど化け生しようとなった伊月をおびえさせた。

　──ひるむな。

　──わたしは、人だ。火ひ鎮しずめの印いんなんて怖くない。

　札をむしり取り、錠じようを鎖くさりごと引きちぎって扉を蹴けり開ける。内の暗くら闇やみからどろりと濃い熱気があふれ出してきて伊い月つきの顔を灼やいた。

「……ァァアアアアアッ」

　目を閉じ、顔を手で覆おおい、這はいつくばる。片腕で身体からだを引きずって楼ろうの中に転がり込んだ。

　中空の高い櫓やぐらの真ん中には、太い支柱がそそり立っている。伊月は一年前の夜を思い出さずにはいられない。佳よし乃のと二人で、火ひ目めの真実を見るために、楼の天てん台だいに登った夜のこと。

　──常和ときわ。

　──常和のところに、行かなきゃ。

　腕を、ぬらぬらと光る真新しい肉が覆った。後あと脚あしにもわずかに力が戻ってくる。伊月は身体を起こして、支柱の正面の梯はし子ごに手をかけた。

　柱の表面に爪つめを立て、伊月は登り始める。異い形ぎようの力が背中や腰で躍やく動どうするのを感じる。身体は息苦しいくらいに重いはずなのに、柱に爪を突き込み、力を入れると、信じられぬほどの勢いでその身体が持ち上がる。烽ほう火か楼ろうの壁面に一定間かん隔かくで刻まれた明かり取りの窓が、飛ぶように上から下へと過ぎていく。どろりとしたものが首くび筋すじを伝い落ちた。目の前が奇き妙みように暗いのは、右みぎ眼めが灼かれてしまったからだろう。半分の視し界かいの中を、五角形の天井が迫る。

　梯子が尽きた。柱から左右に突き出た足場に手をかけ、飛び移る。足場はみしみしと揺れ、木き屑くずが眼下の闇へと散り落ちていく。鈍どん痛つうを覚え、右手を見ると、指の節から炎ほのおが噴ふき出している。

「……る、るぅ、っあ」

　伊月は涎よだれ混まじりのうなり声を漏らし、天井の鉄戸かなどに貼はられた封ふう印いんの札を左手でむしりとる。左手の指も炎を上げて溶け落ちた。

　再生するのを待ってはいられなかった。伊月は背を伸ばすと、鉄戸からぶらさがった鋼はがねの錠じよう前まえに嚙かみつき、食いちぎった。赤せき熱ねつした鉄が歯は茎ぐきと舌を焼く。

　ちぎった錠を吐き捨てる。ず、ず、と軋きしみながら鉄戸が下りた。天井に開いた穴から、青い炎が噴き出てきて戸の裏側と天井をなめる。

　──常和の炎。

　──あの中に……

　伊月はためらった。溶かされて骨だけとなった女によ官かんが、腕を焼き切られた豊とよ日ひの姿が、ちらと浮かぶ。

　──立ち止まるな！

　後脚が力強く床を蹴けった。足場の大きな板がめきりと折れるのがわかった。炎の中に飛び込んだ伊月の身体は悲鳴をあげる。もはや痛みと熱と音の区別すらつかない。床を転げると、溶けた肉と流れ出した体液がにちゃつき、一瞬で気き化かして吐き気のするような臭気に転じる。起き上がろうと床についた手はばらばらになり、伊い月つきは再び床に突つっ伏ぷす。炎ほのおの舌した先さきが背中の肉をこそぎ取っていく。

　──まだだ。こんな、こんな炎くらいで……

「……ギィィゥウウアアアアアァッ」

　吼ほえた。青い炎の壁が吹き散らされ、束つかの間ま、五ご方ほうを壁に囲まれた部屋の中が見える。燻くん浄じようの儀ぎで青草を敷くための合間の部屋だ。柱を挟んで部屋の反対側に、階段が見える。伊月は血のぬかるみの中を、後あと脚あしだけで泳ぐように這はい進む。炎が再び閉じる。背骨が搔かきむしられる。

　──くそ、動け、動け！

　──殺してやる、絶対にたどり着いて、引きちぎって、搔きむしって、踏み潰つぶして、嚙かみ砕いて、喰らってやる！

　獣けものの衝しよう動どうが伊月の全身の血を駆け巡った。階段を駆け登り、再び現れた鉄戸かなどに肩を叩たたきつける。錠じよう前まえが弾はじけ飛び、分ぶ厚あつい鉄板が跳ね上がる。青い炎が伊月の身体からだをなめ尽くしながら天てん台だいへと噴ふき上がった。

「るぅぐあアアアァッ」

　吼え叫び、伊月は粘りつく炎とともに天井の穴から飛び出す。

　切り裂くような冷たい風が全身を押し包んだ。

　天台──その周囲には壁はなく、五本の支柱と、中央の太い柱が屋根を支えている。一いち面めん炎に包まれた都みやこの夜が、眼下に広がっている。

「──るぅううううおおおおおオオオオオオオォ……ッ」

　仄ほの明るい空に長く咆ほう吼こうを投げると、伊月は前まえ脚あしを引きずって、天台の中央を振り返った。

　常和ときわが、そこにいた。




　　　　＊




　向かい風の中に佳よし乃のは立っていた。

　左手で押さえた右肩から血があふれ出て、夜明けの月のように青白い肌はだに幾いく筋すじも走り、あたりの炎を映して赤黒くぬめぬめと光っている。風に乱されてさんざめく黒くろ髪かみの中で、顔は影に吞み込まれ、ただ両りよう眼めだけがはっきりと青く燃えている。

　茜あかねの背せ筋すじがぞくりと震えた。

　──知ってる。

　──このばけものは、知ってる。

「虫を受けた者に呼よ火びの命みことが降りたら、どうなるか。知らぬあなたではないでしょう」

　佳乃が、茜のすぐ前に立つ千ち木ぎ良らに向かって言う。

　その声の端はし々ばしに、なにかがこすれるような不快な音が混じっている。

「なぜ──生きておる」

　千ち木ぎ良らが、しゃがれた声を漏らす。

　佳よし乃のは微笑ほほえんだ。

「右肩、でしたから」

　茜あかねは、佳乃の右肩を食い入るように見つめる。あのとき、喰われて怪け我がをしたのも、同じ場所だった。今また、傷口を押さえている左手もどっぷりと血に濡ぬれて、肌はだはまったく見えない。

「あなたは知らないでしょうけれど、この傷をふさいでくれたのは、常和ときわさんと──それから、中ちゆう宮ぐう時とき子こです」

「な……に？」

　佳乃が、一歩踏み出した。

　千木良が両手を広げ、舞の前のように構える。左手の鈴が涼しい音をたて、右手の火ひ目め式しきが明るく光を放ち始める。

「ですから。中宮は、ここにいます」

　佳乃が肩を押さえていた左手を、ゆっくりと離した。

　血みどろの中に──やがて、ばっくりと白い亀き裂れつが走る。

「……ぁあ」

　茜の喉のどから声が漏れる。

　どろりと黄色い光が裂け目から漏れ出て、現れたのは、赤あか子ごの頭ほどもある巨大な眼球。

　──知ってる。

　──このばけものは、知ってる。

　先代正せい護ご役やく──中宮時子。化け生しように堕おち、故こ郷きようの村を焼き尽くした屍しかばねの女。その左肩に埋め込まれていた異い形ぎようの凶きよう眼がんが、今、佳乃の右肩に──

　茜は目をしばたたく。

　──まぼろし？

　たしかに見えたはずなのに。佳乃の右肩は、血と黒くろ髪かみで覆おおい隠かくされたままだ。

「弓ゆ削げの。ふ、ふ……」

　千木良が含み笑いを漏らす。

「そうじゃ。人を棄すててこそ──そなたは美しい。それでも、それでも己おのれを人というかえ」

　千木良が言って、右手をゆっくりと持ち上げる。火目式の星が螢ほたるの群のように光の尾を引き、その手のひらの中に、ぼんやりと紅あかく光るものが現れ、やがて凝ぎよう固こして矢や羽ばねに火を宿す一本の矢となる。

「ええ。もちろん」

　佳乃が答えるのとほとんど同時に、千木良の右手が跳ね上がった。茜の視し界かいを烈はげしい閃せん光こうが切り裂き、甲かん高だかい楽がくの音と風圧が正面から叩たたきつけられ、のけぞり、倒れそうになる。それでも茜あかねは見た。佳よし乃のの姿がかき消え、鳴めい箭せんが虚こ空くうを貫つらぬき、彼方かなたの燃えさかる蔵くらに突っ込んで光の粒つぶを散らす様さまを。

　強い風が、火ひの粉ことともに鳴箭の余よ韻いんを吹き散らす。

　茜は佳乃の姿を探そうと首を巡らせた。視し界かいの隅すみにちらと白い影が躍おどった──そう思った次の瞬間、横よこ殴なぐりのすさまじい赤しやつ光こうが茜を地面に打ち据すえた。高く澄すんだ鳥の声のような音が耳を深く貫く。

　土の上を転がり、蔵の壁に背中をぶつけ、唾つばとともに砂を吐き出して、ようやく茜は起き上がる。

　すぐ前に、千ち木ぎ良らの背中があった。透すき通った白はく髪はつが、鳴箭の余韻に震えている。その右手、肘ひじのすぐ上には輝く矢が突き立ち、血が土にしたたっている。

　鳴箭の赤い矢や筋すじをたどって、茜は佳乃の姿を見つけた。道を隔てた彼方、燃える蔵を背に立って、弓構ゆがまえしている。

　──千木良さまの射ぬ千ば玉たま引きを、躱かわした。

　──あんなに早く返しの射しやを。

　人の業ではない。茜は寒気を覚える。

「ほんとうに皮ひ肉にくなこと」

　焦こげ臭い風が佳乃の声を運んでくる。

「今なら──あなたのその矢も、止まって見えますわ」

　その右肩で、琥こ珀はく色の光がほんの一瞬だけぎらつく。

「それは、もとよりそなたの眼めぞ。弓ゆ削げの」

　冷たい声のまま千木良が言った。

　茜ははっとする。千木良にも、あれが見えているのだ。

「中ちゆう宮ぐうはそなたの名を借りていたのだから。それでもなお、人であることにしがみつくかえ」

　佳乃は答えず、ただ微笑ほほえむ。

　──人。

　──あれは、人？

　──ちがう。あれは、ばけものだ。

　佳乃が、再び両腕を高く持ち上げた。茜はそこに、燃え立つ赤い光の矢を見る。すさまじい火の力が額ひたいの式しきにどくどくと流れ込んでくる。

　──殺される。

　──千木良さまが、ばけものに殺される……

　しゃなり。茜の耳に、鈴の音が響ひびいた。

　足は、ひとりでに動いた。

「……茜あかね……さん？」

　佳よし乃のの腕がゆるみ、目が驚きに見開かれる。

　茜は、千ち木ぎ良らの前に立っていた。

　矢や筋すじから護まもるように、佳乃と千木良の間に、両腕を広げて立っていた。

　熱風が、二つ輪に結ゆった髪を、火ほ照てった頰ほおをなぶる。

「撃うたないで」

　目がちくちくと痛み、涙がにじむ。

「千木良さまを、殺さないで」

「茜さん、どきなさい。その人は──」

　鈴が鳴った。

　茜の頭の芯しんはじんと熱くなる。佳乃の言葉の後ろ半分はその熱に吞まれて聞こえない。

「茜。妾わらわの腕となりや」

　けれど背中からかけられた千木良の声だけは、はっきりと頭の中に響ひびいた。

　まっすぐに伸ばした茜の右手、その手のひらに、体中の熱が吸い寄せられて集まり──やがて赤い光が生まれ、矢の形に集しゅう束そくする。

「やめなさい茜さんッ」

　腕を振り上げた瞬間、佳乃が横よこ様ざまに飛び退のいた。が──

　佳乃の凶きよう眼がんが茜の腕の動きを完全に捉とらえていたように、茜の目もまた、その動きを完全に把は握あくしていた。空くうを切り裂いて振り下ろされた腕は矢の軌き道どうをねじ曲げ、赤い炎ほのおは宙を疾はしり、着地した瞬間の佳乃をとらえた。

　鋭い楽がくの音とともに光が弾はじけ、爆発した。砂さ塵じんが舞い上がり、その向こうで蔵くらの土つち壁かべがひび割れ、崩れ落ちる。

　やがて砂すな埃ぼこりが、熱風に掃はき流される。

　土の上に、黒い血が放射状に散っているのが見えた。

　瓦が礫れきを押しのけ、佳乃が起き上がる。左の脇わき腹ばらは衣ころもが引き裂かれ、肉がえぐれて血が滴したたっているのが見える。

「茜。そなたの式しきは妾より鋭いな」

　愉たのしげな──千木良の声が、背中から聞こえた。

　佳乃が立ち上がる。

「もう一いつ射しや」

　千木良の声に、茜の右手がびくりと持ち上がった。火の力が、またどくどくと送り込まれ、矢の形に集束していくのがわかる。

「……茜さん。やめなさい」

　佳乃が弱々しい声で言った。脇腹を押さえた手の指の間から、血はとめどなくあふれている。

「その人は、あなたを殺そうとしているのですよ」

　茜あかねは、振り上げようとしていた手を止めた。

「その人は──」

「知ってます」

　自分でもぞっとするほど、低く、落ち着いた声が茜の口から出た。

「でも……」

　煤すすの味のする唾つばを飲み下した。

「でも、茜は、怖くないです。みんな、一緒だから」

　しゃなり。風に鈴が揺れる。

「ねえさま達が助かるなら、茜は──」

「どうして！　どうしてみなそうなのです！」

　佳よし乃のが悲痛な声を吐き出した。火ひ目め式しきのともる目は、涙に濡ぬれている。

「勝手に、勝手に人を助けようとして。残った者の気持ちなんて、考えもしないで」

　佳乃の心が、火目式から流れ込んでくる。

「……茜、聴きくでない！」

　千ち木ぎ良らの声が響ひびく。それでも、止めようがなかった。茜の目からも涙があふれた。桜さくら色いろの衣ころもと、長い黒くろ髪かみ、優しそうな目をした女性の姿が浮かんだ。

　──これは……

　──佳乃さまの、記き憶おく。

　死んだのだ。佳乃を残して、死んだのだ。そのときの佳乃の涙が、茜の中に流れ込んでくる。触れた指が割れてしまいそうなほど冷たく、爪つめが溶けてしまいそうなほどに熱い。

「逝いってしまう者は、だれかがそばにいるだけで、楽かもしれない。でも、残された者は、死ぬまで引きずって歩くのです。どうしてそれがわからないのですか！」

　佳乃の言葉で、茜の腕から力が抜け落ちていく。

　──茜が死んだら。

　──ねえさまは哀かなしむだろうか。

　──佳乃さまが死んだら……

　──ねえさまは、哀しむだろうか。




　鈴が鳴った。




　茜の右手が、ゆっくりと持ち上がる。

　消えかけていた火の矢が、その手のひらの中で再び燃え立つ。

「茜、聴くでない。……もう一いつ射しや、とどめを」

　冷たい声が、背中に響ひびく。

　──どうして。

　悪お寒かんが茜あかねの背くび筋すじを這はい登った。

　──どうして自分は、佳よし乃のさまを殺そうとしているんだろう。

　しゃなり。神楽かぐら鈴すずが鳴り、茜の手は握った矢を頭上に高く差し上げる。

　鈴だ。

　鈴がずっと鳴っている。

「……千ち木ぎ良ら……さま？」

　身体からだが動かなかった。振り向くこともできなかった。

　佳乃が瓦が礫れきを押しのけ、背を屈かがめて足を引きずりながら、のろのろと近づいてくる。

「……茜さん、それを聴きいてはいけません」

「茜。早くとどめを」

「聴いてはいけません、それは」

「とどめを！」

「その鈴はッ」

「茜ッ！」

　佳乃と千木良の声が混こん濁だくし、茜の意識の中で渦うずを巻く。鈴の音だけがくっきりと響いている。

　この鈴は。この鈴は──長は谷せ部べの家で、何度も聞いた。何度も言い聞かされた。この鈴が鳴ったら、弓を置き、鍬くわを捨て、筆を折り、刃やいばを引いて、堂に参じ、千木良に頭を垂れ、その言葉に耳を傾けよ、と──

　茜は炎ほのおの矢を握りしめた右手を、高く差し上げ、佳乃を見み据すえた。

　そのとき──




　……るぅううううおおおおおオオオオオオオォ……




　獣けものの咆ほう吼こうが、空を渡り、かすかに聞こえてきた。

　茜は手を止めて、声のした方を、彼方かなたの烽ほう火か楼ろうを仰いだ。

　青い炎に包まれた、櫓やぐらの影。

　そこに、茜は見た。

　見えるはずのない距離を跳び越え、天てん台だいに立つ、焼けただれた血まみれの獣けものの姿を見た。

　──あれは。

　けれど、茜にはわかる。

　──あれは、伊い月つきねえさまだ。

　──伊月ねえさまが、戦ってる。

　背後で鈴が鳴った。女の声が茜あかねの名を呼んだ。

　茜は振り向き──

　その鈴をつかみ、握り潰つぶした。

　きらびやかな音が、烈しい赤しやつ光こうが飛び散り、ひととき茜の視し界かいを奪った。




　　　　＊




　天てん台だいを吹き抜ける強い風が、黄金こがね色の炎ほのおと化した伊い月つきの髪を激しくなぶっている。

　中央の太い柱に、鎖くさりで縛しばり付けられた常和ときわは、一年前と──最後に見た、賜し火かの儀ぎのときと、まったく変わらない姿をしていた。壮そう麗れいな千ち早はやを身に纏まとい、紐ひもで二つに結ゆった髪を珠たまのついた簪かんざしで飾り、微笑ほほえんでいる。

　微笑んでいる。

　常和が、微笑んでいる。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす伊月の耳を、首くび筋すじを、脇の下を、溶けた肉が体毛とともに流れ落ちていく。

『来てくれたんだね、いつきちゃん』

　常和が言った。

『待ってた』

「……待ってた？」

　もはや人の声が出せぬはずの伊月の喉のどから、声が漏れ出る。

『うん。ずっと……待ってたよ』

　常和の声が、懐なつかしい幼い声が、伊月の頭の中で虚うつろに響ひびく。

『不ふ思し議ぎだね。ここ、寒くないんだよ。あったかいの。みんなここにいるし、だから、さみしくないよ』

「常和、おまえ──」

『いつきちゃん、うちに逢あいに来てくれたんでしょ？　……うちも、逢いたかった』

　伊月の眼めから、血があふれ出て、頰ほおを伝い落ちた。

　言葉が出てこない。ずっと逢いたかった、逢って話したかった、それなのに、なにから言葉にすればいいのかわからない。

『いつきちゃんが来てくれて、嬉うれしいよ。これから、ずっと一緒だよね？』

　常和が、手を差し伸べてくる。

　──ずっと一緒だよね？

　──そうだ。ずっと……

　伊月の膝ひざが落ちる。床の上にくずおれる。

『もうすぐだよ。あと少し、あと少し待てば、みんな──』

　伊い月つきは顔を上げた。

　急に風の音が強まる。目の前が暗くなる。

　──これは。

　──これは、ちがう。

　血のにおい。灰と煤すすのにおい。焼けた肉のにおい。古い墨すみのにおい。

　冷たい風と、脈打つ熱にねじ切られそうな獣けものの身体からだ。

　喉のどから漏れる、かすれた吐と息いき。

　──目を開け、これは、

　──これは、幻まぼろしだ。

　伊月は、気づかぬうちに閉じていたまぶたを開いた。

　陽かげ炎ろうで揺らめく熱の壁の向こう、天てん台だいの中央──太い支柱に、鎖くさりで幾いく重えにも縛しばり付けられた、火ひ目めの姿がある。

「ぅ……ぅ、ぅう」

　思わず、うめき声が漏れる。

　火目の虚うつろな眼がん窩かは深い闇やみを宿し、ただひとつのおぞましい生命の証あかし、胸にぎらつく火目式しきの青い火が、焼け焦こげた衣ころもの合間から見える。

　天台の床に爪つめを立て、顔をそむけそうになる自分に必死に言い聞かせる。

　──目をそらすな。

　──常和ときわは、もういない。

　抜け殻がらの骸むくろは、うつむき、動かない。

　──今、わかった。

　──これが、わたしの敵だ。

　伊月はほとんど感覚のない脚あしに力をこめ、苦痛の声を漏らしながら立ち上がる。




　──化け生しようでもない、長は谷せ部べの家でもない。火ひ之の神かみでもない。




　──ここにある、くそったれな現実が、わたしの戦う相手だ。




　──だから、

　──目を、そらすな。




「……る、るゥう、うぅ……」

　獣のうなり声が体液とともに伊月の喉を駆け上がり、口からあふれ、あごを伝ってしたたり落ちる。骨が軋きしむ音が響ひぴいた。伊月は一歩を踏み出す。火目へ、かつて常和だった抜ぬけ殻がらへ。

　その爪つま先さきが、床に描かれた火ひ鎮しずめの印いんの円周に触れた瞬間、すさまじい熱気がふくれあがって伊い月つきの身体からだを押し包んだ。

「るぅうううウウウウウウアアアアアアアアアァッ」

　血しぶきとともに咆ほう吼こうを吐き出し、床を蹴けり、伊月は炎ほのおの中に飛び込んだ。




　　　　＊




　茜あかねは、自分の手の中で熱によってひしゃげていく神楽かぐら鈴すずを、呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　鈴の一ひと粒つぶ一粒がばらばらに落ち、砂の上でかすかに鳴る。

　震える唇くちびるを嚙かみしめ、顔をあげると、そこには立ちつくす巫み女この姿がある。燃えさかる大おお蔵くらを背にして、風にもてあそばれる白はく髪はつは透すき通って炎色に輝き、顔は翳かげりの中に沈んで見えない。

「千ち木ぎ良ら……さま……？」

　ぞぶり、と湿った音がした。

　千木良が茜に向かって手を伸ばす──その指は青黒く変色して、一本一本が蛇へびの子のように長く、のたくっている。

　茜は息を吞み、後ずさる。額ひたいの火ひ目め式しきにおぞましい感かん触しよくが押し寄せる。

　うねうねと伸びてきた触しよく手しゆが、茜のあごに触れた。

「なにゆえ、拒こばむ。茜……」

　千木良のくぐもったしゃがれ声は、顔ではなく、もっと下の方から響ひびいてくる。

　茜は首を振りながら、さらに一歩、身を引こうとする。その首くび筋すじに、濡ぬれた触手が巻き付き、鱗うろこの感触がざらりと肌はだを搔かく。

「あ、……あぁ……」

　恐怖が茜の声を押し潰つぶし、その残ざん滓しが喉のどからあふれる。

　千木良の眼めは──今やはっきりと、琥こ珀はく色の光を帯びている。

「虫を受けよや、茜……」

　千木良の白衣びやくえの両りよう袖そでから、いくつにも枝分かれした触手が吐き出されて、茜の喉に、腕に、巻き付いて締め上げる。呼吸がつかえ、胸が熱くなり、視し界かいがおぼろになった。

「虫を──」

　千木良の声が茜の頭を塗り潰す。目の前が徐々に闇やみに浸ひたされ、風の音も、焼けた蔵の柱がはぜる音も、なにも聞こえなくなる。

　──千木良さま、やめて、やめて……

　茜はもがいた。手足の感覚すら薄れていく。

　そのとき、火目式に鮮せん烈れつな予感が走った。

　高く澄すんだ鳥の啼なき声が茜あかねの闇やみを切り裂く。きらびやかな赤しやつ光こうがすさまじい勢いで頭上を疾しつ駆くし、炸さく裂れつして千ち木ぎ良らの身体からだを弾はじき飛ばした。からみついていた触しよく手しゆが瞬しゆん時じに蒸発してちぎれ、巫み女こは背後の蔵くらの壁に叩たたきつけられる。轟ごう音おんとともに焼けた屋根と壁かべ土つちが降り注そそぎ、千木良の影を一瞬にして吞み込んだ。茜は爆ばく圧あつで煽あおられ、熱された土の上を転がる。

　手をついて立ち上がったときには、すでに蔵は燃えさかる瓦が礫れきの山と化していた。

　赤い光の余よ韻いんが、薄れていく。

「──茜さん！」

　振り向く。

　半身を引きずって、佳よし乃のが近づいてくる。無理に鳴めい箭せんを放ったからだろうか、出血はいっそうひどくなっていて、袴はかまは血でべっとりと濡ぬれて脚あしに張り付いている。

「よ、佳乃さま、う、動いちゃだめです」

　駆け寄り、倒れそうになる佳乃の脇に腕を回し、支えた。

　佳乃の右肩が、すぐ目の前にあった。あの巨大な眼球は──今は、ない。

「血が、佳乃さま」

「わたくしは、わたくしは大丈夫です。それより」

　佳乃の声はかすれて、ざらついている。

「──豊とよ日ひ殿のところへ。供く犠ぎ堂どうへ、行ってください。わたくしは、もう歩けそうにありません」

　茜の身体にすがりつき、佳乃は土の上に片かた膝ひざをつく。

「でも、でも、千木良さまが──」

　言いかけたとき、ひうっと空を裂く音がした。

　振り向くよりも早く、茜の身体は突き飛ばされ、ひととき宙を舞い、背中から土に叩きつけられる。

　──なに？

　口の中の砂を吐き出しながら、茜は身を起こした。

　火ひ目め式しきがざわめき、瓦礫が崩れる音が断続的に響ひびく。

　炎ほのおにくるまれた蔵の残ざん骸がい──破れた屋根と土つち壁かべのところどころから折れた柱がまるで骨のように突き出し──積まれた瓦礫の根ね本もとから、赤黒く脈打つ触しよく手しゆが伸びて、その先は──佳乃の腕と首に巻き付いている。

　ずぐ。ずぐ。不ぶ気き味みな地じ響ひびきが聞こえ、崩れた蔵が、死ぬ間ま際ぎわの獣けもののように身を震わせている。

「よ、佳乃さま」

「豊日殿のところへッ」

　佳乃が首をひねって叫んだ。その顔はほとんど血の気を失い、紫むらさきに染まりつつある。

「でも、でも！」

「いいから行きなさい！　あの方は御み明あかしを殺すおつもりです、止めなければッ」

　巻き付いた触しよく手しゆが佳よし乃のを締め上げ、その身体からだがじりじりと、燃えさかる蔵くらの残ざん骸がいに向かって引き寄せられていく。

　──みんなが、

　──でも、佳乃さまが、

「行きなさいッ！」

　茜あかねの額ひたいが灼やけるように熱くなった。佳乃の感情が、煮にえたぎった融ゆう鉄てつのような苦痛と哀かなしみが注そそぎ込まれ、茜は身を二つに折って息を吐く。

「ぁ……く、ぁ」

　眼めは焼き付いて、涙すら出てこない。

　──みんな。みんな死んでいったんだ。

　──佳乃さまのまわりで、みんな……

　土を搔かきむしり、茜は立ち上がる。振り向かない。振り向いたら、振り向いてしまったら、佳乃のそばに駆け寄ってしまう。だから、鳴めい動どうする瓦が礫れきを背に、茜は走り出す。

　──佳乃さま。死なないで。

　額の火ひ目め式しきが一度だけうずき、それから熱が引いていく。それが佳乃の答えなのかどうか、茜にはわからない。ただ、燃え広がり続ける炎ほのおの中を茜は走る。

　内うち蔵くら寮りようと縫ぬい殿どの寮りようの間の広い道を南へ、内だい裏りへと、火ひの粉この中を泳ぐように駆ける。糸いと所どころでは棒にかけられて日ひ干ぼしされた綿めん糸しの束が何千と燃えており、火を宿した果か樹じゆの林のような光景が広がっていた。

　内裏の北、朔さく平へい門もんは塀へいごと倒とう壊かいしていた。茜は瓦礫の隙すき間まの穴に潜もぐり込み、体中を擦すり傷だらけにして内裏に入り込んだ。穴から抜け出し、見上げた烽ほう火か楼ろうは、今しも空から迫る光の山の頂いただきに吞み込まれようとしている。

　内ない門もんをくぐり、後こう宮きゆうの北ほく端たん──後あと榊さかきの園そのに入る。広い草地を背の高い樹きで囲んだだけの簡素な庭の中央に、ひっそりと小さな五角の堂が立っていた。周囲の惨さん状じようが夢のように、その堂のまわりにだけ不ふ思し議ぎな静けさの帳とばりがおりている。

　人ひと気けはまったくない。豊とよ日ひは、堂の中──だろうか。

　茜は足を止め、身体を折って、深く息をつく。燃える建物の間を走ってきたせいで、喉のども胸の中も焼けつきそうに痛んだ。

　闇やみの中に沈みかけた堂に目をやり──ぞくりとする。

　生なま臭ぐさいにおいが漂っているような気がする。

　──まさか。

　──まさか、もう……

　肩から背中に、震えが走った。

　息を切らして堂に駆け寄り、なんの飾りもない板戸に拳こぶしを何度も打ち付けて、叫んだ。

「豊とよさま！」

　戸の向こうで、つぶやき声が途と絶だえ、立ち上がる気配がした。
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　佳よし乃のの身体からだにまた一本、また一本と、ぬめる蚯蚓みみずのような触しよく手しゆが巻き付いた。締め上げられ、腕や肩の骨が悲鳴をあげる。

　目の前の、さかんに燃える蔵くらの残ざん骸がいが、大きく隆りゆう起きした。炎ほのおがふくれあがって散らばり、大量の土つち塊くれと燃えさしがなだれ落ち、それを突き破って、巨大な影が姿を現す。

　蠢うごめく肉の柱である。表面はびっしりと細かい棘とげで覆おおわれ、透明な体液がその間を伝い落ちて炎を映し、てらてらと光っている。柱のところどころから赤黒い肥ひ大だい化した血管のような触手が伸びてうぞうぞと蠕ぜん動どうしている。

　柱の頂点──佳乃の背丈に三倍する高みに、裸はだかの女の上半身が埋まり、融ゆう合ごうしている。

　触手が脈打ち、佳乃の身体を持ち上げた。足先が地面から離れ、浮き上がる。肩の傷口に激げき痛つうが走り、一いつ瞬しゆん気を失いそうになる。

　──だめだ、気を失ってはだめだ！

　佳乃は、遠ざかる意識の裾すそに必死でしがみついた。

　強い風が頰ほおを叩たたく。

　目の前に、千ち木ぎ良らの顔があった。目は琥こ珀はく色に爛らん々らんと輝き、そのせいで表情が見えない。腰から下、肘ひじから先は肉にく塊かいの中に埋まり、引きつった皮ひ膚ふが溶け合っている。

　佳乃は──

　笑い出した。

　触手に幾いく重えにもからめとられた中で、身をよじり、肩を震わせて、笑う。

「……なにが可お笑かしい？」

　ひずんだ千木良の声が、はるか下方から響ひびく。女の顔にある口は動いていない。見下ろすと、肉柱の根ね本もとに縦たてに大きな裂け目が生まれ、ずらりと並んだ牙きばと、真っ赤な舌が見える。声はそこから聞こえている。

「そっくりですのね。わたくしと」

　千木良の顔が歪ゆがんだ。

　化け生しようとなった千木良の姿。それを目にして、佳乃は、あの夜の自分の異い形ぎようを思い出さずにはいられない。

「──そう。言うなれば、わたくしとあなたは遠い従い姉と妹このようなもの。なのに……道はここまで分かたれてしまったのですね」

「虚むな言ごとはもう、よい」

　空と焼けた地面とがすさまじい勢いで入れ替わった。視し界かいに火が散り、一瞬後あとで肩の感覚が消え、背中と足に痺しびれるような激げき痛つうが走る。

「……ガはッ」

　地面に振り下ろされて叩たたきつけられたのだ、と気づくや否や、再び佳よし乃のの身体からだは持ち上げられ、耳元で空を裂く音がして、次は正面から土に激げき突とつする。口の中が血の味で満ち、視界の半分は真っ赤な闇やみに覆おおわれ、耳鳴りが右半身を搔かきむしる。

「来る。呼よ火びの命みことが来る──」

　水の底から響ひびくような千ち木ぎ良らの声を聞きながら、佳乃はもがき、片腕に力をこめ、触しよく手しゆの束そく縛ばくから逃れようとする。側頭部は何度も地面にうちつけられ、白い星が闇の中で弾はじけ、耳から温かい血とともに意識が流れ出していくのを感じる。

　──だめだ、手を離してはだめだ。

「帝みかども、今やすべてを終わらせていようぞ。もはや分ぶん霊れいは止められぬ」

　──噓うそだ。伊い月つきさんがいる。

　──伊月さんが……

　薄れゆく意識の中で、佳乃は天から下りる火ひ之の神かみの存在を、大地を押し潰つぶすほどの力を感じた。もはや名を呼ぶ声すらも聞こえない。流れ出していく。佳乃の意識と命が、口の端はしから、耳から、肩の傷口から、まぶたの間から、流れ出していく──
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　戸を叩く音が、暗がりに響く。

「──豊とよさま！」

　板いた戸ど越しに、幼い女の声が聞こえた。

　むせるようなにおいの中にうずくまっていた豊とよ日ひは、のろのろと立ち上がった。足下で、にちゃり、と音がする。戸を開こうとして、自分の右手が抜き身の太た刀ちを握ったままなのに気づく。左腕は──灼やけてしまって、今はないのを思い出した。

　柄つかを握った指が震えている。離そうとしているのに、離れない。

　床板に太刀を突き立てて、無理やり引き抜いた。手はこわばり、痙けい攣れんしている。

「豊さま！」

　もう一度、外で童どう女じよの声がした。姫の声だ。逃げなかったのだ。

　深い絶望が、そして安あん堵ど感が、豊日を押し包んだ。

　掛け金がねを外し、そっと戸を押し開く。光が堂の中に射さし込んでくる。

　戸の外には、姫が一人だけで立っていた。衣ころもは煤すすで汚れ、焦こげ臭い風が、蝶ちようの羽の形に結ゆった髪をちぎれそうなほどに羽ばたかせている。

「……お前様だけか。千ち木ぎ良らが、連れてくるのではなかったか」

「千木良さまは」

　そこで娘は口ごもり、うつむく。

　──逃げたか。

　──あるいは、火にやられたか、化け生しように喰われたか。

　──なぜ……ひとりで来た。

「お前様は、逃げなかったのか」

「だって。だって、あたしは豊とよさまの妻です。豊さまを」

　姫の言葉は、ぶっつりと途と切ぎれる。

　その目は、豊とよ日ひの身体からだ越しに、堂の中に向けられている。

　半はん開びらきになった口から、こすれるような声が漏れている。

　豊日は深く息を吐き出し、堂の中の暗がりを振り返った。

　堂の中央を貫つらぬいて立つ、一本の柱。

　その足下の床は──一面が血の海だった。

　血だまりに浸ひたった、いくつもの幼い女の身体は、動かない。髪が藻ものように赤黒い海の中に泳いでいる。

　吐き気がするほどの灼やけた鉄のにおいの中、床に突き立てられた豊日の太た刀ちを──血と脂あぶらにまみれた刃やいばを、姫は魅み入いられたように見つめている。

　豊日は、鍔つばのすぐ下、刃の部分を握りしめ、引き抜いた。指の間から血がにじみ出た。右手よりも、なくなってしまった左手が、痛んだ。

「……わかっておったのであろ」

　言葉を吐き出す。

　胸の骨が軋きしむ。

「今、逃げてもよい。止めぬ」

　無む駄だであることは、豊日も知っていた。

　ヨビが降りれば、この地に逃げ場などない。みな灼かれる。どのみち、堂の床に横たわる娘達も、今いま目の前にいる柱の娘も、命はなかった。そういうさだめだ。

　娘を贄にえにして、民たみが生き延びるか──あるいは、ともに滅びるか。

　逃げてくれることを祈った。そうすれば、豊日の罪は残らない。豊日が為なしたことを、憶おぼえている者は一人として残らない。みな、ヨビが灼き尽くしてくれる。

　豊日だけが、残る。

　顔を上げた。

　姫は、豊とよ日ひの顔を見つめたまま、涙を流していた。

　豊日は不意に脱だつ力りよくし、血だまりの中に膝ひざをつく。

　姫が、堂の中に足を踏み入れた。素す足あしの爪つま先さきが、血の中に潜もぐり込む。

「お前様──」

　豊日の隣となりに姫はかがみ込んだ。開いた戸から血の上に射さし込む光の中に、二つの小さな影が並ぶ。

　姫は血の海に両手を沈めた。かつて仲間だった者達の、まだ温かさを失わない血の中に、涙がこぼれ落ちてとける。いくつも。いくつも。

　豊日はその横顔を、茫ぼう然ぜんと見つめていた。




「あたしは、豊とよさまを赦ゆるさない」




　姫の言葉が、血の海面に落ちる。

　涙で濡ぬれ乱れた顔を、豊日に向ける。

「だから、ここで柱になります」

「お前様。なにを──」

「──哀かなしかった、ですか？」

　姫が、豊日の言葉を遮さえぎる。濡れた瞳ひとみには、柔らかな火がある。

「みんなを殺して、豊さまは──哀しかったですか？」

　太た刀ちを握る手が、震えた。答えられない。言葉が出てこない。

　それでも、伝わってしまう。

「だったら、それをずっと、憶おぼえていて。灼やいてしまわないで」

　なぜだろう、と豊日は思う。なぜこの娘には、みな伝わってしまうのだろう。

　姫が立ち上がる。血の海の中を、ゆっくりと足を運び、堂の真ん中の柱にたどりつき、振り向き、背中を預ける。

「いつか、豊さまのそばにずっといられる人が見つかるまで」

　泣いているはずなのに、涙は今もその双そう眸ぼうからあふれ続けているはずなのに、豊日にはその娘が微笑ほほえんでいるように見える。

「憶えていてください。豊さまが殺した、みんなのことを」

　不意に豊日の影を囲む外からの光が、強まる。地じ響ひびきが高まる。風が豊日の長い後ろ髪を搔かき乱す。空と地を押し潰つぶすようなヨビの気配が、ヨビの声が──

「忘れないでください。豊さまが殺した、あたしの名前を」

　稲いな光びかり。雷らい鳴めい。その中でも、姫の声ははっきりと届く。

　だめだ。訊きいてはだめだ。

　知ってしまったら──もう、消せない。

　けれどその言葉は、豊とよ日ひの口から、吐き出される。

「……わしは、お前様の名を知らぬ」

　再びの激しい雷らい光こうが、娘の涙顔を照らした。

「だから、一度も名前で呼んでくれなかったのですね」

　姫は哀かなしげに告げる。

「あたしは──」

　姫の頰ほおに刻まれた涙の筋すじが、かすかに歪ゆがむ。

「霞かすみ、です。かすみ」

　笑みは、すぐに涙で崩れ去ってしまう。

　霞。

　その名が、豊日の中で、いつか聞いた歌とともに響ひびき合う。

　それは、消えない呪のろい──滅びることのない、この身体からだのように。

「……そうか。霞」

　豊日は立ち上がり、姫の──霞の顔をじっと見つめる。

　自分は賭かけに負けたのだ。豊日はそう悟さとる。

　ならば──

　この罪を引きずって、人とともに生きるしかない。

　孤こ独どくを振り払いながら。屍しかばねを踏みつけながら。焦しよう土どに骨の灰を撒まきながら。

「──わしはここに国を建てる」

　豊日は言った。

　雷光が閃ひらめき、血の海を沸わき立たせた。

「わしは大おお君きみとなろう。お前様は、最初の妃きさきとなれ」

　わずかに遅れて轟とどろく雷らい鳴めいの中、霞が目を大きく見開いた。

「御霊みたまを宿し、国の心に立ち、火に冒おかされたこの国土を見守る──火ひ目めとなれ」

「ひめ──」

　霞が、自分に再び与えられたその呼び名をつぶやいた。地じ響ひびきが霞の声を吞み込んだ。堂が激しく揺れ、豊日は血だまりの中に倒れそうになった。屋根が砕けて焼けた木もく片へんが降り注そそぎ、赤しやつ光こうが射さし込み、雷鳴と地鳴りが渾こん然ぜんとなって溶け合い──
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　戸が叩たたかれる音で、豊日は我に返った。

　板戸の隙すき間まから烈はげしい白光が射し込んで五角堂の暗くら闇やみに突き刺さり、床に横たわる童どう女じよ達を照らす。すぐ足下で桐きり葉はがうめいて身をよじった。

「豊とよさま！」

　背中を預けた板いた戸ど越し、堂の外から、呼ぶ声が再び聞こえる。

　豊とよ日ひは呆ぼう然ぜんと、鎖くさりの巻き付けられた柱を見つめる。

　思い出した。すべて、思い出した。

　三百年の間、埋もれさせてきた、霞かすみの記き憶おく。霞の言葉。霞の涙。

　みな、思い出してしまった。

　娘達を斬きったときの感かん触しよくも。血のにおいさえも。

「豊さま！」

　立ち上がるのと同時に、背後で戸が開く。狭い堂の中に光が流れ込んでくる。まっさらな床の上に伏した五人の白衣びやくえ姿。血はどこにもない──それは、古い記憶が見せた幻まぼろしだ。桐葉が薄うす目めを開き、頭を持ち上げて、「……茜あかね？」とつぶやく。光と声に目を覚ましたのか、他の御み明あかし達も寝返りを打ち、身体からだを起こそうとしている。

　豊日は振り向いた。

「と、よ、さま、あ、あの」

　煤すすだらけの顔を涙でぐずぐずにした、茜の姿が戸のすぐ外にある。獰どう猛もうな風がその髪を引きちぎるほどに弄もてあそんでいる。続けざまの雷らい光こうが横よこ殴なぐりに茜の半身を烈はげしく照らす。

「ねえさまが、伊い月つきねえさまが、戻って、きました」

「どこにおる」

「御ご楼ろうに！」

　豊日は堂から下りて内だい裏りの中央に目をやる。光の頂いただきと触れあった櫓やぐらの影は、閃ひらめく雷かみなりに取り巻かれて、今しも地上からむしり取られてしまいそうだ。

　そこに──今、伊月がいる。

　伊月が、いる。
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　雷らい鳴めいが天てん台だいの周囲に轟とどろき、四し方ほうから伊月を襲おそった。耳から突き込まれた轟ごう音おんは、そのまま激げき痛つうに変わる。熱で耳は溶け落ちてしまったはずなのに、全身から雷鳴が伝わってくる。

　眼球をじりじりと灼やく熱をこらえ、伊月はまぶたを開く。すぐそこに、腕を伸ばせば触れられるほどのところに、常和ときわの骸むくろが、火ひ目めの身体がある。浮き出た鎖さ骨こつのすぐ下、目に痛いほどに輝く青い五つの星──それを幾いく重えにも取り囲む、追い焼きの痕あとが、はっきりと見える。

「る、ぅうう、うぅぅううウウウウウアアアアアアアアアッ」

　体中の力をかき集めて、伊月は再び吼ほえた。

　手を伸ばし、火ひ目めの肩をつかむ。指の一本がたちまち蒸発し骨ごともげて落ちる。かまわず、火目式しきに爪つめを立てた。

　触れた指を通して、歌が、あの歌が、伊い月つきの中にも流れ込んでくる。

　──止めなきゃ。

　──この歌を。この印いんを……

　乾いた火目の肌はだ、印の円の上に、伊月は爪を食い込ませる。荒あらぶる風と眼球を溶かすほどの炎ほのおの中で、くさび形の紋もんをひとつひとつ刻んでいく。逆さか葉ば矢や。豊とよ日ひが──教えてくれた。鉤かぎ爪づめが燃え上がる。激げき痛つうを口の中で嚙かみ殺しながら、伊月は常和ときわの肌を搔かいた。

　──まだだ、まだ、もう少し……

　突き上げるようなすさまじい雷らい鳴めいが、伊月の背中から叩たたきつけられた。視し界かいが真っ白に染まる。歓かん喜きに吼ほえ狂うヨビの声が、歌を圧倒し、すぐ頭上から伊月の全身を打ち据すえ、押し包み、翻ほん弄ろうし、握り潰つぶし、やがてその飢うえた顎あぎとが、烽ほう火か楼ろうを吞み込み──




　　　　＊




　佳よし乃のは激痛の中で空を仰いだ。佳乃の身体からだを土の上に押しつけている触しよく手しゆの締め付けが、わずかにゆるむ。焼けただれた瓦が礫れきの中にそそり立つ肉の柱の頂いただきで、千ち木ぎ良らもまた輝く上天を見上げ、目を見開いたまま、降り注そそぐ火の雨を顔に受けている。

　毒々しい紅あか色いろに輝く光の嶺みねは、今や烽火楼を完全に吞み込んでいた。霞かすんだ櫓やぐらの影のまわりで、稲いな妻ずまが絶え間なくほとばしっている。

　天地をつないだ光の雲の中に、無数の翼つばさを広げ、口を開き、地を喰らおうと降りてくる、絶望的に巨大な火ひ之の神かみの姿を、佳乃はたしかに視みた。

　雲の輝きがふくれあがり、轟ごう雷らいの中に歓喜の歌が聞こえた。天と地の接合点、烽火楼の頂いただきから放たれた光が、佳乃の視界を塗り潰した。




　　　　＊




　あれから、どれほどの時が流れた？




　伊月は、自分の口からその言葉が漏れ出るのを聞く。

　その向こうに、静かな波の音。

　目を開いた。

　一面が、黄金こがねと銀と燃え立つような紅色とわずかな闇やみの色に輝く、血の海だった。見渡す限り、永えい劫ごうの水平まで、たゆたう海面が続いている。

　水平より上を埋めるのは、いつか見た、一いち様ようにどこまでも灰色の空。

　目を落とすと、目の前に、だれかがうずくまっている。

　長い髪先も、白い衣ころもの袖そでと裾すそも血に浸つかって濡ぬれ、深い森の色をした瞳ひとみには哀かなしみが溜たまっている。




　どれほどの時が流れた？




　伊い月つきが繰り返す。

　その声が、自分のものではなく、もっと幼い童どう女じよのものであることに、伊月は気づく。

　──これは……

　──ヨビの記き憶おく。




「わからぬ。千年か、その八倍か、そのさらに八倍か……憶おぼえておらぬ」

　豊とよ日ひが目を伏せたまま答える。

　──どうして、豊日がここにいるんだろう。





　なぜ止めた？

　これしきの血で、偽いつわりの身体からだで、吾あが充みつると思うてか？






「いつまで続けるつもりじゃ」

　豊日が目を上げた。

　言葉の端はしが、震えている。怒り──あるいは虚むなしさ。

「いつまで名を撒まき、人の地を喰らうか」




　吾が名を見出すまで。




　答える。

　ヨビが、伊月の口が、伊月のものではない声で、答える。





　汝なが《豊日》の名を見出したように──

　吾が肉につなぎとめる名を、見いだすまで。






「その前に、人は滅びよう」

　豊日がそう吐き出し、波は紋もんが血の海面をさざめかせる。




　では、なんとする？




　豊とよ日ひはしばらくうつむいて、右手を血の中に浸ひたし、沈ちん黙もくしていた。

　永えい劫ごうに思われるほどの時が流れた。

　風のない海の面おもてを、どこからともなく生まれた波が搔かき乱し、光と闇やみの幾いく重えにも折り重なった紋もん様ようが広がり、ぶつかりあい、喰らい打ち消しあい、静せい寂じやくの水平に帰る。

　やがて、豊日が顔を上げた。

　伊い月つきは、それを聞いた。

　人のものならぬ言葉で交わされた、古い約やく定じようを聞いた。

　──これは……

　──豊日の記き憶おく。

　──この国が生まれたときの……記憶。

　伊月が──ヨビが答える。

　霞かすみの声で、約定に応える。

　血が、足先から、霞の身体からだへと染み込んでいくのがわかる。

　海面が燃え立ち、身体が重さを失う。





　ムベヒ。吾あが名を見出したれば──

　吾が地に降りたれば、いずれ人は灼やき尽くされよう。

　そのとき汝なは、人を、なんとする？






　身体が引きちぎられそうなほどの上昇感がやってくる、その中で、霞が問う。

　その問いが霞のものなのか、ヨビのものなのか、あるいは自分のものなのか──伊月にはわからない。

　豊日は口をつぐみ、ただ伊月の目をじっと見み据すえている。





　答えよ、ムベヒ。

　　　　汝は、　　人を、　　　なんとする？






　豊日は答えない。

　血の海面に無数の泡あわが生まれ、毛け羽ば立だち、踊り、熱が高まり、淡い光が視し界かいを覆おおい尽くす。湧わき起こった嵐あらしの中で、伊月は、ヨビは、霞はみたび問う。





　答えよ、




　　　　　　汝なは、　　　　　　　人を、






　光が奔ほん流りゆうとなる。炎ほのおが血を喰らいながら隆りゆう起きして海面にいくつもの巨大な柱を生み、砕け、いっそう強い光を吐き出し、やがて世界を埋め尽くし──




　　　　＊




　冷たく強い風が、伊い月つきの耳と髪をなぶった。

　からん、と乾いた音が聞こえた。

　ぼやけた視し界かいが、ゆるゆると夜を引き戻す。

　暗い空。その底にちらちらと燃える火。きな臭い風。火ひ護もりの鐘かね。

　烽ほう火か楼ろうの天てん台だいだ。

「……う、ぅ」

　伊月は、火ひ鎮しずめの印いんが刻まれた床に両手をつき、吐と息いき混じりの声を漏らす。

　両手は──人の指だ。声も。

　肌はだがねじくれそうなほどの違い和わ感かんが全身を総そう毛け立たせている。

　床に膝ひざをついたまま、自分の顔や首くぴ筋すじを、手で確かめる。毛も鱗うろこも、溶け落ちた痕あとも、そこにはない。なのに、自分の身体からだではない──そんな違和感だ。指先が血でふくれあがって弾はじけてしまいそうな。眼球が火を噴ふき出して落ちてしまいそうな。

　──いる。

　──わたしの中に、なにか、いる。

　どくん、と血脈の音が耳の中で響ひびいた。

　身体が──熱い。炎に押し包まれて灼やき溶かされる熱さとはちがう。内側からの熱だ。

「……あ、ぁあッ」

　嘔おう吐としようとした伊月の口から、青い炎が噴き出して床をなめる。耳から温かい血がたれるのがわかった。頭ず蓋がいが割れそうだ。頭に響くのは、もはや名を呼ぶ声ではない。歓かん喜きの歌、飢うえの咆ほう吼こう──

　──いる。

　──わたしの中に、ヨビがいる。

　──破裂して、しまいそうだ。

　手の甲こうに、ぶくり、と血の瘤こぶが生まれた。頭の中で膨ぼう張ちようした熱が、眼球や舌を押し出そうとしている。伊月はうめいた。血の混じった胃液が床を濡ぬらした。押し潰つぶされそうなほどの耳鳴りがやってくる。視し界かいが鮮血の色に染まる。

　震える左手を伸ばした、その指先が──

　なにかに触れた。

　伊い月つきは無意識にそれを握りしめていた。

　手の内で、細長く冷たい感かん触しよくが、びくりと震え、のたうち、やがて体中の熱が音をたててそれに流れ込んでいくのが感じられる。耳鳴りが引き、痛みが霧む散さんしていく。

　伊月は食いしばった歯をゆるめて息を吐き出し、まぶたを開き、それを持ち上げた。

　一ひと張りの弓だ。

　丹に塗ぬりの美しい弓きゆう身しんが、闇やみの中で炎ほのおを受けて煌きらめく。

　──火ひ渡わたり。

　火ひ目めの手から落ちたものだ。

　伊月の全身に、清せい冽れつな力が満ちている。

　立ち上がり、しらしらと明けの予感のさす夜空に目をやる。




　伊月の意識は身体からだから飛び立った。




　はるか眼下に広がる、夜の大地。そのところどころにともる炎。耳元を通り過ぎる上天の風。

　──これは……

　──あのとき、見た。

　無む名めい陵りようの頂いただきで、束つかの間ま見た光景。

　──火目が視みている世界。

　広大で、無む慈じ悲ひで、寒々しい世界。

　そこに点在する、孤島のような火──化け生しよう。

　伊月には、そのすべての存在が感じられる。自分の指を数えるように、自分の足音を数えるように。

　弱い火の女に取り憑つき、町を灼やいているいくつもの火。

　獣けものの中に潜ひそみ、目覚め、燃え立ち、人を喰らう火。

　すぐそばにある、ひときわ強い火も感じられた。大だい内だい裏りの北、蔵くらの瓦が礫れきの中に立つ、異い形ぎようの姿に堕おちた女。その者の名も、そのそばに血まみれで倒れて伊月の名をかすかに呼ぶ女の名も、知っているはずなのに、今は思い出せない。

　伊月にはわかる。火目の矢がなぜ、遍あまねく届くのか、今の伊月にはわかる。

　──みな、わたしの一部だ。

　──それぞれに名があり、命があり、飢うえがあり、渇かつ望ぼうがあるかもしれない。

　──けれど今は……

　──わたしの中に、還かえそう。




　──それが、ムベヒとの約やく定じようなのだから。




　弓を──火ひ渡わたりを打ち起こした。

　暗い天に向かって、弓と弓弦ゆづるを引き分ける。青白い光が世界を包み、そのただ中をまっすぐに貫つらぬく火渡の紅あか色いろとせめぎあい、溶け合い、高まり合い──

　あまりにも高く、聞き取れぬほどの澄すみ切った音が、弾はじけた。

　伊い月つきは、烽ほう火か楼ろうの頂いただきから放たれ、螢ほたるの群のように無数に枝分かれして飛び立つ、鮮せん烈れつな灼しやく箭せんの光を視みた。夜を切り裂いて飛び、火草ほくさ虫むしが導く自らの分身へと突き刺さり、焼しよう灼しやくし、溶かしていく様さまを視た。雲の表層を覆おおい尽くす火草虫の光が衰おとろえ、夜に吸い取られるようにして消え、やがて暁あかつきの柔らかい明るさに押し流されていくのを視た。




　　　　＊




　佳よし乃のは、揺らめく青い炎ほのおの中、溶けた肉の溜たまりに足を浸ひたして、明けていく夜空を見上げていた。腕に抱いた千ち木ぎ良らの上半身は、灼箭の炎に冒おかされ、重みを失っていく。千木良の血が、散り散りになった髪が、佳乃の膝ひざに落ち、気化して甘苦しいにおいを放った。溶け落ちる間ま際ぎわのその唇くちびるがなにかを言った。

　佳乃は顔を上げたままだった。

　沈んでいく千木良を見ようとはしなかった。その声を聞こうとはしなかった。




　　　　＊




　茜あかねは堂の戸の前で、豊とよ日ひの細い身体からだを支えながら、烽火楼を仰ぎ、その上空にのしかかっていた雲の嶺みねが風に吹き散らされて、夜の中に消えていくのを見ていた。

　伊月の放った灼箭の余よ韻いんが、火ひ護もりの鐘かねに紛まざれて拡散していくのを聴きいていた。

　草を踏む足音が聞こえた。茜の隣となりにもう一人が立つ。熊くまのような巨体は、鉞まさかりを握った腕をだらりと垂らし、やはり烽火楼の上空を放心したように見つめる。

　風でなびいた豊日の後ろ髪が、茜の頰ほおをなでた。

　茜は風に導かれるようにして首を巡らせ、東の空に目をやった。

　吹きほぐされた薄い鱗うろこ雲ぐもが彼方かなたまで広がり、そこに地平から白い光が射さすのが見えた。

　夜が明けようとしていた。
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「豊とよさまが、ずっと名前呼んでくれてたんだ」

　桐きり葉はが言った。

「そう、お堂の中でずっと」

　べつの御み明あかしも言う。手にした縫ぬいかけの衣ころもを嬉うれしそうにぱたぱたと振る。

「だから、引っぱられそうになったけど、豊さまのおかげで」

「豊とよ日ひが……？」

　伊い月つきは少しだけ驚き、針を持った手を止めた。

　火垂ほたる苑えんの一室である。外がい廊ろうに面した板戸は開け放たれ、初秋の昼下がりのいくぶん柔らかな日差しが部屋の中にまで射さし込んできている。眠たげな空気の中、工こう人じん達の声、木き槌づちの音があちこちから聞こえる。

「あたし……姉ねぇを殺すところだった」

　桐葉が膝ひざの上に手を落とし、沈ちん痛つうな声でつぶやいた。他の四人の娘達も、目を伏せて黙ってしまう。

「もう、気にするな」

　伊月は桐葉のぼさぼさの髪をなでた。

「生きてるんだから」

　──生きていれば、それでいい。

　伊月は烽ほう火か楼ろうの頂いただきで見た、常和ときわの抜け殻がらをふと思い出す。

　あれから、三日が過ぎた。一年前と同じように、それ以上に破は壊かいされ尽くしたこの都みやこは、それでも灰の中からまた立ち上がろうとしている。塀へいの向こう、宮みやを建て直すために組まれた足場と、その上でせわしく動き回る工人達の姿を見て、伊月は思う。この都は、霞かすみが造ったこの国は──もろいけれど、それでも生き続けている。

「でも、怖い」

　桐葉が暗い声で言う。

「またいつか、ああなっちゃうんじゃないかって」

「そのときは、また引っぱり戻してやるから」

　伊月は桐葉に、いつか佳よし乃のに言ったのと同じ言葉をかける。

　しばらく首をすくめていた桐葉は、やがてうなずいた。

「だから、ほら、手を休めるな。まだいっぱいある」

　布の山を指さし、桐葉の腕を肘ひじでつつく。

　縫ぬい殿どの寮りようが燃えてしまい、宮きゆう中ちゆうの衣料が大量に不足していた。人ひと手でもまったく足りなかったので、御明かしにまで仕事が回ってきたのである。

「……でも、姉ぇがいちばん遅いぞ？」

「え？　そ、そう？」

「あと、伊い月つきさまのは縫ぬい目がぐちゃぐちゃです」

　御み明あかしの一人が、伊月の苦労して縫った一着を持ち上げて広げる。たしかに縫い目はよれよれで、綿を詰めた襟えりが裾すそに近づくにつれてどんどん広がっているのが一ひと目めでわかる。

「う……」

　伊月は思わず顔を赤くする。少し手伝おうかなどと言い出したことを、すでに後こう悔かいしていた。

「しょうがないだろ、裁さい縫ほうなんてやったことないんだ！」

　怒ってどうなるわけでもないのだが、声が荒くなってしまう。

「伊月さまも、為ため子こさまに習ったらいいのです」

「為子さま上う手まいよね」

「ね」

「みんなで教えてもらったもんね」

　伊月は目を丸くした。

「為子様が？」

　為子が、火垂ほたる苑えんに来て、御明かしに針はり仕事を教えた？

　どこから驚いていいのかすらわからない。

　戸の外で、裳もすそを引きずるさらさらという音がした。

「まあ、みなさんおそろいで。外と槻つきの宮みや様まで」

　噂うわさをすれば──と、伊月は振り向く。廊下の日ひ溜だまりに、為子が立っていた。赤あか紫むらさきの唐から衣ぎ裳ぬが、秋の陽ひに映えている。女によ官かんは連れていなかったが、いつもとまったく変わらぬ寸すん分ぶんの隙すきもない華はなやかな装いを見ると、後こう宮きゆうの半分が焼けてしまったことなど夢だったのではないかと思えるほどだ。

「為子さま」

「為子さま、見てください、上手じようずになったでしょ」

　御明かしが立ち上がって駆け寄り、手に手に縫った衣ころもを見せびらかす。為子は微笑ほほえんでそれぞれ頭をなでた。

　伊月の呆ほうけたような視線に気づき、意い味み深しんな笑みを返してくる。

「いつぞや外槻宮様に差し上げました衣も、わたくしが仕上げをいたしましたのよ？」

　ため息しか出てこなかった。

　──なんでもできるんだな、この人。

　弓ゆ場ば殿どので弓を引いているところを見ても驚かないかもしれない、と伊月は思う。

　廊下に出て、為子を部屋から離れたところに招き、耳打ちする。

「どうして火垂苑にいらっしゃるんですか？」

　この三日間、都みやこの火消しに飛び回っていたので、宮きゆう中ちゆうがどうなっているかなど伊月はまったく知らなかった。

「弘こ徽き殿でんもあらかた焼けてしまいましたから」

　為ため子こは柳りゆう眉びをひそめる。

「後こう宮きゆうでまったく無事なのは火垂ほたる苑えんくらいのものですので、こちらに局つぼねをお借りしてますの」

　火垂苑に、御み明あかしと女によ官かん以外の者が寝ね泊とまりしているのか、と伊い月つきは少し驚く。この状況では、規則がどうのとは言っていられないのだろう。

「大おお勢ぜいと臥所ふしどをともにするというのも、なかなかよいものですわね」

　為子は童どう女じよのようにはしゃいだ表情を見せる。

「初うい々ういしい御明かしの方々の寝ね姿すがたを拝はい見けんできるというのも、またとない機会ですから、堪たん能のうさせていただいてますわ」

「はぁ……」

「いずれ後宮に上がられるやもしれぬ方かた達たちですもの。閨ねやでの様よう子すを知っておくと後あと々あと役立ちますの」

　他の女の寝ね相ぞうを知っているとどんな役に立つのか、伊月は訊きこうとしたが、為子が目を輝かせているのを見て思いとどまった。なんだかとんでもない話題に発展しそうだったからだ。

「ともかく──御明かしをよろしくお願いします」

　伊月は頭を下げた。妙みように軽いところはあるが、為子は頼りになる大人おとなだった。この大変な時期に、火垂苑にいてくれるのは安心だ。

「ええ、お任せください」

　為子は優しく微笑ほほえむ。

「戦場では、なんの役にも立たないわたくしですけれど。……苦しんでいる者の手をとって、名を呼ぶくらいのことは、できますわ」

　その言葉を、伊月は心底嬉うれしく思う。

　この都みやこは──この国は、もろいけれど、強い。

「みなの寝姿、外と槻つきの宮みや様にも詳しく教えて差し上げますね？」

「え？　い、いいですそんなの」

　いきなりなにを言い出すのだこの人は、と思いながら伊月は手をぶんぶん振る。

　と、廊下の向こう端はしから、ぱたぱたと足音がやってきた。

「ねえさま！」

　角から顔を出したのは、茜あかねである。「あ、為子さまも」と、頭を下げる。

「茜様もご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　知らないうちになんだか親しくなっているな、と伊月は不ふ思し議ぎな気持ちになる。

「あの、ねえさま。豊とよさまがお呼びです」

「豊とよ日ひが？」

　伊月は立ち上がった。

「わかった。清せい涼りよう殿でんだろ」

「ちがいます。あ、あ、茜あかねが案内します」

　首を傾かしげる。

「なんで茜も行くんだ」

「茜ちゃんずるいよ、針はり仕事いっぱいたまってるよ」と御み明あかし達も抗こう議ぎする。

「ね、ねえさまと豊とよさまを二人だけになんてしませんっ」

　茜は顔を真っ赤にしてわめくと、廊下の角に引っ込んだ。

　伊い月つきは呆ぼう然ぜんとする。

　──なんだあいつ？　前も豊とよ日ひのことで、変だったけど……

　くすり、と為ため子こが袖そでで口元を隠かくして笑う。

「ほんに可愛かわいらしい悋りん気きですこと。女は生まれながらに女──とはよくぞ謂いったものです」

「茜が？　わたしに妬やいてる？　豊……帝みかどを、ですか？　いつの間に、そんな」

「まあ」

　為子は目を見開き、それから今度は肩を揺らせて笑った。

「外と槻つきの宮みや様はもう少し女心に通じた方が良うございますわ」

「え……」

「茜様は外槻宮様に妬いているのではございません。帝に、ですわ」

　一瞬、なんのことだかわからなくなる。

　為子がくすくすと含み笑いをする。

　──それって……ええと……？

「ねえさま！　早く！　豊さまが待ってます！」

　茜が廊下の角から顔を出して怒ど鳴なった。







　烽ほう火か楼ろうに近い宮みやは、ほとんど全焼していた。

　常じよう寧ねい殿でん、弘こ徽き殿でん、麗れい景けい殿でん──過ぐる風に六つ草薫かおる、と讃たたえられた後こう宮きゆうの壮そう麗れいな宮の連なりも、今は古こ戦場の骨のように無む惨ざんな姿をさらしている。後宮北ほく端たんの後あと榊さかきの園そのから、烽火楼の足下まで見通せるほどの、まっさらな焼け野原である。工こう人じんも足りないので、再建の目め処どすら立っていない。

　後榊の園の広い草地。その真ん中に、二つの人ひと影かげがあった。遮さえぎるもののほとんどない初秋の風が、二人の長い黒くろ髪かみをなびかせている。一人は紅白の巫み女こ装しよう束ぞくで、もう一人はまっさらな火ひ護もり装束。空むなしい両りよう袖そでと赤の腰こし紐ひもが風に揺れている。

　二人の足下には、長短大小さまざまな木材が並べて横たえられていた。

　ばらされた供く犠ぎ堂どうの建材だ、と伊月は気づく。

「佳よし乃のさまもいらしてたんですね」

　半歩先を行く茜あかねが、手を振って駆け寄った。

　遅れてたどりついた伊い月つきは、草の上に転がる木材をじっと見つめた後、顔を上げ、佳乃を、それから豊とよ日ひを見る。

「……また出歩いてる。両腕ないんだから、寝てろって言ったのに」

　最初に出てきたのは、そんな言葉だった。豊日は苦く笑しようする。

「叙じよ任にんはいい加か減げんじゃったからな。解かい任にんくらいきちんとした方がよかろ」

「解任？」

「伊月さんは《と》組に戻る、ということです」

　佳乃が言って、伊月の腰に目をやる。

　つられて目を落とした先には、《し》の字を刻んだ留め具と紅べに房ふさの飾り紐ひもがある。

　しばらくの重たい沈ちん黙もくがあった。

「あ、あの、茜は、も、戻りますね」

　おずおずと幼い声が言う。

「……しばらく残れ。お前様も聞いておいたがよい」と、豊日が引き止めた。

　伊月は佳乃と目を合わせる。もやもやした気持ちのまま、飾り紐を外し、手渡した。

「……《し》組はもうなくなるってことか」
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「いいえ。わたくしは続けますわ」

　伊い月つきは目を見開き、佳よし乃のと豊とよ日ひの顔を順番に見る。

　──《し》組の任は緩かん慢まんな死刑だと……

　──佳乃はそう言っていた。

　──なのに……

「長は谷せ部べはまだ残っています。当主──長谷部御み狩かりの行方ゆくえも知れません。それに」

　茜あかねが息を吞むのが聞こえた。

　伊月も、食い入るように佳乃の顔を見つめる。

「あの方は。千ち木ぎ良らは、わたくしと同じ、化け生しようの父と人の母から生まれた者でした」

　茜が青ざめ、後ずさる。伊月はその、よろけそうになった背中を支えた。

　──これを聞かせるために、茜を引き止めたのか。

「人と化生の間に子をなすその業は、わたしの家が──弓ゆ削げの者が、長谷部から盗んだものだと、あの方は言いました。だから──」

「次の千木良も、現れるかもしれぬと」

　豊日が、佳乃の言葉を継ぐ。

「ええ」

　伊月の胸の中で、茜は震えていた。

　抱いた腕に、そっと力をこめる。

「あの業は、存在してはならぬものです。だから」

　佳乃の目が、ふ、と遠くなる。

「見つけだすまでは──わたくしは《し》組です」

　豊日が伊月の顔をじっと見つめてきた。

　伊月は、なにも言えない。

　佳乃は、火ひ護もりなのだから。

　自分で決めたことなら、伊月に言えることはもう、なにもない。

　戦いから遠いところにいてほしいなどとは──もう、言えない。

　だから伊月は、うなずいた。

　それぞれの、戦場へ。

「行きましょう、茜さん」

　佳乃が表情を崩し、茜の手を取った。

「え。あ、あ、あの」

　茜はおびえたような、驚いたような声をあげる。

「豊日殿は伊月さんとお話があるでしょうから」

「え……あ、はい」

　茜あかねは伊い月つきの腕の中から抜け出すと、不安げに二に度ど三度振ふり向きながらも、佳よし乃のに手を引かれて歩き去っていく。







「名前を、呼んでくれてたんだってな」

　しばらくの後で、伊月はそっと言った。風が草を揺らす音にかき消されてしまいそうなほどのかすれた声だった。

「ん」

　佳乃達を見送っていた豊とよ日ひは、振り返った。風が袖そでを身体からだに吹きつけるせいで、両腕のないその体たい軀くは、いつもよりもずっと細く頼りなく見える。

「桐きり葉は達のこと。堂どうの中で、ずっと……化け生しようにならないように。そう聞いたよ」

「他に、できることもなかった」

　豊日は、堂の柱だった太い木材の上に腰を下ろす。

「……ほんとうに。御み明あかしをみんな殺すつもりなのかと、思ってた。……ごめん」

　あのときの、豊日の冷たい目を、表情のない声を思い出すと、寒気がする。

　けれど童どう子じは顔を上げ、涼しげに言う。

「斬きるつもりじゃったぞ。太た刀ちを握る腕があればな」

　むなしく垂れた袖そでに目を落とす。

「あのときのように、片腕でもあれば」

　伊月は、言葉に詰まる。

「……あのときは、ためらいなく殺した。わしは──そういう奴やつじゃ。知っておろうに」

「噓うそだ。そんなの、噓だ」

　止めようもなく、言葉がこぼれ出る。

　あのとき──三百年の昔。この国を造るために、豊日が童どう女じよを斬きり殺したことを、伊月は知っている。それは、霞かすみの記き憶おく。ヨビの記憶。豊日の、記憶。

　でも、それは、今の豊日ではない。霞の言葉が、三百年の月日が、様々な人が、

　──わたしが、

　豊日を少しも変えなかったはずはない。

　伊月はそう思いたい。

「お前様にも、佳乃にも、なにかできるとは信じておらなんだ」

　だからこれはきっと、虚きよ勢せいなのだ。強がりだ。伊月はそう言い聞かせる。

「なぜ。なぜ──生きておる？」

　豊日が伊月の顔を見上げる。

「……え？」

「あのとき。分ぶん霊れいされたヨビが、当とう代だいの身体からだからあふれた火ひ之の神かみが、お前様に降りたはずじゃ。茜あかねを柱としてやろうとしたことを、お前様は自分の身体でそのまま為なした」

「そう……なのか？」

　たしかに、ヨビが伊月に降りた。それは、憶おぼえている。

　あの血の海を、忘れようはずもない。

「なぜ、お前様は生きておる」

　火之神の力は、生ある人には耐えきれるはずがない。だから、火ひ目めとなる御み明あかしは燻いぶり殺され、肉体だけをそのままにして魂たましいを駆く逐ちくされるのだ。

　けれど、伊月は生きている。

　生きている。

　烽ほう火か楼ろうの天てん台だいで、火ひ渡わたりの弓を握りしめて倒れているところを発見されたときには、身体に傷一つなかったという。

　──あれは……

　──たしかに、灼しやく箭せんだった。

　──あのとき、わたしは火目だった。

　その記憶を、伊月はまだだれにも話していない。すべての化け生しようを己おのれの身の一部に感じた、あのおぞましく静せい謐ひつで美しい瞬間のことを、だれにも話していない。なにかがわかりかけているのに、踏み込むほどにわからなくなる。そんな感覚を、だれにも話していない。

「なぜ、生きておる」

　豊とよ日ひがみたび繰り返した。

　伊月は息をつき、豊日の後ろに、背中合わせになって腰を下ろした。

「あなたにわからないなら、わたしにもわからないよ」

　しばらく、なんの答えもなかった。暖かい風が、木き屑くずのにおいと草いきれを運んでくる。このままじっとしていたら、眠ってしまいそうだ。

「豊日」

「ん」

「記き憶おくを──自分で、封じたのか」

　訊きくつもりはなかった。ふと出てきてしまった問いだった。

　この国が造られたときの、豊日の記憶。霞かすみの言葉。幼おさな子ごの血。ヨビとの約やく定じよう。

　すべて、伊月は視みた。

　ふと、背中に触れるものがあった。

　豊日が背を預けてきたのだ、と気づく。

「みな、忘れるつもりであった。が、霞の名だけは──消えなかった」

　忘れようとしたのだ。豊日は、自分の罪の記憶を、消し去ろうとしたのだ。

　それでも、霞かすみの名は残った。忘れることなんてできなかった。

　そしておそらくは、あの光の雲を見たときに、霞の名を糸口として、すべての記き憶おくが戻ってしまったのだろう。血まみれになった供く犠ぎ堂どうの光景も。幼おさな子ごを斬きったときの、腕のうずきさえも。

　それが、霞の呪のろいだ。

　あるいは──霞の祈り。願い。

「愚おろかじゃな。千ち木ぎ良らのことも、オサギベのことも、ヨビのことも──憶おぼえていれば、防げたやもしれぬのに」

「もう、それはいいよ」

　伊い月つきは息をつく。この国は、人は、強い。豊とよ日ひが思っているよりもずっと。

　だから──

「もう忘れようとするな」

　ひどく残ざん酷こくなことを言っているのかもしれない、と伊月は思う。

「死ぬまで引きずって歩くんだろ」

　つぶやきが返ってきた。なんと言ったのか、伊月には聞こえなかった。

　やがて、伊月の肩に重みが載せられる。豊日の頭だ。

　じきに聞こえてきたのは、安らかな寝息。

　伊月は笑みを漏らす。

　──わたしも、その重荷を、少しでも背負えればいいのに。

　背中に感じる豊日の身体からだは、ひどく小さく、軽く、はかなげだった。

　目を閉じると、風に乗って木き槌づちの音がかすかに聞こえた。








〈了〉










あとがき






　以前の僕は、自分が最後に涙を流したのがいつなのか思い出せないような心の鈍い人間でした。記き憶おく力もザルに等しかったので、中学三年よりも前のことはさっぱり憶おぼえていませんでした。物書きとしてどうかと思うのですが、人間がどういうときに泣くのかわからなかったのです。

　けれど、この巻を書いている間に、とある重大な出来事があり、僕は否いや応おうなしにそれについて学ばされることになりました。なんてことを書くと近しいだれかに不幸があったのか、と思われるかもしれませんが、さにあらず、その出来事というのは実は住んでいるアパートの契約更こう改かいでした。

　そうです、二年ごとに不動産屋さんに家賃と同額の手数料を払わなければいけないアレです。昔、不動産に勤めていた方から聞いたところによると、この契約更改の手数料なるものには大たい抵ていは法的拘こう束そく力りよくがまったくないので、色々頑がん張ばれば払わずに済むらしいのですが、僕にはそんな根こん性じようもないので、素直に銀行からお金を卸おろして不動産会社に持っていきました。手数料がかかることは前々からわかっていましたし、計画性皆かい無むの僕にしては珍しく、その月の家計は手数料の分をきちんと考こう慮りよしていたので、月末までの食費もなんとか残り、万事滞とどこおりなく進むはずでした。

　が、火か災さい保険料二万円という見落としていた出費がすべてを瓦が解かいさせました。

　不動産屋さんを出たときの僕の全財産は四百二十五円でした。四月の空がまぶしいほどに青かったのをよく憶えています。

　そうして僕は、人がどんなときに涙を流すのかを学びました。




　もうひとつ学んだことがあります。それは、小こ麦むぎ粉この圧倒的な安さです。手数料支払いと時を同じくして米の備び蓄ちくも切れるというダブルパンチに見舞われた僕は、月末までを生き延びるために百を超えるプランを検討し、薄はく力りき粉こ一キログラムを購こう入にゆうし食いつなぎました。ちなみに残金は週刊少年ジャンプを買うのに使いました。人間の尊そん厳げんのためです。小麦粉と塩と水と、そして尊厳があれば、僕らは生きていける。これが僕の知ったもうひとつの真理です。




　今回も、担たん当とう編集の湯ゆ浅あささまとイラストのかわぎしけいたろうさま、他にもたくさんの方々にご協力いただきました。人間の尊厳（自称）もけっこうなことですが、まわりで支えてくださる人達の方がよほど大切です。すみません、いつもありがとうございます。





二〇〇六年　六月　杉すぎ井い 光ひかる
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杉すぎ井い 光ひかる

貧乏をちょっぴり脱出して以降、ＣＤや本をちょくちょく買うようになったが、収納具にまで金が回らないのでみんな床に積んであるという惨状になってしまった。寝ている間に地震がきたら本や楽器に押し潰されそうで激しく不安です。
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イラスト／かわぎしけいたろう

１月３日生まれ。最初はゲームの仕事をしていたのですが、気付いたら絵描きメインになってました。以前は梅雨になると紙が引っかかったりで大変だったのですが、デジタル作業になってからは随分と快適になりました。文明開化バンザーイ。










火ひ目めの巫み女こ 巻かんノ三さん








杉すぎ井い 光ひかる
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